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　毎夜のこと、少女は月を見上げていました。

　遠くの故郷に想いを馳はせるような憂うれいを帯おびた顔をして……。

　少女の美しさは国中に知れ渡っており、結婚を申し込む者もあとをたちませんでした。けれども、一度として少女が笑顔で頷うなずくことはありませんでした。

　少女には不ふ思し議ぎな力がありました。

　数日先の出で来き事ごとを言い当てたこともあれば、手を使わずに遠くの物を動かすこともできました。はたまた、何年経たっても年老いることなく、美しい少女の姿すがたのままだったのです。

　あるとき少女は不可か思議なことを口にしました。

　もうじき月に帰らなければならないと打ち明けたのです。

　別れの日、少女はひとつの願いを縁ある者に託たくしました。

　その願いとは自分の物語を書き残すことでした。

　少女は迎むかえにやってきた月の使者に連れられて、本当に月へと帰っていきました。

　こうして生まれた物語の名は竹たけ取とり物もの語がたり。

　少女の名は、かぐや姫。
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　　　　　　　　１




「わっ、わたし！」

　少女は夕焼けの中に立っていた。

　緊きん張ちようのせいか、声は上うわ擦ずっている。

　銀色の髪かみが燃え立つような色を放はなち、頰ほおはそれ以上に赤く染そまっている。

　手も足も唇くちびるも小さく、まだまだ幼さを残している。その小さな手は、不安を紛まぎらわせるように胸に重ねられていた。

　心を落ち着かせるように少女が大きく息を吸い込む。それから思いのたけを口にした。

「宗そう太たさんのこと、好きになっちゃったみたいです！」

　遠くまで広がった空に、告白が響ひびき渡わたる。

　言い終えてほっとしたのか、少女の全身からわずかに力が抜ぬけた。

　それとは対照的に、向き合って立っていた少年の体が強こわ張ばった。

　夕暮れ時の学校の屋上には、少年と少女の姿すがたしかない。

　しばらく静せい寂じやくがふたりを包み込んだ。

　驚きの表情のまま凍こおりついた少年の名は真さな田だ宗太。月つき乃の宮みや高等学校の二年生で、平均的な背せ丈たけに、少し細めの体つきをしている。クラスでは目立つ方でも目立たない方でもない。英語を除いて、勉強も人ひと並なみにはできる。女子に人気があるわけでも、嫌きらわれているわけでもない。毎年、二月十四日には、義ぎ理りチョコならもらっている。

　ただ、告白されるのは、十六年間の人生の中で初めてのことだった。

　人生初の出で来き事ごとに、頭の中は面おも白しろいくらいに真まっ白になっていた。

「こんなこと言って迷めい惑わくだったかもしれませんけど……」

　心細いのか、少女がぼそぼそと言い訳しながらうつむいた。

　それでも顔を上げると大きく身を乗り出した。

「けど！　でも！　そうだとしても！　わたし、宗太さんが好きなんです！」

　その想おもいはどこまでも純粋だった。

「わ、わたし……もう、この気持ちを抑おさえられません！」

　小さな歩ほ幅はばで一歩ずつ、少女が宗太に近づいてくる。

　すぐに少女は宗太の目の前までやってきた。下から見上げてくる。

　真剣で、思いつめた表情に、心が吸い寄せられそうになる。

（これって、つまり、そういう状況ってことか？）

　映画やドラマの中でよく見かける１シーンだ。男女の距離が縮ちぢまり、見つめ合ったままでふたりの時間は静かに止まる。女の子が目を瞑つむり、爪つま先さき立だちになると同時に、止まっていた時間は再び流れ出す。やがて、唇くちびるが重なり合い、ふたりの距離はゼロになる。

　宗そう太ただってその行為に興味はある。どんな感かん触しよくがして、どんな味がするのか。好きな相手とならしてみたいと思う。健全な高校生ならそれが普通だ。

　だが、突然その場面に直面させられると、ただ喜んでもいられなかった。

　動どう揺ようする宗太をよそに、少女は静かに目を閉じた。

　思わず臆おく病びよう者ものの右足が、無意識に半歩下がった。

　すると、少女の両りよう腕うでが伸びてきて、宗太の首に回された。こうなっては逃げようがない。

　近づいてくる桜さくら色いろの唇から目を離せなかった。

　まずいと思いながらも、体は凍こおりついたままで動かない。

　それでも何とか声だけは出せた。

「待て！　落ち着け！　やめろおー！」




　宗太は毛布を跳はね除のけて、勢いよく起き上がった。

「はあ……はあ……」

　呼吸は乱れ、額ひたいにはびっしりと汗の粒が浮かんでいる。

　息を整えながら、周囲をゆっくりと見回した。目に映うつったのは、学校の屋上ではなく、見覚えのある自分の部屋だった。

　とりあえず、汗を袖そで口ぐちで拭ぬぐう。

「……夢かよ」

　心臓が痛いくらいに高鳴っている。耳を澄ませば音も聞こえた。

　宗太は小さく深呼吸を繰くり返かえした。体を支配していた焦あせりが、汗と一いつ緒しよに引いていく。

　部屋は外からの明かりで薄うす闇やみになっていた。すでに日が昇っているのだろう。それでも、サイドテーブルの上に置いた携帯で時刻を確かめると、まだ六時だった。

　あと一時間は寝ていても学校には余よ裕ゆうで間に合う時刻だが、目はぱっちりと開き、頭も妙みように冴さえていて、とても二に度ど寝ねをする気にはなれない。

（しっかし、なんて夢だよ……）

　ひとつひとつの挙きよ動どうや台詞せりふが、完かん璧ぺきなまでに脳のう裏りに焼きついていた。

　普段なら目が覚めると、夢の内容など殆ほとんど忘れてしまうというのに。

　覚えている理由には心当たりがあった。

　夢の出で来き事ごとの中に、本当のことが混まざっているせいだ。

　──わっ、わたし！　宗太さんのこと、好きになっちゃったみたいです！

　あまりにも鮮明に記憶に刻きざまれている。声も耳に残っているくらいだった。

　宗太は前に倒れながら頭を抱かかえた。

　いくら考えても答えは出てこない。そもそも何をどう考えればいいのかすら、わかっていない。一体に何に悩んで、どの方向に進めばいいというのだろうか。

　顔を上げて、部屋の壁を見る。

　隣となりの部屋には、宗そう太たを翻ほん弄ろうするひとりの少女が眠っている。一いつ緒しよに住んでいる以上、逃げも隠かくれもできない。

　──その……考える時間、もらってもいいか？

　告白された直後、なんとか搾しぼり出だせたのはその一言だけだった。

　とは言え、後回しにしていい問題でもない。あれから土日を挟はさんで、今日でもう五日目になる。落ち着くどころか、日を追うごとに気持ちは揺ゆらいでいた。

　結局、悩んだところで答えは出ず、宗太はもう少し寝ておこうと思い直して、仰あお向むけに寝ね転ころがった。

　真まっ白しろい天てん井じようが視し界かいに入った。今の自分と同じだと思って宗太は薄く笑った。

　しばらくまどろみの中にいると、隣の部屋の扉とびらが開く音がした。ぺたぺたという足音も聞こえる。

　それが宗太の部屋の前で止まった。

　続けて、遠えん慮りよがちに扉がノックされる。

　黙だまっていると、音を立てないようにノブが回された。

「朝……ですよ～」

　目覚めを告つげる発言なのに、眠たそうな声だった。

　ドアの隙すき間まからは、パジャマ姿すがたの少女が顔を覗のぞかせている。胸には体の半分くらいはあるウサギのぬいぐるみを抱いていた。床に届くほどに長い銀色の髪かみの毛けは、寝ね癖ぐせがひどく毛け羽ば立だった猫みたいになっている。

　この少女こそが、宗太が先ほどまで夢に見ていた相手だった。名前は立たち花ばなひなた。わけあって宗太と共同生活をしている。

　ドアが静かに閉められた。ひなたは部屋の中にいる。

　ひなたは朝ですよと、もう一度囁ささやくと、壁に手をついて、足元を確かめながらベッドの方に歩き出した。その足取りが不要と思えるほどに慎重なのは、ひなたが視力をなくしているせいだ。

　やがて、ひなたはベッドの脇わきまでやってきた。

　両りよう膝ひざを突ついて座すわると、大事に抱かかえていたぬいぐるみを隣に座らせた。頭が重くて、ぬいぐるみが仰向けに倒れてしまう。それに気づいたらしく、再度座らせる。また倒れる。座らせる。それを何度か繰り返し、最終的にひなたが勝利した。

　その間、寝たふりをした宗太は完全に放ほう置ちされていた。まな板の上の鯉こいに倣ならって、静かに待っている。

　すると、ひなたの小さな手が伸びてきて、宗太の体をゆさゆさと揺ゆらした。

「宗そう太たさん、朝ですよ～。起きてくださ～い」

　言われるままに、宗太は体を起こした。ベッドに足を伸ばした体勢で座すわる。

「……おはよう、ひなた」

　なるべく自然な態度を装よそおった。

「あれ？　あと五分は？」

　きょとんとした顔をひなたはしている。

「は？」

「あと五分って言わないんですか？」

「僕は寝起きはいい方だから」

「えっと……それだと困ります」

「困るのか」

　ひなたの手が再度伸びてきて、宗太の体を前後に揺ゆらした。

「いや、だから、もう起きてるって」

「あと五分って言ってください」

　妙みように頑かたくななひなたの行動に、仕方なく合わせることにした。

「なら、あと五分」

　待ってましたとばかりに、ひなたが得意げに笑った。

「も、もう、仕方ないですね～。あと五分だけですよ」

「えと、そりゃどうも……」

「五分経たったら、遠えん慮りよなく毛布を引っぺがしちゃいますから！」

　今から引ひっ張ぱる気満々の様よう子すで、小さな手が毛布の端はしをぎゅっと力強く握にぎっている。

　会話が途と切ぎれると、今度はもごもごと何か言い始めた。耳を傾かたむけると、数を数えているのだとわかる。

　どうやら三百秒を数えるつもりらしい。

　だが、残念なことに、カウントは最後まで続かなかった。数えるたびに上下していた頭が、次第に大きく揺れて、船をこぎ始めた。それからすぐに、ベッドに前から倒れ込んできた。

　体を起こして寝顔を見ていると、部屋中にすぴ～と寝息が響ひびき渡わたった。規則正しく呼吸は繰くり返かえされ、波に揺られているように肩かたが浮き沈みをする。警けい戒かい心しんがまるで見られないのは、半開きの口のせいだろう。今にもよだれでも垂たれてきそうだ。

　指先でひなたの額ひたいを軽く小こ突づく。

「起こしに来ておいて、ひなたが寝るな」

「あと……五分……」

「それは僕の台詞せりふだったんじゃないのか！」

「はっ！　そ、そうでした！」

　宗そう太たは心の中でため息を吐ついた。

「とにかく、おはよう、ひなた」

「おはようございます！」

　にっこりと満まん面めんの笑えみでひなたが答える。思わず宗太は視線を逸そらした。純粋で穢けがれを知らないひなたの感情と向き合うだけで、顔が真まっ赤かになってしまう。

「あ、あの、宗太さん？」

　そんな宗太の動どう揺ようを知らずに、ひなたは自然に話しかけてくる。

「な、なんだ？」

「ポイントアップしましたか？」

「え？　ポイントって何の？」

「えっと、よくわからないのですが、京みやこ先せん輩ぱいが朝はこうするとポイントアップだと言ってました」

「……なるほど、全部、京先輩の差さし金がねか」

「あっ！　いえっ、違いますっ！　京先輩は関係ありません！」

　口止めをされていたのを思い出したのか、慌あわてた様よう子すでひなたは、関係ありません、関係ありませんと繰くり返かえす。

　だが、今さら何を言ったところで遅い。それでもなお、ひなたは口が滑すべっただとか、思わず本当のことが口から出ただとか、弁解になっていない弁解を必死に続けながら、ぐっと体を前に乗り出してきた。

　息いき遣づかいや体温まで感じられる距離なのと、パジャマという無む防ぼう備びな姿すがたに顔が火ほ照てり、宗太は反射的に身を引いた。そのまま逃げ出すように、ベッドから立ち上がった。文もん句くは、あとで京本人に言えばいい。

「……とにかく、朝あさ飯めしにしようか」

「は、はい！」

「あ、けど、その前に、頭をどうにかした方がいいぞ。今日も爆ばく発はつしてる」

「そんなはずはありませんよ。昨日はきちんと乾かわかしてから寝ましたから」

　誇らしげに起き伏ふくに乏とぼしい胸を張る。

　それから両手が頭に伸ばされ、ぴたりと動きを止めた。

「こ、これはもしかして、ハリネズミで、ヤマアラシですか？」

「だから、そう言っただろ」

「なしです！　今のはなしです！　見なかったことにしてください！」

「いや、無理だろ」

「……何か手ごろなものは」

　まねき猫の貯金箱をひなたの手は探さぐり当あてた。

「宗そう太たさん、動かないでください」

「待て、それで何をするつもりだ」

「痛いのは最初だけだって、京みやこ先せん輩ぱいも言ってましたから」

「それ、何の話だ！」

　貯金箱が振り下ろされる前に、宗太はひなたの細い両手を摑つかんで止めた。だが、そのせいでバランスを崩くずしたひなたが後ろに倒れそうになる。支えようとしても踏ふん張ばりきれず、宗太も床に投げ出された。

　膝ひざを強打した痛みに片目を瞑つむりながら起き上がろうとする。そのときになって、ひなたを押し倒した体勢になっていることに宗太は気づいた。

　目の前にひなたの顔がある。閉じた瞳ひとみに、小こ刻きざみに震ふるえる長いまつげ。口からこぼれる生温かい吐と息いきが宗太の耳にかかる。鼓こ動どうが激しく脈打つのを嫌いやでも自覚させられた。

「わ、悪い！」

　急いで起き上がろうとするが、手足の動かし方を体が忘れてしまったらしく、思うようにいかない。

「そっ、宗太さん！　そ、そこはくすぐったいです！　あ、そっ！　そっちは、胸はもっとだめですよ……」

「ほ、ほんと、悪い！」
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　即座に謝あやまってどうにか体を起こすことに成功した。

　改めて寝ね転ころがったひなたを見て、宗そう太たは絶ぜつ句くした。

　倒れたはずみでパジャマがまくれ上がり、お腹まで丸出しの状態だった。両りよう腕うでを上げた格かつ好こうなのも手伝って、直視するには耐えられない状態になっている。

　宗太は慌あわてて背中を向けた。体中の血液がめまぐるしく駆かけ回まわっている。全身が燃えるように熱い。全身から汗が噴出し、顔は真まっ赤かだった。

　その後ろでゆっくりとひなたが起き上がる音がする。

「もう大だい丈じよう夫ぶか？」

「え、あ、わたしならだいじょうぶですよ？　宗太さんこそ、お怪け我がはありませんか？」

　恐おそる恐る宗太は振り向いた。白いお腹は見えなくなっている。ほっと息をつく。

　ひなたはわからないという顔で首を傾かしげていた。

「なんでもない。いいから朝あさ飯めしにしよう」




　顔を洗い、朝食を済ませ、歯を磨き、出発する前にやることを終えると、宗太とひなたは制服に着替えるためにそれぞれの部屋に戻った。

　毎日のことだが、宗太の方が圧倒的に早く部屋から出てくる。

　リビングでひなたを待つのはもはや日課だった。

　ＴＶをつけて朝のニュースに目を通す。今のところ目立った事件もない。目下、宗太にとっての大事件は、ひなたから告白をされたことだ。

　仮に、殺人事件が起きようとも、関心を持つだけのゆとりが今の宗太にはない。

　時間を見ると、そろそろ出発しておきたい時刻になっていた。

「ひなた、まだか？」

「も、もうすぐです！」

「慌てて変な格好で出てこないでくれよ」

　返事の代わりにひなたの部屋のドアが開いた。

「よし、それじゃ、行こうか」

　声をかけてソファから宗太は立ち上がった。かばんを肩かたからかける。だが、ドアは開いてもひなたが出てくる様よう子すはない。

「ひなた？」

　部屋に近づこうと一歩足を踏み出す。

「こ、こないでください！」

　思わぬ拒絶に驚いて、宗太は進めた足の分だけ、きちんと後ろに下がった。

「ご、ごめんなさい。ちょっと心の準備に時間がかかりまして」

「それはあとどれくらいかかるんだ？」

　再度時計を見る。走らなければ間に合わないほどではないが、のんびりもしていられない。出発が遅れれば、手を繫つないでダッシュするはめになるのだ。今の微び妙みような関係でそれをするのは、避けたいところだった。

「だ、だいじょうぶです。今、覚かく悟ごが決まりました！」

「覚悟って……」

　部屋から、ひなたがぴょこっと飛び出してきた。

「あっ……」

　思わず宗そう太たは、口を開けて間ま抜ぬけな面つらを晒さらした。

　ひなたは見慣れない制服を着ていた。いや、その制服自体は見たことがある。月つき乃の宮みや高こうの夏服だ。ただ、ひなたが着ているのを見るのは初めてだった。

　冬服はブレザーだが、女子の夏服はセーラー服のデザインになっている。シンプルだが裾すそや襟えり元もとにポイントになるカットが入っていて、かわいいと評判だ。

　当初はどこにでもあるような制服だったが、過か疎そになった月乃宮に学生を呼び集めるため、制服のデザインを一いつ新しんしてこったものにしたらしい。その狙ねらいは的てき中ちゆうし、特に女子は制服目当てで月乃宮を受験する生徒も多い。

　ひなたは扉とびらの前で、宗太にお披ひ露ろ目めするようにくるっと回った。スカートの裾がふわりと浮き上がる。

「ど、どうですか？　変ですか？　ありえないですか？」

　緊きん張ちようと不安、それから少しの期待が入いり混まじった声だった。

「あ、いや、か、かわいいと思うぞ」

「ほんとですか！」

　取とり繕つくろうこともできずに、宗太は思ったままを口にしていた。少し制服が大きくも見えるが、今着ているサイズが一番下のものなのだろう。

「今度こそポイントアップですか？」

「……それはもういい。とにかく行こうか」

「はい！」




　　　　　　　　２




　学校まで歩いて約二十五分。

　今まで宗太は長いと感じることはなかった。近すぎず、遠すぎず、丁ちよう度どいい距離だ。

　それが、ひなたに告白されて以来、状況が変わった。

　宗太が歩く隣となりには、前方確認用の白い杖つえを握にぎったひなたがいる。左右に杖を動かしながら、子供みたいな歩ほ幅はばで一いつ生しよう懸けん命めい前に進んでいる。

　リズミカルに白はく杖じようが振られ、ローファーの靴くつ底ぞこが硬かたい音を鳴らす。

　マンションを出てから、宗そう太たとひなたに会話らしい会話はなかった。ひなたが何かを言ってきても、宗太が一言答えて途と切ぎれてしまう。

　逆に宗太の方から話題を投げかけることはなかった。

　今までと同じにしようと心がけても、それが上う手まくいかない。それどころか、今までと同じというのが、何を指さすことなのかもわからない。

　奇き妙みような緊きん張ちようと沈ちん黙もくがふたりの間に落ちている。

　その変化を、ひなたに悟さとられていると、宗太は感じていた。家を出てからすでに三回ほど、何かを言おうとしてひなたは口を噤つぐんでいる。

　普段なら聞き返すところだが、話題がわかっているだけに切り出せない。自ら藪やぶに突つっ込こむようなものなのだ。

　だが、このままではいずれ我が慢まんの限界が訪れる。

　そして、それは思ったよりも早くやってきた。

「あ、あの！　宗太さん！」

「な、なんだ？」

　立ち止まったひなたに合わせて、宗太も歩みを止めた。

「何か悩み事があるなら言ってください！　わ、わたしなんかで力になれるとも思えませんが、万にひとつくらいの確率で、お役に立てるかもしれません！」

「あ、ああ、うん」

　確かに悩み事はある。ただ、それをひなたにだけは相談するわけにはいかない。どうやら、宗太の変化には気づいていても、理由までは考えが及んでいないらしい。

「えっと、ありがとな、ひなた」

「いえ、そのお力になれず、ごめんなさい」

　嚙かみ合っていない会話が途と切ぎれると、行こうとだけ言って宗太は歩き出した。ひなたもすぐに隣となりに並ぶ。

　共同生活を始めて約二ヶ月。通学時は意識しなくても、ひなたのペースで歩くようになっていた。それに自分で気づいて、宗太はむず痒がゆい気分になった。

　無言のまま学校に向かっていると、目の前に人影が見えた。ひなたと同じ制服を着ているが、宗太に見覚えはなかった。

　女子生徒は誰か待っているらしく、ガードレールに座すわったまま、ぼんやりと空を眺ながめている。

　宗太とひなたが近づくと、力の抜けた表情を向けてきた。真まっ黒くろの頭髪は、前も後ろも真っ直すぐに切きり揃そろえられている。肌も白く、黒目がちなところから、宗太は日本人形を連想した。

　どことなく不ぶ気き味みな雰ふん囲い気きが漂ただよっている。何を考えているのかも読めない。

　意識しないようにして、宗太は前を通り過ぎようとした。彼女の視線は、未いまだに宗太を捉とらえて離さない。
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　大通りから一本奥のこの道に、人通りはなく、彼女の意図的な視線を、気のせいで片付けることもできなかった。

　宗そう太たは足を止めずに、ただ、左手をポケットにしまった。

　それから体の中にいる別の存在に語りかける。全身の血が騒ぎ出し、左手の甲が熱くなった。

「宗太さん？」

　隣でひなたが杖つえを使うのを忘れている。

「見えないふりは続けてくれ」

　耳元で囁ささやいた。

　ポケットに隠された宗太の左手の甲には、不ふ思し議ぎな文も字じ式しきが浮かび上がっていた。それはアルテミスコードと呼ばれる文字式で、不可か思議な現状を引き起こす力を秘めている。

　宗太のアルテミスコードには、宗太の見ているものを、そのまま他人に見せるという効果があるのだ。

　これによって、永遠の暗くら闇やみの中にいるひなたも一時的に光を得ることができる。

　宗太の体を、妙みような緊きん張ちようが支配した。

　何も起こらないと頭では思っている。だが、同時に警けい報ほうも鳴なり響ひびいていた。

　そして、悪い予感が的てき中ちゆうした。

「真さな田だ宗そう太たはんに、立たち花ばなひなたちゃんでっしゃろ？」

　この辺では耳にしない独特のイントネーションだった。

　自然と宗太は足を止めた。方言を使う少女に顔を向ける。同時に、背中にひなたを庇かばうように移動した。

　ひなたが制服のシャツをぎゅっと握にぎってきた。

「どこかで会ったことありましたっけ？」

　あくまで冷静に、それでいて少し突つき放はなすような口く調ちようで応じた。

「そないにこわい顔せんといてや。ウチ、まだ何もしてまへんえ」

「その言い方だと、これから何かするみたいにも聞こえますけど？」

「宗太はんは、いけずうやわあ」

　ガードレールから勢いよく飛び降りる。宗太との距離が詰つまった。それを元に戻すために、宗太は半歩下がった。

「何を警けい戒かいしてはるかは知りまへんけど、そないに失礼な態度取られたら、ウチかて傷つきますわ」

　聞けば聞くほどに耳慣れない言葉だ。ＴＶで関西弁なら頻ひん繁ぱんに耳にする。だが、それとも違うように宗太には思えた。急に日常に飛び出してきたせいか、うそ臭くささを感じる。

「一方的に人の名前を言って、自分は名な乗のらないっていうのも、十分に失礼だと思いますよ？」

「嫌きらわんといてほしいわあ。いざというときには、アルテミスコードをつこうたら、よろしいのと違います？　そのポケットの左手は、そういうことでっしゃろ？」

「本当に失礼な人みたいですね」

　もはや敵対心を隠かくすことなく、宗太は相手を睨にらみつけた。だが、黒くろ髪かみの女子生徒が気にした様よう子すはなかった。

「おふたりさんが、ムーンチャイルドゆうことは、ウチ、よう知ってます」

「そういうあんたは何なんだ？」

　ゆっくりと一歩ずつ女子生徒は近づいてくる。

「瑞みず希きの仲間ゆうたら、わかってくれはります？」

　一いつ瞬しゆんにして、宗太の体に力が入った。目に憎ぞう悪おの光が宿った。

　柿かき崎ざき瑞希は、執しつ行こう人にんを名乗り、五人の犯罪者を殺した連続殺人犯だ。宗太のクラスメイトでもあった。その瑞希には謎なぞの共犯者がいることがわかっている。だが、共犯者は未いまだに見つかっていない。

「こわいこわい」

　背中に隠れていたひなたが、宗太の隣となりに並んだ。

　もはや、ここは平へい穏おんな通学路ではなくなった。空気が刃物のように研とぎ澄すまされる。張り詰めた緊きん張ちようの中に、恐怖心が芽め生ばえ始めた。

　宗そう太たは震ふるえるひなたの手をやさしく握にぎった。

　相手が一歩近づくたびに、何かのカウントダウンが頭の中に響ひびき渡わたった。

「愉快な時間の始まりといきましょか」

　言い終えると同時に、女子生徒の方が先にアルテミスコードを発動させた。胸の中心から文も字じ式しきが浮かび上がる。それは彼女の体を中心にして、土星の輪わっかのようになった。

　ひなたが宗太の前に出る。その小さな体からも、アルテミスコードが溢あふれ出してくる。文字式の集合体は、帯おび状じように連なり、ひなたを取り囲むように幾重にも重なり合っていく。その量は尋じん常じようではない。いつまで経たっても流出が止まる様よう子すはなかった。

　ひなたの小さな体内に、どのようにして収おさまっているのか不ふ思し議ぎなくらいだ。

　臨りん戦せん体たい勢せいを取ったことで、周囲の空気は一変した。減へらず口ぐちを叩たたく余よ裕ゆうすらない。相手の能力がわからない以上、迂う闊かつなことはできなかった。

　逆に、瑞みず希きの仲間であるのだとしたら、宗太やひなたの能力は知られていると考えるべきである。

　いかにひなたが強大な力を持っていたとしても、能力の特性がわかっていれば、対たい処しよのしようも出てくる。そのため、敵の能力がわからない宗太たちの方が、精神的には不利な状況に立たされていた。

　宗太は目に意識を集中した。静から動への一いつ瞬しゆんの切きっ掛かけを見み逃のがすまいと必死だった。

　だが、すぐには敵も動かない。アルテミスコードはすでに発動させている。何らかの変化が起こっているはずだが、周囲に異変はなかった。

　額ひたいから汗が零こぼれ落おちる。手の平もびっしょりと濡ぬれていた。

　神経をすり減らすように時間だけが過ぎていく。

　いい加か減げん、宗太がじれ始めた頃に、その場に割って入る存在があった。能のう天てん気きな野の良ら犬いぬが火花を散らす両者の間にやってきた。

　場の空気を読めない鈍どん感かんな野良犬は、こともあろうに宗太の方に近づいてくる。

　それでも視線は逸そらせない。犬を見た瞬間に、相手が仕掛けてくる危険性があった。視し界かいの片かた隅すみで野良犬の動向を追った。

　犬は迷まよった素そ振ぶりもなく、宗太に擦すり寄よってきた。足元にいるのが感覚でわかる。この上なく邪じや魔まだ。

　すると、それまで表情を読ませなかった女子生徒の目に、悪戯いたずらっぽい感情が映うつった。親しみすら覚える。その目は宗太から逸らされ、足元の犬に向けられた。

　妙みような危機感を覚え、宗太はとっさに下を向いた。

　犬が片足を上げている。電柱に向かってするのと同じように。

　慌あわてて宗太は飛とび退のいた。着地とほぼ同時に、犬は道の真まん中なかで放ほう尿にようを始める。

　助かったと胸をなでおろしながら、犬の行為が終わるまで、じっと様よう子すを見ていた。

　顔を上げると、女子生徒がアルテミスコードを解除した。すると、犬は驚いたように全身を震ふるわせ、居い場ば所しよを確かめるように左右の様よう子すを窺うかがった。最後に、アルテミスコードを発動させたままのひなたを見て、怯おびえたように逃げ出していった。

「肝きもっ玉たまは据すわってはりますなあ。さすがはみゃーこのお気に入りさんやわ」

「宗そう太たさん、あの……えっと、どうします？」

　凍こおりついた空気は溶とけ、謎まぞの女子生徒の態度は友好的なものに豹ひよう変へんしていた。

　まだ臨りん戦せん体たい勢せいを取っているひなたは困こん惑わく気ぎ味みだ。

　返事の代わりに、宗太が先にアルテミスコードの発動を止めた。するとひなたを取り巻く文も字じ式しきも、巻き戻し再生でもするように、彼女の体内へと消えていった。ただ、警けい戒かいだけは怠おこたらない。

　そこに聞き覚えのある声がした。

「つばめったら、なに、余よ計けいなことまで言ってんのよ」

「あ、京みやこ先せん輩ぱい！」

　いち早く反応したのはひなただった。

「おはよう、ひなたちゃん」

「わっ、わっ、京先輩、今日もやわらかいです！」

　早さつ速そく、後ろからひなたを抱き締めたのは、宗太が通う高校の生徒会長を務つとめる片かた桐ぎり京だった。薄手の夏服では、京の余あまりあるプロポーションを隠かくし切きれない。はちきれんばかりのボリュームが浮うき彫ぼりになっている。去年、この姿すがたを目まの当あたりにした宗太のクラスメイトの浅あさ井いは、あれはもう素人しろうとではないと豪ごう語ごしていた。

　宗太はこの場に居合わせた面々の顔を順に確認した。ひなたに京、それから謎の女子生徒。先ほど京がつばめと呼んでいただろうか。

「京先輩。説明してもらってもいいですか？」

「名前は甘あま粕かすつばめ。あたしと同じ月つき乃の宮みや高こうの三年で、生徒会の会計をやっているの」

「いや、そういう話じゃなくて……アルテミスコードのことですよ」

「残念ながら、つばめも特とつ課かに所属してるの。こう言えばわかるでしょ？　面めん識しきがないのは、昨日まで関西方面に派は遣けんされてたからよ」

　宗太は緊きん張ちようを緩ゆるめると同時に、非難の目をつばめに向けた。

「よろしゅう仲なか良よくしてな」

　握手のつもりか笑顔で手を差し出してくる。ひとまず、それを無視する。

「立たち花ばなひなたです！　よろしくお願いします！」

　ひなたは悪戯いたずらのことなど気にした素そ振ぶりも見せない。いや、事実、気にしていないのだろう。

「はい、よろしゅう」

　ひなたの両手をつばめが握にぎる。それから、銀色の頭を撫なでまわした。それに満足すると、再度、宗そう太たに手を差し出してくる。

　仕方なく握手に応じようと宗太は手を伸ばした。だが、その手は空くうを切った。つばめの手が下げられている。

「さっきのお返しでっせ」

　軽い苛いら立だちを隠かくしながら、宗太は無言で京みやこを見る。

「こういう性格だから諦あきらめて」

　どうやら特とつ課かの仲間だからといって、油断をしてはいけないらしい。甘あま粕かすつばめに対して、宗太はそう認識した。

「あの、甘粕先せん輩ぱい。質問があるんですけど」

「つばめ先輩呼んでくれはったら、うれしおすえ」

「甘粕先輩って関西方面の出身なんですか？」

「ひねくれた子ぉやなあ。照れんでもええのに」

「……もういいです」

　虚きよ脱だつ感かんに襲おそわれて宗太は肩かたを落とした。

「つばめは生まれも育ちも東京よ。大阪、神戸、京都の順に移動して戻ってきたら、こうなってたの」

　説明してくれた京の口く調ちようは、とことん面めん倒どくさそうだった。

「退屈な日常に遊び心は必要でっしゃろ？　刺激ゆうんは、作り出さなあきまへん」

「アルテミスコードを使ったのも、遊び心ですか？」

　瑞みず希きの仲間とはよく言ったものである。

「それ以外に何がありますのん？」

　相手のテンションが上う手まく摑つかめずに、宗太の顔は徐じよ々じよに歪ゆがんでいった。もう何も言い返す気になれない。

「あ、そだ。ひなたちゃんに渡すものがあったんだ」

　京は鞄かばんに手を突つっ込こむと、携帯電話を取り出した。ネックストラップがついている。それを説明もなく、ひなたの首からかけた。

「これは何ですか？」

　ひなたが手で触さわって物を慎重に確認している。

「携帯電話だよ」

「え？　わ、わたしに、携帯電話ですか!?」

「うん、黒くろ田ださんが持ってた方がいいだろうって。音声案内してくれるから、覚えれば操作も比較的簡単にできるみたいだし」

「わっ、わっ、ほんとにいいんですか？」

「ひなたちゃん、ええなあ。ウチもこうてほしいわあ」

　女子三人が輪わになると、宗そう太たの入り込む余よ地ちはなくなった。周囲の空気の色まで違って見えてくるから不ふ思し議ぎだ。部外者のように少し離れて見ているしかない。

　早さつ速そく、ひなたは京みやことつばめと番号の交換をしている。

　その間、宗太の存在は完全に忘れ去られていた。もうじき夏なのに、少し風が冷たい。

「宗太さんも番号教えてください！」

「お、おう」

　ひなたの携帯を見ると、普通のよりボタンが大きく作られていた。確かにこれなら触さわっただけでもある程度はわかりそうだ。それに届いたメールも音声で読み上げてくれる機能がついているのがわかった。これだと授業中には使えないなあと、どうでもいいことを宗太は考えた。

　お互いの番号を赤外線でやり取りして登録した。

「終わったよ」

「ありがとうございます」

　ひなたはご機き嫌げんで、首から下げた携帯を宝物みたいにして胸に抱いた。

　それを宗太は無意識に見ていたが、にやにやとこちらを観察する京に気づいて、とっさに顔を背そむけた。

「少し急がないと遅刻しますよ」

「そうね。あとは歩きながら話をするってことで」

　そう言って、京はさっさとひなたの手を取って歩き出した。

　必然的に宗太とつばめが並んで歩くはめになった。

「なにが悲しゅうて、朝っぱらから面おも白しろくもない学校に行かなあかんのやろなあ」

　肩かたを丸めたつばめが嫌いや々いや歩く。

「そういえば、さっき生徒会の会計って言ってましたけど……おかしくないですか？」

　生徒会役員選挙があるのは秋。京の説明では、つばめは去年の春から、関西に行っている。となれば、選挙のときにいなかったはずなのだ。

「生徒会の任期って一年ですよね？」

「本来ならね。ただ、あたしも含ふくめて、今の生徒会役員って、全員が一年の頃からやってるのは知ってるでしょ？」

　本当は今知ったが、宗太は、はあ、と曖あい昧まいに頷うなずいた。

「で、去年の秋は事情があって生徒会役員選挙をやっていないわけ」

「ああ……そういえば」

　確か、文化祭の拡かく大だい開かい催さいのため、予定を取れなかったのが原因だ。大学と合同の文化祭は、月つき乃の宮みや祭さいと名を変えて、大々的に行われた。その準備や初の試みということで、色々とばたばたしたのを宗太は記憶している。

　その上、生徒会役員選挙まではやっていられないということで、現職の役員が全員二年生ということもあり、続投が決まったのだ。

　だが、そうだとしても、おかしな点は見えてくる。つばめ不在の間、会計の役職は空席になってしまうのだ。

「生徒会役員がひとり欠けてるのはありなんですか？」

「みゃーこは人を使うの上じよう手ずやさかい。役員のひとりやふたりおらんくても、不便はしません」

　確かに、京みやこが誰かの手を借りたいと思えば、それに応こたえてくれる生徒は幾らでもいるような気がした。宗そう太たも始業式の準備やらに頻ひん繁ぱんに駆り出されている。

「みゃーこが色いろ目めつこうておちん男はこの世におらへんから」

「ひなたちゃんの前で変なこと言うんじゃないの」

「そうはゆうても、この世の真理でっしゃろ。なあ、宗太はん？」

　返答しずらい内容のときは、黙だまっているに限る。それが面おも白しろくないのか、つばめは整った顔をわざとらしく歪ゆがめた。

「やっぱり、京先せん輩ぱいはすごい人なんですね！」

　なぜだか尊敬の念を込めて、ひなたが表情を輝かせている。その頭を京が撫なでながら、つばめの言うことは聞いちゃだめよと言い聞かせていた。

「昔はもっさい子ぉやったのになあ」

「もっさい？」

「さえないってこと」

　前を向いたまま京が言った。

「昔ってことは、京先輩と、甘あま粕かす先輩って、子供の頃からの知り合いなんですか？」

「ま、小学校からの腐くされ縁えんってやつね」

「ええ、そりゃあまあ、ウチはみゃーこの初恋から何まで、見させてもらってまっさかいに。今度、面白エピソードをお話しますえ」

「ああ、ひとつ言い忘れたけど、今、生徒会の仕事、修しゆ羅ら場ばだから。無む駄だ話ばなししてるヒマすらないと思いなさい」

「ほんに、堪かん忍にんしとくれやす～」

「京先輩、忙しいんですか？」

「ん～、ちょっとね。前の事件とかで、何日も休校になったでしょ？　それで授業が遅れた分、体育祭を潰つぶして、補習しようなんて教頭が言い出してるのよね」

「体育祭、なくなっちゃうんですか？」

　この世の終わりみたいな声だった。

　学校生活を知らないひなたにとって、学校行事は人一倍特別なものなのだろう。

　しょんぼりしたように、ひなたが下を向いてしまう。

「大だい丈じよう夫ぶよ。このあたしが教頭なんかに負けると思う？」

　力いっぱいひなたが首を左右に振った。名前に負けないくらいに明るい顔を取り戻している。

　そのやり取り見て、京みやこの人気のわけがわかった気がした。京ほど器用にはできなくてもいい。けど、特定の誰かに対してくらいは、自分が力になれるようになりたいと宗そう太たは思った。その目は、自然とひなたの背中を見ている。

「はあ、なんやもう、息を吸うのも面めん倒どくさくなってきたわあ」

　前向きな気持ちを削そぐように、最後につばめが空気を読まない一言をもらし、宗太たちは学校に到着した。
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　朝、ＨＲでは担任の巴ともえが、進路調査がどうとか言っていた。

　午前、授業では、数学、世界史、現国、物理を学んだ。数学の時間、小テストがあったが、内容をあまり覚えていない。

　他の授業中の内容も殆ほとんど記憶になかった。ノートには一文字も書いていない。

　昼、学食でカレーを食べた。

　そして、今現在、午後の英語の授業中。空腹は満たされ、まぶたは重たくなっている。

　朝からつばめに振り回されたおかげで、精神に疲労を感じていた。

　視し界かいが上から黒く塗りつぶされていく。やがて、目の前は真まっ暗くらになった。

　それでも、意識は途と絶だえない。逆に冴さえ渡わたってくる。脳が緊きん張ちようしているのか、眠るのを拒否していた。

　夢の世界への旅立ちに失敗したのもこれで三度目。

　机に突つっ伏ぷしているのにも飽きて、宗太は体を起こした。

　窓の外に広がる空を、夏の到とう来らいを思わせる縦たてに長い雲が、くじらのように泳いでいる。

　黒板の上の時計を見た。

　授業が始まってからまだ七分しか経たっていない。早く進めと秒針に念を送るが、宗太の願いが届いた様よう子すはない。

　心の中でため息を吐つく。すると宗太の視線は自然と教室の中央に向いた。

　先日の席替えで教室のど真ん中なかに移動したひなたが見えた。宗太は運良く窓まど際ぎわの一番後ろから、そのひとつ前に引ひっ越こしただけだった。

　ひなたは背せ筋すじを伸ばし、真剣な面おも持もちで授業を聞いている。かと思えば、直後に大きなあくびをした。手で顔を洗っている。その仕し草ぐさは、ハムスターのようだった。

　自分がにやついていることに気づいて、宗太は慌あわてて顔を背そむけた。

　再度、時間を確認する。

　授業開始から九分。

　それは、宗そう太たがひなたを意識せずにいられた最大の時間でもあった。

　英語の授業に限らず、我に返ると、いつもひなたを見ている。そして、後ろめたさを隠かくすように急いで別のものを見る。

　告白されてからの数日間、ずっと繰くり返かえしていた。そして、日ごとに時間の間隔が短くなっていっている。

「よし、真さな田だ。次の英文を訳してみろ」

　およそ英語の教師に似つかわしくない筋肉の塊かたまりが何か言っていた。名前を呼ばれながらも、考え事に夢中だった宗太は英語教師を完全に無視した。

「おい、真田！　聞いとるのか！」

「え？　あ、はい」

　とりあえず教科書を持って席を立つ。何をすればいいかもわからない。開いたページも当然適当だった。

　気の利きいた言い訳を考えていると、背中をシャーペンか何かで突つつかれた。続けて、透すき通とおった声で、携帯とだけ言われた。

　ズボンのポケットの中で携帯が震ふるえた。

　机に隠して携帯を開く。届いたメールを確認する。案あんの定じよう、訳文が書かれていた。

　さも自分で訳しているかのように、宗太は適当につっかえながらメールの文章を読んだ。

　なんとも悔くやしそうな顔で英語教師が睨にらみつけてくる。

「座すわってもいいですか？」

　しぶしぶ英語教師が頷うなずき、宗太は席についた。

　机の中で、宗太は携帯を操作した。

　──助かった、ありがとう。

　その返信はすぐに届いた。

　──ひなたちゃんと、何かあったの？

　文面を読み終えた瞬しゆん間かん、宗太は顔を引きつらせた。

　送信者は後ろの席に座る里さと見み千歳ちとせだ。顔を見なくてもどんな表情をしているのか想像できる。恐らく、眼鏡めがねのレンズ越しに、宗太の背中を無表情で見ているはずだ。

　去年のクリスマスに宗太が告白して、そして、ふられた相手である。

　今も未練はある。はいそうですか、と割り切れるほど、宗太は器用ではない。その後しばらくは話しかけづらいクラスメイトのひとりとなった。

　そんな千歳との関係に、ちょっとした動きはあった。ふとした切きっ掛かけで、デートに誘さそうチャンスを得たのだ。だが、その好機を、宗太は見送ってしまった。

　週末の予定を空あけておくからと、千歳に言ってもらったにもかかわらず。

　ひなたに告白されたことで、他のことが考えられなくなっていた。週明けに千歳を見て、デートの件を思い出したくらいだ。

「別に期待はしてなかったから」

　月曜の朝、千歳ちとせに言われたその一言は、抉えぐるような痛みを伴ともない、胸に深く突つき刺ささった。せっかく一歩前進したにもかかわらず、また話しかけづらい状況を作ってしまったのだ。

　メールの返事を考えていると、再度千歳からのメールが届いた。

　──ここ数日、ひなたちゃんのことばかり見てるよね

　後ろではボタンを押す音がまだ続いている。

　予想通り、携帯がまた震ふるえた。

　──別に返事はいいよ。期待してないから

　先にそう言われて、宗そう太たはなすすべもなく机に崩くずれ落おちた。情けない気持ちと、後ろめたさがある反面、気持ちが楽になったという本音もあった。千歳に対して、言い訳をしなければならない理由はないはずなのだ。

　宗太にとって千歳は片想いの相手であって、彼女ではないのだから。

　それから意識的にひなたの方を見ないようにしていたが、宗太が自分で認識しただけでも、五回は見てしまっていた。そして、そのたびに、背中に視線を感じた。




　授業が終わり、ＨＲまでの短い休み時間、ひなたの周まわりには人だかりができていた。今け朝さから休み時間になるたびに、似たような状態になっている。

　理由はひなたが首から下げている携帯電話にある。

　番号とメアドを入手するために、男女問わず群がっているのだ。

　頼まれたら、ひなたは絶対に断らない。すでに登録されている番号の数は、宗太が知っているクラスメイトの番号の数を、軽く超えていることだろう。

「よっしゃ～！　これで俺の携帯にも女の子の番号が！」

　馬鹿丸出しで騒いでいるのは、去年から宗太と同じクラスの浅あさ井いだった。バスケ部に所属する長身で、見た目はそこそこ悪くない。ただ、頭の中身は大変残念である。

「真さな田だ君はもう知ってるの？」

　千歳が奏かなでるはかなげな音は、いつも宗太に動どう揺ようを運んでくる。

　壁に寄りかかるように座すわって、横目に千歳を見た。

「そういう里さと見みは？」

「お昼休みに聞いたよ」

　わざわざ携帯を取り出して、宗太に見せつけた。

　浅井で最後だったらしく、ようやくひなたの周囲は落ち着きを取り戻した。何気なく見ていると、携帯を操作し始めた。その手つきはまだぎこちない。

　ポケットの中で携帯が震ふるえ出だした。

　まさかと思って取り出すと、発信者の欄らんにひなたと書かれている。さすがに切るのもかわいそうなので、宗そう太たは電話に出た。

「もしもし」

「あ、本当に通じました」

「この距離だと、電話しなくても聞こえるぞ」

「ご、ごめんなさい。どうしても使ってみたくなりまして」

「みんなに番号聞いたなら、僕じゃなくてもいいだろう……」

「えっと……でも、その、一番最初は宗太さんにしようって、決めてたんです。ご迷めい惑わくだったら、ごめんなさい」

　ひなたは前を向いたまま、謝あやまるようにお辞じ儀ぎをしている。それが自然と宗太の笑いを誘さそった。にやけた顔を仕し舞まうのに苦労した。

「いや……まあ、別にいいんだけど。そろそろ巴ともえ先生が来るから切るぞ。没ぼつ収しゆうされたら困るからな」

「は、はい。没収されるのは困ります！」

　電話を切ると、千歳の視線が肌に痛かった。

「別に何も言いたいことはないよ」

　丁ちよう度どそこで教室の前の扉とびらが開き、巴が入ってきた。

　何か言う機会を失い、宗太は仕方なく体を正しよう面めんに向けた。

　教きよう卓たくの前に立った巴は、教室内を見回していた。

「今日はひとつだけ伝達事項がある」

　それだけ言うと背中を向けて、黒板にチョークを走らせる。

　体育祭実行委員の選せん抜ばつと書かれていた。人員は男女一人ずつの計二名。

「委員会に属していない人で、立候補があれば手を上げて」

　すでに月つき乃の宮みや高こうにきて二年目。体育祭もひなたを除のぞいた全員が一度は経験している。体育祭実行委員が、生徒会の手足となって動く兵隊であることも、当然知れ渡っていた。特に男子は、重い物資の運うん搬ぱんが仕事の完全な裏うら方かたである。

　お互いを牽けん制せいするような空気が教室内を満たした。

　すでに委員会に所属している生徒は余よ裕ゆうの表情で傍ぼう観かん者しやを決め込んでいる。

「真さな田だ君、やってみたら？」

「頼まれてもいないのに、京みやこ先せん輩ぱいの手足になるのはごめんだよ」

　その京の存在に、数人の男子が真剣に悩んで唸うなっていた。お近づきになる絶好の機会なのは事実だ。浅あさ井いなど腹でも下しているかのような顔で考え込んでいる。

　だが、結局誰も手は上げない。周囲の出で方かたを待つように、不ふ思し議ぎと均きん衡こうが保たれていた。

　そんな中、教室の真まん中なかで小さな手が上がった。

「あ、あの！」

「どうしたの、立たち花ばなさん」

　みんなの視線がひなたに集中する。

「実行委員って、わたしにもできますか？」

　教室に驚きと戸と惑まどいの感情が溢あふれ出だす。どう返答するのか見み極きわめるように、今度は巴ともえに視線が集まった。

「ええ、もちろん」

「あ、あの、でしたら、やらせてもらえないでしょうか？　わたし、委員会とかやったことはないので、うまくやれるかはわかりませんが、やってみたいんです。みんなと同じように」

「女子で他にやりたい人は？」

　巴の問いかけに、女子全員が沈黙で応こたえた。

「なら、女子の実行委員は立花ひなたさんで決定ね。あとは男子だけど」

　一いつ瞬しゆんだけ、巴の目が鋭い光を発し、宗そう太たを射い貫ぬいた。

　気づかないふりもできたが、そうすれば後あと々あとがこわい。明らかにやれという合図だ。

　女子が決まったことで、男子のテンションにも変化が出た。京みやこだけでなく、ひなたもいるのであればと悩みが深くなっている。

　それでも、立ち上がる者はいない。

　浮かれる気持ちがある反面、彼らの中に宗太は怯おびえを見つけていた。それは、目の見えないひなたに対する無意識の差別だ。教室でみんなといるときはいい。だが、ふたりっきりになったとき、自分に対処しきれるかを秤はかりにかけているのだ。

　これ以上、そうした感情に、ひなたを晒さらしておきたくなかった。目が見えなくても、周囲の空気をひなたは敏感に感じ取る。

　宗太は大きく息を吐つくと、遠えん慮りよがちに手を上げた。

「誰もやらないなら、僕がやります」

　横目にしたひなたの肩かたがぴくりと揺ゆれた。見る見る笑顔になっていく。

　そんな顔をされては、引ひっ込こみのつけようがなかった。ひなたの反応は、素す直なおにうれしかった。

　他に立候補もなく、巴の号令で、このクラスの実行委員は宗太とひなたに決まった。

「では、無事に実行委員も決まったのでＨＲを終わります」

「起立、礼」

　日直の浅あさ井いの合図で帰りのＨＲは終了となった。

　宗太もひなたを連れて帰ろうとしていた。そこを巴に呼び止められた。

「真さな田だ君と、立花さんは帰りに生徒会室に寄ること」

「え？　もう、実行委員の仕事ですか？」

「違うわよ。うちのクラスの実行委員は僕たちですって、生徒会に報告があるでしょ」

　生徒の自主性を尊重した結果のシステムではあるのだが、こういうときばかりは面めん倒どくさいと思えてしまう。

　それに、ふたりで生徒会室を訪ねれば、確実に京みやことつばめの見み世せ物ものになる。

「宗そう太たさん、行きましょう！　最初のお仕事ですよ！」

　暗あん澹たんたる気持ちになる宗太をよそに、ひなたは元気いっぱいだった。
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　放課後の廊下は、清掃中のところが多く、人でごった返していた。

　宗太はひなたのために道を作るように、壁に沿って歩いた。

　背後には、ベルトを摑つかんでついてくるひなたがいる。

（きっと盲導犬とはこんな気分なんだろうな）

　人が通り過ぎるたびに、視線を集めたが、もう宗太は気にしないことにしていた。銀色の髪かみをしたひなたは、どうしたって目立つのだ。

　一般教室の前を抜ぬけ、生徒会室のある棟とうに入ると、急に生徒の数が減った。

　生徒会室を目の前にして、急にベルトを後ろに引ひっ張ぱられた。

「うおっ……どうした？」

「あ、あの、ありがとうございました」

　振り向くと、深々とひなたが頭を下げた。勢いがありすぎて、宗太の腹部に頭が突つき刺ささる。再度、うっ、とうめき声がもれた。

「ご、ごめんなさい」

　鳩尾みぞおちをさすりながら、宗太はひとまず一歩距離をおいた。

「えっと、ありがとうって、何のことだ？」

「実行委員です！　手を上げてみたものの、ほんとはすごく不安で……その、あの、宗太さんが一いつ緒しよだったらいいなあって思ってたんです。だから、宗太さんがやるって言ってくれたときは、すごく安心したんですよ」

「そっか」

　本当に緊きん張ちようしていたらしく、ひなたの足はまだ少し震ふるえていた。ＴＶの動物番組で見た、生まれて間もない小鹿のようだった。

「わたし、一いつ生しよう懸けん命めいがんばります！　宗太さんの足を引っ張らないように！」

　握にぎり拳こぶしを作って、ひなたがやる気をアピールする。だが、これまでの経験から、ひなたのやる気は往おう々おうにして空から回まわりする。

「期待しているよ」

「あ、その言い方は期待してませんね。宗そう太たさんのことなら、ちゃんとわかるんですから」

「してるしてる」

「む～、きちんとお仕事をして、目にものを見せてやります！」

　膨ふくらんだひなたのほっぺたを、宗太は指で押した。空気が抜ぬけてしぼんでいく。唇くちびるだけは尖とがらせて、まだ拗すねたような顔をしていた。

　必死にやる気をアピールするひなたの相手をしつつ、宗太は「まずはノック」と書かれた生徒会室のドアを二度叩たたいた。

「鍵かぎなんて無ぶ粋すいなもんしてあらへんよ」

「失礼します」

「あら、宗太はんに、ひなたちゃんやったんか」

　生徒会室には京みやことつばめの姿すがたがあった。

　向かって正面の机には京が座すわり、真剣な目で書類に目を通している。一いつ瞬しゆんだけ目で笑って、いらっしゃいとだけ言った。

　その京に、つばめが背中から覆おおい被かぶさっている。どうやら、構かまってほしくて仕事の邪じや魔まをしているらしい。耳に息を吹きかけたりしているが、京は完全無視を決め込んでいる。

「ほんで、おふたりさんは、何しにきはったん？」

　諦あきらめて体を起こしたつばめが、宗太とひなたの方に擦すり寄よってきた。

「体育祭実行委員就任の報告にきました！」

　きびきびとひなたが答える。

「へえ、それはご苦労さんです。まさか、ふたりがやってくれはるとは、こりゃあ面おも白しろくなりましたなあ」

　つばめが京に視線を送る。入室して初めて、生徒会長はけだるげな会計とのやり取りに応じた。

　悪戯いたずらっぽい猫のような京の目が、宗太を見つめていた。全部見み透すかされているようで、居い心ごこ地ちが悪い。

「ほな、これにクラスと名前書いてな」

　つばめの差し出してきた名簿に、宗太は自分とひなたの名前を書いた。

「おふたりさんは、これにて正式に体育祭の実行委員です。砕くだけた言い方すれば、生徒会の犬になったゆうこってすわ」

「あの……宗太さん、犬ってどうやればいいんでしょうか」

「そんなことを真ま顔がおで聞くな。甘あま粕かす先せん輩ぱいも変なことを言わないで……って何やってるんですか？」

　適当なことを言うだけ言って、つばめはロッカーに頭を突つっ込こんで中を物ぶつ色しよくしていた。出てきたときには、一枚の板と、ふたつの桐きりの箱を持っていた。

　来客の存在など忘れたように、板を机に載のせると、小さな駒こまを並べ出した。

　よく見ると将しよう棋ぎ盤ばんだ。

「一局、遊んでくれへん？」

「将棋、趣味なんですか？」

「趣味ゆうほどじゃあらしまへん。お遊び程度の腕うで前まえですわ」

　本当かどうか確かめるために、宗そう太たは京みやこを見た。宗太の反応を読んでいたのか、京と目が合った。だが、何も言ってはこない。ノートパソコンのキーを忙しそうに叩たたいている。

「甘あま粕かす先せん輩ぱいは仕事ないんですか？」

「ぎょうさんありまっせ」

　視線で京の隣となりの机を指す。書類が山積みになっている。机の板も見えないほどだ。

「遊んでていいんですか？」

「ウチ、明日できることは、明日にやるんがええ思うてます」

「先輩って、夏休みの宿題を三十一日にやるタイプなんですね」

「いいえ、違います。大たい概がい、提出日の前日にやります」

　各教科の宿題の提出日は、夏休みが明けて最初の授業の日。その前日ということは、すでに夏休みではない。

　宗太は黙もく々もくと働く京に同情したい気分だった。

「ウチに勝ったら、宗太はんの実行委員の仕事、やさしいのにしてあげまっさかいに」

　つばめの提案に、思わず顔を上げてしまった。

　実行委員の仕事が軽くなるのは大歓迎である。ひなたのフォローも宗太の仕事だとすると、少しでも自由になる時間はほしいところだった。

「ひなた、一局だけいいかな？」

「はい、構かまいませんよ」

　机を挟はさんで、つばめと向かい合わせに座すわった。丁てい寧ねいにお茶まで用意してくれている。

　前によく黒くろ田だの相手をして、将棋の腕には少々自信があった。

「では、よろしくお願いします」

「はい、よろしゅう」

　先せん手ての宗太が最初の一手を繰くり出だす。

　交こう互ごに駒が動かされる中、宗太は少しずつ作戦を形にしていく。

　数手を打った段階で、つばめがただの素人しろうとだと宗太は感じた。本当に、遊び程度の腕前なのかもしれない。

　しかも、自分が追おい詰つめられていっていることにも気づいていないのか、やけに楽しそうに打っている。

　やがて、つばめの飛ひ車しやと角かくを宗太は奪うばった。あとはどう料理をするかの問題だった。

「油断しないようにね」

　小さな声で、京みやこがぽつりと言ってきた。

　別に油断はしていない。最後の一手まで手を抜ぬくつもりもなかった。勝てば、実行委員の仕事が楽になるというおまけがついているのだ。

　だが、一手、また一手と進むたびに、宗そう太たの顔は険けわしくなった。

　手は抜いていない。ミスもしていない。なのに、雲くも行ゆきは怪あやしい。いや、明らかに宗太の方が追おい詰つめられている。

「あらま、これで王おう手てですわ」

「……参りました」

　敗因がわからないほどに鮮あざやかに宗太は負けていた。

　前半と後半でつばめの打ち手は明らかに違っていた。

　飛車と角を奪ったあとだ。

「最初から飛車角抜きで勝つつもりだったんですか？」

「はて、なんのことでっしゃろ。難しい話は、よそでしとくれやす」

「ひなたちゃん、宗太君にこれ見せてあげて」

　二つ折りされたＢ４の紙を宗太はひなたから受け取った。

　開くと全国模試の結果だった。順位は一位。前回も、その前も、さらにその前もずっと一位だった。志望校の欄らんは、偏差値の高い大学から順番に、無む造ぞう作さに埋うめられている。当然のように、最高の判定が出ていた。

　氏名欄には、甘あま粕かすつばめと記されている。

「げっ」

「宗太はんは顔に出やすいお人やなあ。ウチのことあほうや思うてはりましたやろ」

　常に全国一位。しかも毎回全教科満点ともなると、勉強ができるなどという次元で表現できるレベルではない。天才とでもいうのだろうか。

「さて、ウチが勝ったからには、ウチの言うこときいてもらいまっせ」

「そんな約束はしてませんよ」

「そら、おかしなこと言いはりますなあ。賭かけ事ごとゆうたら、お互いに条件があってなんぼのもんでっしゃろ？　ええ、安心しおし。ウチはそないにえげつないこと言いません」

　苦いものでも食べたかのような顔を、宗太は元に戻した。

「それで、何をすれば？」

　気持ちを落ち着けるように、お茶を口に含ふくんだ。

「ウチと付きおうてくれへんやろか」

　その瞬しゆん間かん、口の中のお茶を全部吐はき出だした。正面にいたつばめが無言でハンドタオルを出して顔を拭ふく。

「しゃれの通つうじんお人やなあ。まったく、えらい目ぇに遭あいましたわ」

「……よ、よかった」

　隣となりに座すわったひなたが胸をなでおろしていた。

「で、その……冗じよう談だんは抜ぬきにして、何をすればいいですか？」

「今後は、つばめ先せん輩ぱいと呼んでくれはったらよろしおすえ」

「つ、つばめ先輩」

「へえ。宗そう太たはん、実行委員のお仕事、あんじょうおきばりやす」

　どっと疲つかれが出てきて、宗太は両方の肩かたを落とした。しばらく立ち上がれそうにない。

　それを尻しり目めに、仕事が一段落したのか、京みやこが思い切り伸びをした。

「だから、油断しないようにって言ったのに」

「……最初に教えてくださいよ」

「生徒会としては、宗太君だけを特別扱あつかいはできないからね。それに、宗太君ならって期待してたのに」

　本当かどうかはさておき、期待してたなどと言われては、返す言葉がない。

　代わりに、素そ朴ぼくな疑問を口にした。

「生徒会の他の人は？　副会長と、あとは書記でしたっけ？　面めん倒どうなんでまとめて挨あい拶さつしておきたいんですけど」

「虎とらは……あ、副会長の直なお江え虎とら次じ郎ろうのことだけど、あたしにフラれて以来、生徒会室にあまり顔出さないのよね」

「聞くべきじゃなかったです」

「書記の秋あき月づき真ま琴ことは、体育祭の件で各部活に協力を仰あおぎに行っているから、すぐには戻ってこないよ？」

　片方はまともな理由でよかったと宗太は思った。

　こうなると、生徒会室に残っている理由はない。長なが居いをすれば、余よ計けいな仕事を押しつけられる危険すらある。

　もう帰ろうとしたところを、京に呼び止められた。

「あ、そだそだ。ふたりの明日の予定は？」

　京の目が、交こう互ごに宗太とひなたを見た。

「別に、普通に学校に来るだけですけど」

「何のために？」

「授業を受けるためですけど」

「宗太君、それはがっかりだわ」

　酷ひどく残念そうに、京が視線を落とした。つばめはというと、信じられないものでも見るように宗太を見ている。

「明日が何の日かも忘れてはるなんて、えらいこっちゃ」

　頭の中で、日付を検けん索さくする。

　今日は六月三日。当然、明日は四日だ。

　宗そう太たは、あっと口を開けた。

「明日は六月四日。月のかけらが落ちた日ですね」

　ひなたがつぶやくように囁ささやいた。

　未み曾ぞ有うの天災が起こった日。それは同時に、月つき乃の宮みやという土地が誕生した日でもある。そのため、六月四日は街の誕たん生じよう祭さいとして、学校は休みとなり、街を上げての盛大なお祭りが催もよおされるのだ。

「月乃宮の誕生祭か」

「誕生祭って何をするんですか？」

「繁はん華か街がいに露ろ天てんが並んだり、踊りを踊る人もいるし、それに暗くなってからは花火も上げるんだ」

「花火……」

　見たいという感情が、ひなたの顔から溢あふれ出でていた。

　ここで見に行こうと誘さそうのは簡単だ。だが、宗太は少し躊躇ためらった。ひなたとの関係が喉のどに引っかかるのだ。

「なら、明日はみんなでお祭り見物に行こうか」

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくを埋うめるように、京みやこが自然に言った。

「せやなあ、ウチも久しぶりやし、行きたいわあ」

「お祭り楽しみです！」

　こうなってはもう宗太の意い思しなど関係ない。激流にただ流されるだけだ。

「そういうわけだから、わかった、宗太君？」

「ええ、わかってますとも……」

　明日は長い一日になりそうだと宗太は思い、深いため息を吐ついた。
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　誕生祭の当日、六月にもかかわらず、空には雲ひとつなく文もん句くなしの快晴だった。

　天気予報でも降水確率はゼロパーセント。

　夕立の可能性もないと太たい鼓こ判ばんが押されている。

　昨晩、ＴＶにかじりついていたひなたは、それを知って大喜びをしていた。

　今、そのひなたは宗太の隣となりにはいない。

「女の子は色々と準備が大変なのよ」

　京みやこにそう言われて、宗そう太ただけが先に外に出されたのだ。

　月つき乃の宮みやの駅前は、すでに祭りの活気に溢あふれている。

　はっぴ姿すがたの青年の集団が、気合のこもった声を上げながら通り過ぎていった。昼間のメインイベントであるパレードに参加する人たちなのだろう。

　他にも出で店みせが立ち並び、人ひと垣がきを作っていた。

　見慣れた街並みが、今日だけは違って見える。街も人も日常を忘れている。

　そんな中にいて、宗太だけが取り残されたようにぽつんと立っていた。

　街の復興記念にと、外国の有名な彫刻家が作ったという謎なぞのオブジェをぼんやりと眺ながめた。命と平和を形にしたものらしいが、宗太にはぴんとこなかった。

　ふと、背後に気け配はいを感じた。

　振り向くよりも先に、生なま温あたたかいもので視し界かいをふさがれた。

　背中にはやわらかいものが押し当てられ、小さく悲鳴をあげる。

「だ～れだ」

　はしゃいだ声だった。

「声は京みやこ先せん輩ぱいで、手はつばめ先輩だと思いますけど？」

　視界をふさいだ手がどけられるのを待って、宗太は振り向いた。私服姿の京とつばめが並んで立っていた。

「よくわかったわね」

「いや、まあ、その……」

　言葉を濁にごしながら、宗太はふたりの胸を見み比くらべていた。

「そら、ウチの胸は、みゃーこみたいに立りつ派ぱじゃあらしまへんからなあ」

「宗太君ってばえっちぃわねえ」

「だったら、子供じみたことしないでください！」

　最初からこれでは先が思いやられる。

「ひなたはどうしたんですか？」

　左右を確認しても姿が見当たらない。

　京の後ろで、小さな影が動いた気がした。

「きちんとした対応を期待してるよ、宗太君」

　言葉の真意を聞き返す間を与えずに、京とつばめが隙すき間まを空けた。

　目の前が、淡いオレンジ色に包まれた。

「お待たせしました、宗太さん……」

　ひなたの声は、周囲の雑ざつ踏とうにかき消されてしまう。

「宗太君、口、開いてるけど？」

　指し摘てきされても、すぐに閉じられなかった。というよりも、京の声が耳に入ってこない。

　花の柄がらが入った浴衣ゆかた姿すがたのひなたを見て、思考が停止していた。手にはウサギがプリントされた巾きん着ちやくを下げている。髪かみをアップして、少しだけ大人おとなっぽく見えた。

　何も言わずにいると、足の甲を思い切り京に踏まれた。痛みが声にならない。目の端はしに涙なみだが滲にじんだ。

「うっ、言葉もないほどに似に合あってないようでは、着付けをしてくれた京先せん輩ぱいと、つばめ先輩に、申し訳が立ちません……」

　その場にしゃがんで、ひなたが地面に指を走らせる。完全にいじけていた。

　すぐ横では、京がおっかない顔をしている。下へ手たな発言をすれば、命すら取られかねない。背中に冷たいものを感じつつ、宗そう太たはしゃがみこんでひなたに手を伸ばした。

「いや、すごく似合ってるから」

「ほ、ほんとですか？　勘かん違ちがいしちゃってませんか？　いきがってませんか？」

「あ、ああ」

　駅前にも浴衣姿の女の子は数多く見られる。きちんと街の風景と今のひなたは調和が取れている。むしろ洋服の方が少ないくらいだ。

「で、先輩方」

「なに？」

「なんでっしゃろ？」

「いたたまれない気持ちになるので、まじまじと見ないでくださいよ」

「ま、宗太君の反応が予想以上によかったから、これくらいで勘かん弁べんしてあげるね」

　完全におもちゃにされているのを実感しながらも、逆らう術すべを宗太は知らない。教師だって手を焼くような相手なのだ、この月つき乃の宮みや高こうの生徒会長は。

「じきに、記念パレードが始まりまっせ」

「んじゃ、行きましょうか」

　さっさと京とつばめは歩いて行ってしまった。

　お祭りとなれば、どこもかしこも人や物で溢あふれている。ひなたがひとりでみんなについていくのは困難な状況だった。

　京たちに置いていかれないように、宗太はひなたの手を取って歩き出した。今は面めん倒どうなことを考えるのはやめにした。お祭りをただ楽しめばいい。

　何もしていないのに、にこにこしているひなたを見て、宗太はそう思った。




　記念パレードが行われる大通りは、駅前以上の人だかりだった。

　まるで満員電車だ。

　少し目を離すと、京の後ろ姿を見失ってしまう。

　人の流れに逆らうのも難しく、はぐれたら一巻の終わりだ。

　パレードの様よう子すも殆ほとんど見えない。大きなモニュメントが通りすぎるのだけは、なんとか目の端はしに捉とらえたが、それがなんだかもわからない始末だった。

　時とき折おり、大きな歓声が上がる。

　すると完全に他の音はかき消され、会話もまるで聞こえなくなった。

　耐え切れずに、宗そう太たは思わず両方の耳を手で塞ふさいだ。

　音が鳴り止むと、周囲の景色は変わっていた。

　前を歩いていたはずの京みやこの背中が見えない。つばめの姿すがたもなかった。

　何より、繫つないでいたひなたの手を離してしまっている。

　悪お寒かんが全身を駆かけ抜ぬけた。血液が氷水のように冷たくなっていく。

　今になって理解していた。この環境が目の見えないひなたにとって、どれだけ危険であるかを。

「ひなた！」

　叫さけんだところで声は遠くまで届かない。

　右を見ても、左を見ても、人ばかりが見える。浴衣ゆかた姿の女の子もたくさんいて、小さなひなたを探さがすのは困難だった。頼りの銀ぎん髪ぱつも、人に埋うもれてまるで見えない。

「ひなた！　どこだ！」

　人の流れに翻ほん弄ろうされるひなたのイメージが脳のう裏りに浮かんだ。転倒でもすれば、それこそ危ない。冷静ではいられなかった。

　人を搔かき分わけながら、宗太は流れに逆らって進んだ。逆流する宗太に苛いら立だった男が怒ど鳴なり散ちらしてくる。思い切り足も踏まれた。横っ腹に誰かの肘ひじが食い込んで咽むせた。

　それでも前に進んだ。

「……宗太さん！　どこですか!?」

　わずかに声が聞こえた。

「痛っ、あ……すみません……ごめんなさい……あ、あの、わ、わたし……」

　周囲を注意深く見回す。すると、見覚えのある巾きん着ちやくと銀色の頭が目に入った。

「ひなた！　そこにいろ！」

　宗太は他人の迷めい惑わくなど顧かえりみずに、ひなたのもとに急いだ。

　だが、あと数メートルが遠い。思ったように進みたい方向にも進めない。さらに、ひなたの方も人の流れに圧倒され、一定の場所に留とどまることができない様子だった。

　それでも、どうにか巾着を握にぎったひなたの手を摑つかんだ。そのまま、少し強引に、自分の胸元にひなたを引き寄せる。

「ほんとごめん。僕が迂う闊かつだった」

　ひなたは体を震ふるわせて、怯おびえたまま何も言えなくなっていた。きつく目を瞑つむり、小声で宗太の名前を繰くり返かえしている。

「とにかくここから離れよう」

　ひとつ奥の通りに入れば、人ごみは緩かん和わされる。

　ひなたを胸に庇かばったまま、宗そう太たは無言で足を進めた。




　人の渋滞から宗太とひなたが逃げ出すのに、三十分近くを必要とした。

　ひなたを花か壇だんの段差に座すわらせて休ませる。寒さを我が慢まんするように、ひなたは自分の体を抱き締めてずっと震ふるえていた。

「飲み物でも買ってくるよ」

　そう言って離れようとしたが、ひなたに腕うでを摑つかまれた。絶対に離さないといった様よう子すで、宗太の腕に抱きつき、顔まで埋うめてきた。

　ひなたの体の震えを、宗太は直じかに感じた。

「どこにも行かないでください……」

「わかった。ここにいるよ」

　ひなたを促うながすと同時に、宗太も隣となりに座った。まだ、腕に抱きつかれたままだ。

　だが、不ふ思し議ぎと照れくさい感情はなかった。

　それよりも、またやってしまったという後悔の方が強かった。

　そっと目を瞑つむる。周囲の喧けん騒そうが急に大きくなった気がした。楽しいはずのお祭り会場も、ひなたにとっては、人や物が縦じゆう横おう無む尽じんに行ゆき交かう危険な場所なのだ。

　あんなところに置き去りにされれば、怖こわくて当然だった。

「もう、今日は家に帰るか？」

　それにはひなたは首を横に振った。

「ごめんなさい。ご迷めい惑わくをおかけして」

「迷惑なんかじゃないけど」

「京みやこ先せん輩ぱいたちともはぐれてしまいました」

「そうだな。あとで携帯で呼び出そう」

「……あ、そうですね。携帯電話があるんでした」

　タイミングを見み計はからったように、宗太の携帯がメールの着信を告つげた。

「京先輩からだ」




　──やっほ～、宗太君。偶然にもはぐれてしまったけど、そっちは大だい丈じよう夫ぶ？　合流するのも大変そうだから、しばらくひなたちゃんのことよろしくね。




「やられた……」

「何がですか？」

　京みやこの計画に、宗そう太たは今になって気がついた。初めからはぐれる算さん段だんでいたのだ。宗太とひなたをふたりっきりにするために。気き配くばりのできる京が、わざわざあんな人ごみの中にひなたを連れていくはずがない。そこで気がつくべきだった。

　ため息をつきながら携帯を閉じる。すると、その瞬しゆん間かんに再びメールが届いた。




　──追つい伸しん、浴衣ゆかたのときは、下着を着けないって知ってた？




　慌あわてて宗太は携帯を閉じた。そんなことをしても、見なかったことにできるはずはないのに。

「宗太さん？」

　震ふるえから解放されたひなたが、無む垢くな顔を向けてくる。もう宗太はひなたを直視できなくなっていた。抱きつかれた腕に、体の全身神経が集中している。

　今さら、引ひき剝はがすこともできない。

　宗太は体を固くして、しばらく祭りの音に耳を傾かたむけていた。沈ちん黙もくを誤ご魔ま化かすように、ポケットに左手を隠かくすと、アルテミスコードを発動させた。

　一瞬、驚きの声をひなたが上げる。

　目の前に広がるお祭りの騒ぎが、ひなたにも見えているはずだ。

　パレードの通りほどではないが、右へ左へと人が行ゆき交かっている。何が楽しいのか、殆ほとんどの人が笑顔だった。

「見せてもらえるのはたいへん嬉うれしいのですが……宗太さん、疲つかれませんか？」

「短い時間なら平気だよ」

　アルテミスコードを使用は、体力の消しよう耗もうに直結する。いくら、便利だからといって、四し六ろく時じ中ちゆう、能力を発動してひなたの視力を補おぎなうことはできない。一日に二時間も使えば、倒れてしまう。

「けど、その……花火があるんですよ……」

「大だい丈じよう夫ぶだって、花火の分は、体力残しとくから」

「い、いえ、花火が見られなくなったら困るとかそういうことではなくてですね！　疲れてしまって、宗太さんが楽しくなくなってしまうのが嫌いやなだけでして……」

　その後も、ひなたは何やら必死に言い訳を続けた。だが、しゃべればしゃべるほどに混乱していき、途と中からは花火と関係ない寝ね癖ぐせのことにまで話題が飛んでいた。それに苦にが笑わらいをしながらも、宗太は微笑ほほえましい気分に浸っていた。

「さて、落ち着いたみたいだから、何か見て回るか」

「は、はい。もう、だいじょうぶだとは思います……でも、その……」

「ん？」

「今日はずっとこのままではだめでしょうか？」

　ひなたは宗そう太たの腕うでにしがみ付いたままだ。

「だめ……ですか？」

　顔を真まっ赤かにして、それでいて心細そうに言われては、断ことわれるわけもなかった。

「わかった。いいよ」

　それを合図に、ふたりは立ち上がった。ひなたの腕にさらに力がこもる。

「まずはどこに行こうか」

「え～っとですね……」

　続きの言葉が出てくる前に、ひなたのお腹がかわらしい音を立てた。

「腹ごしらえに、屋や台たいのはしごだな」

「そ、その！　帯がきつくて、そのせいであって、別にお腹が減へっているからお腹が鳴ったなんてことではないんですよ？」

「なら、何も食べなくていいか？」

「わたしが言いたいのはそういうことではなくて……つまり、その……食べたいです……」

「素す直なおでよろしい」

　なるべく人の少ないルートを選んで、宗太は屋台の方に足を進めた。

　食べ物のいい香りが湯ゆ気げに乗って運ばれてきている。




　屋台の通りでは、ひなたはすぐに人気者になった。

　銀ぎん髪ぱつという目立つ容よう姿しと、明るくて素直な性格のおかげか、たこ焼きからお好み焼き、鯛たい焼やきにクレープまで、全部のお店でサービスをしてもらった。屋台を食べ歩くのは、初めての経験だったらしく、どれも一口目は緊きん張ちようした面おも持もちで、食べ物を口に運んでいた。

　熱い熱いと言いながらたこ焼きを食べ、ソースで口のまわりをべとべとにしながらお好み焼きを頰ほお張ばっていた。鯛焼きを食べ終わると神しん妙みような顔つきで考え込んでいた。

　それからぽつりと、疑問をもらした。

「たこ焼きにはタコが入っているのに、どうして鯛焼きにはタイが入ってないんでしょう」

　そうこうしているうちに、すっかりお腹もいっぱいになった。今度はうそではなく、本当にひなたは帯をきつそうにしていた。全部食べなければいいのに、もったいないからといってひなたはすべてを平らげた。

　食事が済んだあとで、大だい道どう芸げいを見に行った。

　夕方になると、慰い霊れい碑ひの置かれた広場に足を伸ばし、追つい悼とう式しき典てんを遠くから眺ながめた。ひなたは誰よりも真剣に慰霊碑に手を合わせていた。それは、見たこともない両親に対してのものだと、聞かなくても察さつすることができた。

　式典のあとでは、出で店みせを見て回った。それが終わる頃には、ひなたが楽しみにしていた花火の時間が目前に迫っていた。

　京みやこたちとも連絡を取り、花火だけは一いつ緒しよに見ることになった。

　待ち合わせ場所の公園には、すでに京とつばめの姿すがたがあった。ふたりとも浴衣ゆかたに着替えている。艶あでやかという言葉を、宗そう太たは人生で初めて思い浮かべた。

　見み惚とれる宗太に、京がしたり顔をする。

「あたしに惚ほれるとやけどしちゃうぞ」

　額ひたいを指で小こ突づかれた。

「よくわかってます……」

　可能性が皆かい無むのところに、宗太も飛び込もうとは思わない。これまでに何人の犠ぎ牲せい者しやが出ていることか。何名かは宗太にも心当たりがある。

　心なしか、腕うでにしがみ付くひなたの力が強くなった気がした。

「あ、おふたりも合流したんですね」

　その声は、背後から聞こえてきた。

　肩かた越ごしに振り向くと、中なか条じよう明あき人とが立っていた。きれいな顔立ちをしていて、その肌つやは女の子にも見える。

　恐らく、京が呼び出したのだろう。

「中条くんですか？」

「ええ、そうですよ」

　笑顔を見せる明人を見ていると、とても不ふ登とう校こうの生徒には思えない。だが、学校内ではこんな風に話はできないのだ。

　宗太やひなたとは違い、明人はムーンチャイルドであることを広く知られてしまっているから。アルテミスコードの力を、普通の人は酷ひどく恐れる。化ばけ物ものでも見るような目を向けてくる。それは無言の圧力となって、力を持つ者を迫害するのだ。

「今日のデートは楽しかったですか？」

「いや、違う！」

「いえ、違います！」

　前にも似たような反応をしたことを宗太は思い出した。まるで進歩がない。

「あれ？　でも、付き合ってるんですよね？」

　明人は不ふ思し議ぎそうに宗太とひなたを見み比くらべる。

　先ほどからずっと、ひなたは宗太の腕にぶら下がったままになっている。これでは誤解してくれと言っているようなものだ。

「ほらほら、花火が始まる前に、言うことがあるんじゃなかったの？」

　呆あきれたように京が明人を促うながす。

　すると明人は笑えみを隠かくし、緊きん張ちようしたような声を出した。

「実は、明日から学校に行こうと思っているんです」

「本当か」

「最初は保健室登校になりますけど」

　自じ嘲ちよう的に明あき人とが表情を歪ゆがめる。置き場に困ったように手が宙を泳いだ。その指先に、絵の具のようなものが付着しているのに宗そう太たは気づいた。

　宗太の視線を察さつした明人が、出てくる前に部屋の掃そう除じをしていたものでと苦にが々にがしく笑った。それから横目で京みやこを見る。

　掃除中に無理やり呼び出されたのだと言いたいのだろう。

「これからは学校でも中なか条じようくんに会えるんですね」

「ええ、気が向いたらでいいんで、保険室に遊びにきてください」

「わかった」

　話が途と切ぎれる頃には、時間まで残り三分を切っていた。

　宗太たちは一列に並んで、公園の草むらに座すわり込こんだ。花火が上がる南の空を一いち様ように見上げる。

　一発目の花火を見み逃のがさないように、宗太はアルテミスコードに語りかけた。

　ひなたが今か今かと表情を輝かせている。

「あと三十秒…………二十秒…………十秒……九、八、七、六、五……」

　やがて、つばめのカウントダウンが終わりを告げる。

　静せい寂じやくの空に、大きなお玉じゃくしが、ひゅ～っと鳴きながら空に昇った。

　爆ばく音おんと共に、夜空に大輪の花が咲く。

　連続して十数発の花火が闇やみを彩いろどる。

　空気の振動に驚き、ひなたが小さな悲鳴をあげた。だが、それはすぐに歓声に変わる。

「わっ、あっ！　わっ！」

　昨晩、宗太はひなたから聞いていた。空に打ち上がる花火は見たことがないと。その後も、言葉にならない感激を、短い音でひなたを教えてくれた。

　花火が鳴り止むまでの一時間、ずっと続くのだと宗太は思った。アルテミスコードの使用で疲つかれ、今晩はよく眠れそうだとも思った。

　次は三十連発の花火だとアナウンスが教えてくれた。目で追って数えた。終わりに向かって夜空が盛り上がっていく。そして、最後の一発が、宗太たちを明るく照らした。

　誰もが巨大な花火に見み惚とれている。ひなたなどぽっかりと口を開けていた。

　その余よ韻いんが消えぬまま、予期せぬ爆音が轟とどろいた。それも、花火が上がる前方からではなく、後方から。

　背中から迫る音の衝しよう撃げきに、宗太たちは前かがみに身を縮めた。

　瞑つむった目をゆっくりと開き、体を起こす。周囲にいた花火の見物客が、動どう揺ようを滲にじませている。もう、誰も花火を見てはいなかった。京みやこもつばめも爆音の正しよう体たいに気を取られている。明人もだ。

　宗そう太たも不安を胸に抱きながら背後を振り向いた。

　炎と煙が上がっていた。距離にして五十メートルほど先だろうか。

　学校の校舎ほどもある大きな建物の一部が、ごっそりと吹き飛ばされてなくなっている。

　まるで映画のスクリーンを見ているようで、現実感に乏しかった。

　だが、夢でも幻まぼろしでもない。実際の出来事である。

　呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしながらも、宗太はこれが新たな事件の産うぶ声ごえであると感じていた。
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　宗そう太たの指先から落ちた雫しずくが、水面に波紋を作る。

　それは数時間前に見ていた花火を彷ほう彿ふつとさせた。

　爆ばく破はの映像と燃え上がる炎が脳内を焼いていく。

　無駄と知りながらも、宗太は火を消し止めるように、湯ゆ船ぶねに体を沈めた。

　口までお湯に浸つかると、ぶくぶくと泡を吹いてみる。

　どこか間まの抜ぬけた音が、宗太の緊きん張ちようを少しはやわらげてくれた。それでも、頭の中にある映像は、一向に消えてくれない。

　黒い煙と、赤い炎に彩いろどられた爆破現場。

　瓦が礫れきは周囲数十メートルに飛び散り、三み桁けたにも及ぶ重軽傷者を出した。

　死亡者は二十三名。

　数字を思い浮かべるだけで、宗太の顔色は青白くなり、指先が寒くもないのに震ふるえ出だした。

　死亡者には三つの共通点がある。

　ひとつ目は、全員が犯罪者だったこと。爆破された建物は、月つき乃の宮みやの拘こう置ち所しよだった。

　ふたつ目は、アルテミスコードを使えたこと。半数の十二名は、ここ二年ほどで、京みやこが捕つかまえた相手だとわかった。そして、残りの十一名は、一ヶ月ほど前に解決した執しつ行こう人にん事件の際に、自首をしてきた者たちだった。

　そのことが宗太に疑問を突つきつけてくる。

「あの事件と関係があるのか……」

　水面に映うつった自分の顔に問いかける。浴室に声が反響する。別の誰かがしゃべっているように思えた。

　三つ目の共通点が、宗太をより深刻させた。

　爆破の中心部は、まさに瓦礫の山だった。当然、被害者の身元の確認には時間がかかると思われた。だが、事件から数時間で、すでに判明している。

　遺体は首だけの姿すがたとなって発見された。焼け焦げた痕あともなければ、爆破で傷ついた様よう子すもなかった。

　宗太は実物を見たわけではない。駆かけつけた黒くろ田だが腑ふに落おちないといった顔で教えてくれた。

　犯罪者の生なま首くび。

　嫌いやでも、一ヶ月前の執行人事件を思い出す。

　だが、事件の首しゆ謀ぼう者しやだった柿かき崎ざき瑞みず希きはすでに死亡している。考えるとしたら、瑞希の共犯者だった相手が絡からんでいる可能性の方だ。

　ただ、これはすべて根こん拠きよのない憶おく測そくに過ぎない。

　宗そう太たは両手で湯をすくって顔を洗った。何かを洗い流すように。

　それから、風ふ呂ろから上がろうと背中を起こした。そこで、外に気け配はいを感じた。

　中ちゆう途と半はん端ぱな体勢で固まっていると、バスルームの扉とびらがゆっくりと開かれる。

　慌あわてて宗太は、湯ゆ船ぶねに体を沈めた。縁ふちにしがみ付いて、突然の来訪者から下半身を隠かくした。

　宗太の見上げる先には、ひなたがいた。

「あ、あの……よろしければ、お背中を流します！」

　誰もいない正しよう面めんの鏡に向かって、緊きん張ちようした声を上げた。体はバスタオルで肩まで包まれている。居い心ごこ地ちが悪いのか、太ももの辺あたりをもじもじとすり合わせている。それが宗太の目の高さにあった。

「ちょっ！　ひなた、なにを！」

　一いつ瞬しゆんで沸ふつ騰とうして顔が赤くなる。慌てて床に視線を落とした。

　ひなたは構かまわずに、風呂場に足を踏み入れる。その小さな足が、宗太の目には映うつっていた。

「ま、任まかせてください！　準備は万全ですから！」

　そう言ってひなたがバスタオルに手をかける。

　我が慢まんができずに、宗太はひなたを真まっ直すぐに見た。

「待て待て！　それはまずいって！」

　制止の声も届かず、ひなたを包んでいた白いタオルが外はずれた。
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「待て、いや、待て！　うわああっ！」

　錯さく乱らんした宗そう太たが目を閉じたまま湯ゆ船ぶねの中で暴れる。お湯が飛び散り、湯ゆ気げが視し界かいを白く濁にごす。だが、それで前が見えなくなるようなことはない。

　恐る恐る、宗太が片目を薄うつすらと開く。

　見えたのは、雪のように白い肌ではなく、濃のう紺こんの布切れだった。

　両目で再度確認する。ひなたの水みず着ぎ姿すがたがはっきりと映し出された。

　見覚えのある水着だった。水泳の授業で使う学校指定のものだ。だが、月つき乃の宮みや高こう等とう学がつ校こうのものではない。月乃宮小学校で使用されているものである。ご丁てい寧ねいに胸元には、白い布が縫ぬいつけられ、ひなたと書かれていた。

　裸ではないとはいえ、真っ直ぐに見るのはやはり気恥ずかしい。宗太は視線を泳がせながら、冷静なふりをした。

「それ、どうしたんだ？」

「とある信頼できる筋すじの方からいただきました。必殺のアイテムだそうです」

　言葉を選ぶようにして、ひなたがたどたどしく答えた。

　だが、その言い方では、答えを言っているのと同じだ。だいたい、今現在のところ、ひなたに妙みような入れ知恵をする人物はひとりしかいない。

「風呂に突とつ撃げきしてくるのも、京みやこ先せん輩ぱいから聞いたのか」

　ひなたの動作が一いつ瞬しゆんだけ止まった。

「京先輩なんて一言も言ってないのに、どうしてわかったんですか？　あっ、いえ、京先輩は関係ありませんよ？　本当ですよ？」

　ひなたが動どう揺ようしてくれたおかげで、宗太の方は幾いく分ぶん落ち着いた。その頭で、客観的に見れば、自分が変へん態たい扱あつかいされる状況に置かれていることを認識する。早さつ急きゆうに打開策を練る必要があった。

「僕はもう上がろうと思っている。一いつ旦たん、外に出てもらえるとありがたい」

　口が上う手まく回っていないが、用件だけは説明できた。

「お背中は？」

「流さなくていいから」

「そうですか……」

　ひなたが回れ右をする。背中が寂さびしそうだった。

　ぺたぺたと濡ぬれた浴室をペンギンみたいにひなたが歩く。

（危機は去ったか……）

　安心して宗太がほっと息を吐ついた。その瞬しゆん間かんに事件は起こった。

「ひゃっ」

　素すっ頓とん狂きような声と共に、ひなたの両足が宙を舞った。宗太は口を開けたまま硬こう直ちよくした。

　スローモーションの映像の中で、ひなたが見事にすっ転ころんだ。お尻しりから床に落ちる。続けて、腰と頭までぶつけていた。

「ぎゃうっ」

　ぶさいくな悲鳴が、狭いバスルームに反響した。

　宗そう太たが見つめた床の一点には、石せつ鹼けんが転がっていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　起き上がるのを手伝おうと、湯ゆ船ぶねの中から宗太が手を伸ばす。おかげで、嫌いやでもひなたが視し界かいに収おさまる。

　ひなたは宗太の方を向き、膝ひざを軽く曲げ、股またを広げた体勢だった。水着の湿った部分がきらきらと光を放っている。その様よう子すを凝ぎよう視ししている自分に気づいて、宗太は差し伸べた手を引ひっ込こめた。それから、頭まで湯船に潜もぐった。

　冷静になれと言い聞かせても、のぼせていくだけで効果は望めない。

　息が続かなくなって顔を出す。

　ひなたは床にぺたんと座すわり、打った頭をさすっていた。

「ちゅんっ！」

「……それはくしゃみか」

「ちゅんっ！」

　鼻からアメーバが飛び出している。

　勇気を持って宗太は立ち上がった。生まれたままの姿すがたで湯ゆ船ぶねから出て、ひなたの隣となりに立つ。

　背せ筋すじがぞくぞくしてくる。

　いくらひなたには見えていないとはいえ、心穏おだやかでいられるはずがない。

「ひなた、風ふ呂ろ」

「え、でも……ちゅんっ！　ちゅんっ！」

「僕はもう出る」

「は、はい。ありがとうございます」

　言われるままにひなたの手が湯船の端はしっこに伸びる。自分の立ち位置の確認が取れると、慎重に縁ふちをまたいで肩までお湯に浸かった。

　鼻は垂たれ、当然、水着も着たままである。

「とてもすごく違和感があります……水着のせいでしょうか？」

　そう言って何を思ったか、肩かたの紐ひもをひなたがずらした。

「脱ぐのは僕がいなくなってからにしてくれ！」

「はっ！　そ、そうでした！」

　とりあえず、垂れた鼻をタオルで拭ふこうと手を伸ばす。冗じよう談だんみたいに手が震ふるえた。それから、慌あわてて宗太はバスルームを出た。

　扉とびらを閉めると、腰こしが抜ぬけたように、その場にへなへなと座すわり込んだ。

　中からは、ひなたの実況が聞こえてきた。どうやら、水着を脱ぐのに苦戦しているらしい。

　宗そう太たが真まっ当とうな思考と行動を取り戻した頃には、すっかり体は冷えていた。

　Ｔシャツと膝ひざ丈たけのズボンに着替えて廊ろう下かに出る。ようやくいつもの自分に戻れた気がした。

　リビングの方からＴＶの音が聞こえる。

　ひなたが消し忘れたのだろう。

　流れているのはニュース番組だ。当然のように、今日の爆ばく破は事じ件けんを報道していた。宗太の知らない新しい情報はなさそうだ。

　冷蔵庫からスポーツドリンクを取り出して飲む。ビールを飲んだおっさんみたいな声が思わずもれた。続けてくしゃみも出た。

　現場からの中ちゆう継けいという言葉に、宗太はＴＶを振り向いた。ＴＶの前のソファに人影を見つけて、思わず悲鳴を上げるところだった。

「な、何でいるんですか」

　ソファでくつろぎながら、京みやこはイチゴ牛乳をストローですすっていた。自宅で入浴は済ませてきたのだろう。ライトグリーンのパジャマを着ている。

「宗太君がうっかりオスの本能に目覚めて、過あやまちを犯おかさないように監かん視しに来たに決まってるじゃないの」

「たきつけた張ちよう本ほん人にんが言うことですか」

「まあまあ、座すわりなさいな」

　ぽんぽんとソファの隣となりを京が叩たたく。

　操あやつられた人形のように、宗太は京の隣に腰こしを落とした。

　まだ湿っている京の髪かみからは、正体不明のいい香りがした。脳が溶とけていくような錯さつ覚かくに襲おそわれる。座り直すふりをして、京から少し距離を置いた。

「別に取って食べたりはしないのに」

　すべてを見み透すかしたように、京が悪戯いたずらっぽく笑う。

　宗太は何も言わずにＴＶを見て誤ご魔ま化かした。だが、顔を真まっ赤かにしていては、何をしたところで無駄だ。

「と、とにかくですね。ひなたに変なこと吹き込むのやめてくださいよ。京先せん輩ぱいの言うことは、絶対に正しいと思ってるみたいですから」

「そりゃ、そういう風に誘ゆう導どうしたからね」

「悪びれもなく言わないでください」

「ま、冗じよう談だんはさておき、宗太君の願いは却きやつ下か」

「どうしてですか」

「だって、真剣な顔して『宗太さんに好かれるには、どうしたらいいんでしょうか？』とか言われちゃうとさ」

　ひなたの少し舌足らずなしゃべり方を京みやこが真ま似ねする。そのときのポーズを再現しているのか、両手は胸の前で合わせていた。

「明らかに楽しんでますね」

「そりゃもちろん」

　京は満まん面めんの笑えみだ。言い返す気力が失われていく。

　宗そう太たの深いため息が、リビングに響ひびき渡わたった。

「ひなたちゃんのこと嫌きらい？」

「まさか」

　嫌いになる理由があれば、問題はもっと前に解消している。そもそも、共同生活を始めてもいなかっただろう。

「なら、好き？」

「……よくわかりません」

　一いつ瞬しゆん躊躇ためらいながらも、宗太はあっさりそう答えていた。

「感情に理由を探すのは、宗太君の悪いところだと思うな」

　言い返そうとした宗太の唇くちびるに、京の人差し指が当てられた。

「気がつくとその人を目で追ってるとか、四し六ろく時じ中ちゆう考えてるとかさ、心当たりはない？」

「……それは」

　ありすぎて、宗太は黙だまるしかなかった。

「そういうのに、どうしてとか、なんでとか、理由は要いらないってあたしは思うけどな」

「そうなのかもしれませんね」

「理屈にしようとするから、理解しようとするから、宗太君は悩むんだよ」

「理解できないものよりは、理解できるものの方が安心はできますから」

　ようやく出た言葉も、負け惜しみに近かった。

「ま、その気持ちもわかるけどね。人に踏み込むのは勇気いるから。何か、理由とか言い訳とかほしくなるもんね」

　京はソファに身を沈めて、天てん井じようを仰あおいだ。

「あたしに言われなくてもわかってるか。宗太君も告白経験者なんだから」

「思い出させないでください」

「一応、その点においては、尊敬してるんだけどな……」

　言い終えると、京は切せつなげな吐と息いきをもらした。その横顔は、寂さびしそうにすら見える。

　京がまとった空気の一いつ瞬しゆんの変化を、宗太は見み逃のがさなかった。どこか諦あきらめを含ふくんだ息苦しさを感じた。

　沈ちん黙もくを埋うめるように、自然と言葉が出た。

「……京先せん輩ぱい、好きな人、いるんですか？」

　京みやこがソファから身を起こす。よく開いた目で、宗そう太たを真まっ直すぐに見ている。少しだけ表情に驚きが感じられた。それでもすぐに威い嚇かくするように眉まゆ根ねを寄せ、むっとした表情になる。

「この世の終わりを確かめるみたいな顔をしてする質問じゃないでしょ」

　軽く握にぎった手で頭を叩たたかれた。

　だが、否定はしてこない。それが宗太への回答となった。

「京先せん輩ぱいでも恋愛で悩むことってあるんですね」

「あたしを何だと思ってるわけ？」

「いや、だって、京先輩が告白して断ことわられるとか、ふられるとか、全然想像がつかないですし」

　それを聞いて、京は考え込むように宗太から視線を外はずした。

　京の横顔が何か言いたそうにしている。いつも堂々としている京からは想像もつかない仕し草ぐさだった。

「……本当にそう思う？」

　小さな声で、京が言った。

　上う手まく言葉が出ず、宗太は二度頷うなずいた。

　すると、再び京が視線を外した。真剣な顔で何か考え込んでいる。

「じゃあ、言っちゃおうかな」

　潤うるんだ瞳ひとみで、京が上うわ目め遣づかいに宗太を見た。

「あのね……あたし……」

　両手を前について、上半身だけ前に乗り出してくる。

「え、京先輩？」

　完全に声が裏返っている。体が勝手に後ろに下がろうとした。

　すると、逃げるのを阻そ止しするように京の手が伸びてきて、Ｔシャツの袖そで口ぐちを摑つかまれてしまった。

　触ふれ合あった肌から、京の体温が宗太の体に乗り移ってくる。

　宗太は刺激に耐え切れず、驚いて身を引いた。京には袖口を摑まれたままだったせいで、ふたりは重なるようにしてソファに倒れ込んだ。

　心地よい重さと熱さが、宗太の全身に覆おおい被かぶさってきた。

　京のやわらかい部分が押し潰つぶされているのを胸元に感じる。パジャマとＴシャツという薄うす布ぬの越ごしに、お互いの鼓動が行き来していた。

　京の目め尻じりは下がり、不安げに宗太を見下ろしている。濡ぬれた瞳の中に、宗太は狼ろう狽ばいする自分を見つけた。

　だが、頭の中は真まっ白しろで何も考えられない。見るのと触れるのは大違いだった。

「じょ、冗じよう談だんですよね？」

　笑い飛ばそうとして、すぐに宗太は作り笑いを引っ込めた。なぜなら、一いつ緒しよに笑ってくれると思っていた京みやこが、宗そう太たの態度と言葉に、悲しげな顔をしたから。

「冗じよう談だんでここまではしないよ」

　赤く熟うれた唇くちびるが熱っぽい吐と息いきを零こぼす。それだけで頰ほおが熱くなった。

　垂たれ下さがった髪かみが鼻び腔こうをくすぐってくる。

　先ほどの自分の言葉に、妙みような説得力を宗太は感じた。これほどの誘ゆう惑わくに、誰が抗あらがうことができるのだろうか。

　京が舌で唇を潤うるおす。

「宗太君のせいだからね……言ってもいいって言ったから」

「いや、けど、その！　京先輩にはもっとこういい人がですね！」

　慌あわてた宗太が最初に取った行動は、廊ろう下かを確認することだった。その先には、バスルームがある。

「待ってください。その、僕にはですね！」

　わずかに残った理性で京を引ひき剝はがそうとするが、体に力が入らない。

「……ずるいな、宗太君。今さらそんなこと言っても許さないから。あたし、もう我が慢まんできないよ。責任取ってよね」

　京の顔は目の前に迫っている。追おい討うちをかけるように、京がパジャマのボタンをひとつ外はずした。ふっくら実ったふたつの白い果実が顔を覗のぞかせる。その谷間に、視線は釘くぎ付づけになった。
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　胸に伝わる弾力から、そうではないかと思っていたが、やはり下着はつけていない。京みやこが息を吸うたびに、ふくらみが存在を誇こ示じするように大きく揺ゆれる。

「さわってみる？　いいよ、宗そう太た君になら……」

　垂たれ下さがった目はどこか弱々しい。その普段とのギャップに理性を狂わされ、宗太は思わずごくりと唾つばを飲み込んだ。全身から吹き出す汗が、よりふたりの体を強く結びつけていくようだった。

　追おい討うちをかけるように、京がさらに顔を近づけてくる。

「わたしね……本当は前から……宗太君のこと……」

　京がしゃべるたびに、イチゴ牛乳の甘ったるい香りが、鼻先を掠かすめて脳を刺激してくる。もう、京から視線を逸そらせなくなっていた。

　それでも言葉にならない抵抗を宗太は続けた。だめだと思いながら目を閉じた。

　どれだけそうしていたかわからない。ただ、最後の言葉を京が口にすることはなかった。

　怯おびえながら目を開けた。

　京は肩かたを震ふるわせて、何やら笑いを必死に我が慢まんしている。

　いつもの悪戯いたずらっぽい目が、宗太を見下ろしていた。先ほどまでのしおらしさは消えている。

「な～んてね」

　ぺろりと京が舌を出す。それから、宗太から体を離すと、外はずしたボタンを留とめなおし、腹を抱かかえて笑い出した。目の端はしに涙なみだすら浮かべている。

　逆に宗太はしばらく起き上がる気力すらなかった。額ひたいからだらだらと汗が流れた。

　そこへ現実に引き戻す声が聞こえた。

「あのー、お風ふ呂ろあがりましたー」

「お、出てきたみたいね」

　宗太は飛び起きて、着衣の乱れを直す。まだ、生々しいほどに京の体温が体には残っていた。しばらく忘れられそうにない。妙みような罪悪感に襲おそわれる。

　取とり繕つくろうように、宗太はバスルームの方を見た。だが、ひなたが出てくる様よう子すはない。

「ひなた？」

「宗太さん！　ひとつ重要なお願いがあります！」

「お、おう、なんだ？」

「……その……あの……普段と違う準備に気を取られまして、着替えを用意していませんでした。だから、その……わたしが部屋に戻るまで、絶対にこっちを見ないでください！」

　今にも走り出してきそうな緊きん迫ぱく感かんが漂ただよっている

「ひなたちゃん、聞こえる？」

「あれ？　京先せん輩ぱいですか？」

「うん、そうだよ。着替えならあたしが持っていってあげるから、そこで待ってなさいな」

「あ、はい。それは助かります」

　ソファから立ち上がり、京みやこがひなたの部屋に入っていく。扉とびらを閉める前に、顔だけを外に出して、悪戯いたずらっぽい目で宗そう太たを見た。

「ひなたちゃんの着替え、一いつ緒しよに選ぶ？」

　先ほどのお返しに、宗太は無視で応じた。

「視線感じたから、選びたいのかと思ったのに」

　言いながら、京はひなたの部屋に消える。

　だが、またすぐにドアの隙すき間まから顔だけを覗のぞかせてきた。

「宗太君って何色が好き？」

「……何をたくらんでるんですか？」

「心外ね。あたしを何だと思ってるのよ」

　頭の中には、いまだ警けい戒かいのランプはついている。それでも、京に急せかされて宗太は仕方なく答えた。

「……青系ですかね」

「なら、本日のひなたちゃんの下着は、スカイブルーで決まりと」

「なっ、ちょっと！」

「しましまのとかもあるけど、どうする？」

「み、京先せん輩ぱい！」

　慌あわてた声で、珍しくひなたも抗議の声を上げた。

「期待通りの反応、ごちそうさま」

　勝ち誇った笑えみを浮かべ、京が部屋から出てきた。きれいにたたまれたパジャマを持って、廊ろう下かの奥に消える。

　しばらくして、着替えを済ませたひなたが、京に連れられてリビングにやってきた。

　ふたりがソファに座すわるのを待って、宗太は京に話しかけた。

「用件を言ってください。僕をからかいにきたわけじゃないですよね？」

　不ふ機き嫌げんな顔をするのも忘れない。

　それをさらりとかわして、京はパジャマの中に手を突つっ込こんだ。その手が出てきたとき、一枚の紙切れが握にぎられていた。

　テーブルの上に京が紙を広げる。

　数すう行ぎよう読んだ時点で、宗太の表情が曇くもった。すぐにアルテミスコードを発動させる。ひなたにも見せる必要があるからだ。





『わたしたちは銀の箱はこ舟ぶね。

　ムーンチャイルドに、人としての尊そん厳げんを取り戻すため立ち上がったものです。




　日本政府に対して、ふたつの要求があります。


一、銀の箱はこ舟ぶねの日本国からの独立

一、月つき乃の宮みや市しを銀の箱舟の自治区として定めること






　わたしたちが作りたいのは、ムーンチャイルドが安心して暮らせる場所です。

　これらの要求に対し、わたしたちは日本政府の賢けん明めいな判断を願っています。

　猶ゆう予よは十日間。

　拒否の回答があった場合、月乃宮市は強行手段により支配下におかせていただきます。

　なお、手紙が偽いつわりでないことは、誕たん生じよう祭さいの花火にて証明いたします』






　四度読み返したあとで、宗そう太たは顔を上げた。

　銀の箱舟。

　その名前には聞き覚えがあった。五年ほど前から流は行やり出したＳＮＳのひとつだ。

　他のＳＮＳと大きく違うのは、その参加資格にある。項目の一番目には『ムーンチャイルドであること』という一文が刻きざまれているのだ。

　三年ほど前に、ＴＶや雑誌で特集が組まれ、そのときに宗太は名前を知った。メディアが注目したのは、銀の箱舟が月のかけら落下で家族を失い、心に深い傷を負った人々の集まるＳＮＳでもあるという噂うわさが流れたのが切きっ掛かけだった。

　だが、結果として真相は何もわかっていない。どのメディアの取材でも、銀の箱舟の実態を摑つかむどころか、コミュニティの参加者に接触することもできなかった。

　警察の方ではサーバーを特定しようという動きもあったが、銀の箱舟は海外を中心に定期的に移転を繰り返していたようで、結局、尻尾しつぽを摑むことすら適かなわなかったのだ。

　そのおかげで、メディアの憶おく測そくは膨ふくれ上あがり、人類を滅亡に導くアルテミスコードを研究しているだとか、死者を蘇よみがえらせる手段を模も索さくしている集団だとかいう噂が流れた。

　最終的には、銀の箱舟は存在していないという説すら耳にした。

　その当時から、宗太にとっては怪あやしげな宗教団体程度の認識だった。しばらくは名前を聞くこともなかった。

　それが、爆ばく破は事件の首しゆ謀ぼう者しやとして、ここにきて登場したのだ。

　横目に京みやこを映うつす。今のところは興味なさそうな表情をしている。

「この声せい明めい文ぶんはいつ、どこに？」

「……今日の午前。首相官かん邸ていを含ふくむ、警察、防衛、その他の主要な省庁に郵便で送られてきたそうよ」

「午前の郵便って、爆破の前ってことですか？」

　思わず宗そう太たは身を乗り出す。それに京みやこは冷静に小さく頷うなずいた。

　再び手紙に目を落とす。最後の一文が意味することこそ、今日の爆ばく破はだったのだろう。

「事前に警察は？」

　ろくに行動していないことは、誕たん生じよう祭さいを見て回っていたからわかっている。駅前など主要な施設に制服警官の姿はあったが、それは例年の通りである。

「公安総務課が数名動員しただけで、ろくに捜査はしてなかったらしいわ」

　普通に考えれば悪戯いたずらと判断されるような犯はん行こう声せい明めいではある。

「マスコミには？」

「今のところは流れてない。けど、あれだけ大だい胆たんに爆破されたら、事件の存在自体は隠かくせないからね。声明文の存在を悟さとられるのも時間の問題って話になってるみたい」

「なら、先に警察発表をするんですよね？」

「明日にはするってさ。マスコミに先を越されたら、それこそ言い訳するチャンスを失うもの」

「で、発表時に少しでも情報が必要だから、黒くろ田ださんや巴ともえ先生は奔ほん走そうしているわけですか」

　京が声明文を持ってきたのは、その辺の事情も絡からんでいるのだろう。

　けど、何もかもが今さらだ。

　現に爆破事件は起き、二十三名が殺され、百人以上の怪け我が人にんを出している。悪戯では済まされなかったわけだ。

　となれば、声明文の内容を無視もできない。

　独立と自治。

　使い慣れないふたつの言葉を、感覚に置き換えようと試みるが上う手まくイメージを摑つかめない。独立を勝ち取り、自治を維い持じするなどできるはずがないと、宗太が十六年間で培つちかった常識が否定の言葉をかけてくる。

　それでも、銀の箱はこ舟ぶねは勝算があると判断したからこそ、今回のような過激な手段に出たのだろう。そして、その根拠にアルテミスコードが深く結びついているのは容易に想像できる。

「また、お仕事するんですか？」

　それまで黙だまっていたひなたがぽつりともらした。

「時期がきたらね」

　質問から逃げずに答えたのは京だった。

　ひなたの頭に手を置く。ただ、顔は宗太の方に向けられた。

　片方の眉まゆを持ち上げて、宗太が疑問を投げかける。

「近いうちに、黒田さんがヒマを見つけて顔を出すから考えまとめとけってさ」

「は？　考えって、事件のですか？」

　いくらなんでも情報が少なすぎる。爆破現場も見せてもらえず、銀の箱舟という名前と犯行声明文だけで、容疑者を特定するなど不可能だ。

「確かに黒くろ田ださんからの伝言は伝えたから」

　京みやこは宗そう太たがさらに聞き返す隙すきを与えずに、さっさと立ち上がった。それから、ひなたにおやすみと言って、出て行った。

　取り残された宗太は、ぼんやりと京の消えた方向を見ているしかできなかった。




　　　　　　　　２




　顔を出すと言いながらも、黒田は一週間経たってもやってこなかった。

　携帯に連絡をしても捕つかまらず、留る守す電でんを入れても無視された。

　学校で巴ともえに黒田の様よう子すを聞いても、要よう領りようを得なかった。巴自身も爆ばく破は事じ件けんの捜査と、学校の教員というふたつの仕事で疲ひ弊へいしており、面めん倒どうを持ちかけられる雰ふん囲い気きではなかった。

　誕たん生じよう祭さいの翌日、爆破事件に関する犯はん行こう声せい明めいがマスコミに公表された。新聞も、ニュースも、ワイドショーも事件のことで持ちきりだった。

　当然、爆破を阻そ止しできなかった警察への糾きゆう弾だんも激しい。

　だが、そうやって目に見える相手を攻撃することで、迫せまり来くる恐怖から、社会全体が逃げているように宗太には思えた。

　銀の箱はこ舟ぶねが政府に突きつけた期限は十日。

　すでに一週間が経過している以上、あと三日ということになる。

　政府は沈ちん黙もくするばかりで、期待するだけ無む駄だに思えた。

　銀の箱舟に関する目新しい情報も上がってはこない。

　その憂ゆう鬱うつを表現するように、ここ数日、青空に嫌きらわれている。梅つ雨ゆが顔を覗のぞかせ、一雨降るごとに、肌がべとつく気候となった。

　今日も、下校する宗太とひなたの手には傘かさが握にぎられている。

　時刻は午後六時を少し回っていた。体育祭実行委員の打ち合わせに出て、遅くなったのだ。最初はどうなることかと思ったが、今のところは特に目立った問題も起こさず、宗太とひなたは実行委員の仕事をこなしていた。

　始まってすぐは、目の見えないひなたは敬遠されがちだったが、二、三日もすると、三年の先せん輩ぱいにはおもちゃにされ、同学年の女子とも仲なか良よくなっていた。

　おかげで、宗太がいなくても不便はなく、様子見の段階は終わったとばかりに、京やつばめからは面倒な仕事を次々と任まかされるはめになった。

　他の男子も京には逆らえず、手の平で踊らされている。そんな居残り活動を一週間も続けていれば、よそよそしかった男子の間にも、ネットワークが構築されていく。

　今日など、大学に資材を借りに行った帰りに、一いつ緒しよにいた三年生ふたりから、ひなたのことをしつこく聞かれた。

　目のことや、銀ぎん髪ぱつに関すること、それから飛び級していることなどが話題になったが、本題はもっと別のところにある。要するに、ひなたに彼氏がいるのかという話だった。同行していた別のクラスの二年も、興きよう味み津しん々しんといった様よう子すで聞き耳を立てていた。

　宗そう太たはよく知らないと適当に誤ご魔ま化かして答え、紹介してほしいという単語が出てくる前に、話を打ち切って逃げた。それ以降、どうにも気持ちがざわついている。

　そんな出で来き事ごとを思い出しながら、宗太は隣となりを見た。多くの男子生徒が興味を持つ女の子が歩いている。こんな風に一いつ緒しよに下校しているだけでも、羨うらやましいと思われているはずだ。

「わたしの話、聞いてくれてますか？」

　突然、近くで声がして、宗太は思わず立ち止まった。

　ほっぺたを膨ふくらませたひなたがいつのまにか目の前に立っていた。

「あ～、え～っと、何の話だっけ？」

「中なか条じようくんですよ、中条くん！」

「あ、ああ。中条がどうしたんだっけ？」

「中条くんは体育祭に出られるんでしょうか？」

「ん～、どうかな……競技に参加するのは難しいかもしれないけど」

「……そうですか」

　宣言通り、明あき人とは誕たん生じよう祭さいの翌日から学校に来た。一般教室から離れた第二保健室で一日を過ごしている。

　隣が物理準備室のため、何かあれば、巴ともえにも相談しやすい。第二保健室担当の先生も、人の良さそうなしわだらけのじいさんで、明人に対する偏見は感じられなかった。

　若じやつ干かん、耳が遠いのと、同じ話を何度も聞かされるのが問題だったが。

「まずは、わたしたちががんばって体育祭を盛り上げましょう」

　杖つえを持った手をひなたがぐっと握にぎり締しめている。

　そうだなと返事をしつつ、宗太は自然と笑っていた。

　マンションの前まで来ると、黒のミニバンが目に留まった。それは黒くろ田だが使っている車と同じ車種だ。

　ドアが開き、黒田が顔を出した。

「ようっ」

　ゆるゆるのネクタイに、いつもの無ぶ精しようひげ。お堅かたいイメージのスーツを崩くずして着ることに関しては天才的な才能を持っている。

「何度も電話したんですから、出てくださいよ」

「仕事に男を取られた女みたいなこと言いなさんな」

　黒田が、過去の嫌いやな思い出に触ふれられたみたいな顔をする。

「大規模テロ事件だぞ？　忙しくて当たり前でしょうよ」

　つい先日まで、爆ばく破はテロなど、海の向こうの出で来き事ごとだったのは確かだ。しかも、それが宗そう太たの暮らすこの月つき乃の宮みやで起きた。

　現実として捉とらえるのは難しい。テロの標ひよう的てきの中に、自分が含ふくまれていることを、宗太は未いまだにリアルには想像できないでいた。そして、それがこの街で暮らす大半の認識でもある。

　クラスメイトも、爆破テロを外国の出来事のように話すのだ。

「少し走るから乗ってくれ」

　宗太はひなたを見た。

「ひなたはどうする？」

「わたしは遠えん慮りよしておきます」

　少し意外な返答に、思わず、え、と声がもれた。

「今日は、その……京みやこ先せん輩ぱいと約束があるんです」

「そうなのか」

「は、はい」

「約束ってどんな？」

「えと、その……ひみつ、です」

　本から得た知識を実じつ践せんするように、ひなたは人差し指を立てていた。「ひみつ」の部分にも変なアクセントがついている。

　気き恥はずかしかったのか、なんだかよくわからない言い訳をしながら、ひなたはマンションの入り口に突進していった。

　一部始終を見ていた黒くろ田だが、口を歪ゆがめて硬こう直ちよくしていた。それから、痒かゆい痒いと言いながら、全身を搔かいた。

「お前ら、どうなってるのよ？」

　答える義理はないと思い、宗太はさっさと助手席に乗った。

　シートベルトを締しめて発車を待つ。

「今の様よう子すだと返事はまだ保留中ってことか」

「な、なんで、知ってるんですか!?」

「これだよ」

　黒田がシートの脇わきから取り出したのは、報告用に書いている日報だった。要するに、馬ば鹿か正しよう直じきにひなたが全部伝えているということになる。がっくりとうな垂だれるようにして、宗太は頭を抱かかえた。

「仕事なんで読まなきゃならないんだが、恥ずかしい青春オーラがまぶしすぎて、もうおっさんノックアウト寸前よ。頼むから早いとこ、決着つけて頂ちよう戴だいな？」

「そのつもりではいますよ。黒田さんのためじゃないですけど」

　黒田は苦にが笑わらいを浮かべながら煙草たばこに火をつけると、ようやく車を走らせた。

　しばらく、宗そう太たも黒くろ田だも何も言わない。無言のまま、宗太は前を見ていた。すると、妙みような悪お寒かんが走った。

　目の端はしっこに人影が見えた気がした。それもガラスに映うつった後部座席に。

　黒田が気づいた様よう子すはない。煙をくゆらせながら、気だるそうに運転している。

　相談するのも馬ば鹿からしいので、自分でルームミラーを確かめた。

　瞬しゆん間かん、黒くろ髪かみの幽ゆう霊れいが見えた。青白い肌が薄うす気き味み悪わるく輝いている。続けて、女性の悲鳴が車内に響ひびき渡わたる。

「いやああああっ！」

「うわあああああっ！」

　両足をばたつかせて、宗太も悲鳴を上げた。

　驚いた黒田がハンドル操作を誤り、車がふらつく。

「危ないでしょうが」

　悪あく態たいをつきながら、蛇だ行こうした車を黒田が真まっ直すぐ走らせる。

「だ、だって……その、後ろに！」

　逃げ出すために、シートベルトを解除しようとする。だが、手が震ふるえてなかなか上う手まくいかない。

「そないに慌あわてて、どないしたん？」

　聞き覚えのある声に、宗太の動きが止まった。

　ゆっくりと振り向く。

「宗太はんは情じよう緒ちよ不安定なお方でしたか」

　つばめの髪型は幽霊を演出するにはうってつけだ。

　宗太が乗り込むときには、後部座席には誰もいないように見えた。恐らく、わざわざ身を縮めて、座席前の足元の隙すき間まに隠かくれていたのだろう。

「いますよね……遊びだけは本気になる人って」

「宗太はんはおかしなことを言いはりますなあ。遊び以外、本気になるもんなんて、この世にあらしまへん」

　振り回されるのにも疲つかれて、宗太は運転席の黒田を見た。煙草たばこをふかしながら、宗太とつばめのやり取りを観察していた。

「黒田さん、前！」

「この辺は走りなれてるから平気だって」

「男子たるもの、どんと構かまえてはる人ん方が、ウチは好みですけどなあ」

「なんか僕がおかしいみたいな空気になってるんですけど？」

　宗太の発言は黙もく殺さつされ、信号待ちの間に、黒田が空気を入れ替えた。

「今回の事件、どう思う？」

　声のトーンは少し落とされている。正しよう面めんを見み据すえた目は、前の車を追っていた。このまま進めば、街の中心地である月つき乃の宮みや駅えきの通りに出る。

　宗そう太たは表情を殺して、コンパクトカーのテールランプを目で追った。

　現状、犯人を特定するような情報はない。今あるのは、犯はん行こう声せい明めいと、実際に爆ばく破はが行われたという現実だけ。あと銀の箱はこ舟ぶねというキーワードのみだ。

　すぐに言葉が出なかった。代わりに、黒くろ田だが続ける。

「追加の情報をひとつ。爆破には世界各国の軍が採用するプラスチック爆弾が使用された。もちろん、自衛隊にもある」

　意外な情報に、宗太は小さく唸うなった。

　心のどこかで、アルテミスコードによる爆破だと決めつけていた。

「せやけど、犯人はムーンチャイルドで間ま違ちがいあらしまへんえ」

　つばめは後部座席に制せい服ふく姿すがたで寝ね転ころがっている。

「それは無む傷きずの生なま首くびがあったからですか？」

　ミラー越ごしにつばめと目があった。意い味み深しんな笑えみを浮かべる。

「ちゃいます。犯行声明の内容見れば、一いち目もく瞭りよう然ぜんでっしゃろ？　普通の人らが、ウチらんために、テロ起こす言われて、誰が信じますのん？」

「耳が痛いな」

　そう言いながらも、黒田の表情は変わらない。

「普通の人らがウチらをどう思うてはるかは、この一年でよう見さしてもらいました」

「つばめ先せん輩ぱいの西への派は遣けんって、何が目的だったんですか？」

　すぐに返答はない。黒田はだんまりを決め込んでいる。

「ムーンチャイルド狩がりの実態調査です」

「それは一体……」

「魔ま女じよ狩りゆうんは、宗太はんも知ってますやろ？」

　静かに、宗太は頷うなずいた。

　言葉の意味から、不当に殺された人々がいることを指さしているのは想像がつく。

　そして、説明に魔女狩りなどという言葉を持ち出した意味も、即座に理解した。

「ムーンチャイルドを恐れた普通の人らが、嫌けん疑ぎをかけた相手を集団で暴行し、死に至らしめるんですわ」

　淡々と語るつばめから、事件に対する感情は伝わってこない。だが、それが逆に、宗太にはリアルに思えた。

「魔女狩りと決定的に違うんは、被害者が本当にムーンチャイルドであったことでっしゃろなあ」

「それで、二十人も……殺された」

「彼らの手口は陰いん湿しつ極きわまりなかったわあ。標ひよう的てきにするんは、宗そう太たはんみたいな、ステータスⅠのムーンチャイルドに限定してましたさかいに」

　つまり、反はん撃げきされても危険のない相手だけを選んでいたことになる。

　握にぎった拳こぶしが、やりきれなさに震ふるえた。

「安心しおし。犯行グループはウチが全員捕つかまえておきました」

「犯人は、どんな連中なんですか？」

「普通の高校生やら、大学生やら、中学生です。口を揃そろえて言ってはりましたわ。自分らは正義やと」

　そこでつばめが大笑いをした。

「正義なんて言葉が、人ん口から出るん、初めて聞きましたわ。あれは、傑けつ作さくでしたなあ」

　とても宗太は笑う気にはなれない。

　要するに、二十人も殺しておきながら、ムーンチャイルド狩がりの犯行グループは、罪を犯おかしたという意識がないのだ。

　害虫を駆く除じよしたとでも思っているのだろう。

「対たい岸がんの火事ゆうわけでもあらしまへんえ。事実、明あき人とはんに対する周囲の反応は、結局同じことでっしゃろ？　実力行使に出るか、無視するかだけの差ぁです」

　話をしている間中、宗太はつばめの視線をずっと感じていた。今も、ミラー越ごしに視線が絡からむ。

　なんだか、試されているような気分がしてくる。

　ペースに乗せられるのも面おも白しろくはない。

　前から気になっていた質問を、つばめにぶつけた。

「つばめ先せん輩ぱいの能力って、動物を操あやつることなんですか？」

　最初に会ったとき、犬が宗太に小便をかけようとした。野の良ら犬いぬが自然に取る行動とは思えない。しかも、つばめがアルテミスコードを解除した後、犬は周囲の緊きん張ちようを読み取り、すぐに逃げていった。

「よう見てはりましたなあ」

　その返事を待って、宗太はさらに踏み込んだ。

「犬以外にも、操ることはできますか？」

　つばめの目が怪あやしく光る。

「カラスを操るなんてお手のもんでっせ」

　会話の流れを完全に読まれている。面めん倒どくさがりやの癖くせに、頭の回転は早い。恐らく京みやこ以上によく回っている。

「宗太はんのそういうぶしつけなとこ、悪くない思います。ただ、ウチはええけど、他ん人には、も少し遠えん慮りよしはった方がええですえ」

「執しつ行こう人にん事件とは関係ないと？」

「ええ。ウチの能力はロングレンジやけど、大阪からは届きまへん」

　つばめは操あやつった動物の見たもの、触ふれたものを、自分の情報として感じ取ることができることも付け加えた。動物を自分の目や手足と同等に扱あつかえるのだと。

　確認のために、黒くろ田だを見た。

「用心深いお人やなあ」

「つばめのアリバイははっきりしている。お前からカラスの話を聞いて、俺も真まっ先さきに確認を取ったからな」

「向こうの家に、いきなり捜査員なだれ込んできて、えらい驚きましたわ。ほんに、無ぶ粋すいな真ま似ねしはるお方です」

　困ったように黒田が薄く笑っていた。

「随ずい分ぶんと話が逸それたが、銀の箱はこ舟ぶねのことも話しておくか」

「何かわかったんですか？」

　報道番組が血ち眼まなこになって、取材合戦をしているようだが、今のところ有力な情報はなにひとつ上がってきていない。

「これですわ」

　つばめが後部座席から身を乗り出してきた。手に持ったノートパソコンの画面を宗そう太たの視し界かいに収おさめた。

　画面上には、銀の箱舟と書かれたＨＰが表示されていた。文字は少なく、シンプルな作りになっている。三日月をシルエットにしたロゴと『ここは悲しみを知る人が集つどう場所』というフレーズが、どこか物悲しさを運んできた。画面中央の下には、ＩＤとパスワードを入力する欄らんが設もうけられている。

　キーを操作して、つばめがＩＤとパスワードを打ち込んだ。

　すると、画面が切り替わった。宗太はつばめを振り向いて驚きをあらわにした。

「どこで、ＩＤとパスを？」

「そのパソコンは、瑞みず希きの遺い留りゆう品ひんなのよ」

　黒田に言われ、再度画面に集中した。

「偶然にしてはできすぎてますね」

　執行人事件との関連性を疑う理由がひとつ増えた。

「何かわかったんですか？」

　宗太の質問に、まず黒田は首を振った。

「中身は一般会員と管理者側とで二に層そう構こう造ぞうになっているらしい。瑞希のＩＤだと、管理者側のページに飛べない仕組みだ。専門家にアタックをかけてもらったんだが、プロテクトが厳重すぎて不正にアクセスするのは不可能だと言われた。もしかしたら、アルテミスコードがキーになっているんじゃないかって話だ」

　お手上げだとばかりに、黒くろ田だが両りよう肩かたをすくめる。

「他にわかったことと言えば、会員数は三千人程度。管理者と呼ばれている連中は、せいぜい二十人程度ってことだな。あと、管理者のひとりに『カラス』ってハンドルネームを使ってるやつがいて、頻ひん繁ぱんに瑞みず希きとやり取りをしていた。その文面の中に、執しつ行こう人にん事件の被害者の名前を確認している」

「銀の箱はこ舟ぶねのそいつが、柿かき崎ざきの共犯者だったってわけですか」

「この場合、銀の箱舟が、と言った方が正しいだろうな」

　黒田の話が終わるのを待って、宗そう太たはゆっくりと目を閉じた。頭の中で、起きた事件と知り得た情報を整理する。

　迫害されているムーンチャイルドが利り権けん獲かく得とくのため、独立を訴うつたえている。

　そういうわかりやすい構図の事件だったはずが、急にわからないことが増えた。

「今回の事件、本当に爆ばく破はテロなんでしょうか」

「声せい明めい文ぶんに書かれていたやつらの要求は、筋すじが通ってる。その上で、どうして違うと思える？」

　前を向いたままで黒田が促うながしてきた。

「僕だって筋は通っていると思いますよ。けど、銀の箱舟は明らかに余よ計けいなことまでしています。拘こう置ち所しよを爆破した際に、わざわざ二十三人の生なま首くびを作る必要はなかった」

「ああ、その点にも一応説明はつく」

　黒田はスーツの内ポケットから、紙切れを出して宗太に渡してきた。開くと黒田の言葉の意味が理解できた。

　犯行声明と似に通かよった文面で、二十三名の生首を作った理由が綴つづられていた。犯罪に手を染め、ムーンチャイルドの社会的立場を脅おびかした彼らに、罰を与えたのだという。

　さらに、今後も起こるであろうアルテミスコードを使った犯罪は、銀の箱舟が警察と協力して処理をしても構かまわないと書いてある。当然のことながら、政府がふたつの要求を受理した場合においてだ。

「殺した理由の説明にはなっていますけど、ならどうして現場から胴どう体たいはなくなったんですかね」

「ま、そう考えるわな」

　信号待ちになったところで、黒田はハンドルに寄りかかった。

「今はそれだけわかれば上じよう出で来きと違います？　消えた胴体に意味があるんでしたら、次の爆破もムーンチャイルドがおるとこが狙ねらわれるはずでっしゃろ？」

「銀の箱舟の狙いが、どこかに持っていった胴体にあるんでしたら、そうですね。僕も可能性は高いと思います」

「ま、何にしても、二度目の爆ばく破はが起こるんを、今は待つしかあらしまへん。そっから一度目ぇんときとの共通点探さがして、銀の箱はこ舟ぶねの狙ねらいをはっきりさせたらええだけの話です。警察もそう考えてはるんやろしなあ」

　二度目の爆ばく破はを阻そ止しする手段がないことへの悔くやしさを、宗そう太たはぐっと両手を握にぎって堪こらえた。新たな犠ぎ牲せい者しやが出るとわかっていながら、つばめのように淡々と事件を語ることもできなければ、黒くろ田だのように無表情で受け入れることもできない。

「煮え切らんが、その辺が落としどころにはなるわな」

　話を打ち切ると、黒田はウィンカーをカチカチと鳴らした。

　駅前は帰宅途と中ちゆうのサラリーマンでごった返している。信号が青になると、車は走り出し、すぐに駅から遠ざかった。

「どこに向かってるんですか？」

「現場だ」

「僕たちに現場を見せてもらえるんですか？」

「つばめが見せろ見せろうるさくてな。だめなら、犬やら猫を使って勝手に見に行くと脅おどされたんだよ」

　話に興味がないのか、つばめは後部座席でぼ～っとしている。

　信号で足止めされながら、約十分後に爆破現場の前に着いた。交通整理に立った警官が、車の誘ゆう導どうをしている。

　黒田が挨あい拶さつを済ませると、通行止め用のパイロンがどかされた。ご苦労さんと残して、黒田は車を拘こう置ち所しよの正しよう面めんに回した。

　エンジンが止まると、急に音がなくなった。

「ほれ、行くぞ」

　すでにつばめは車外に出ている。いつのまにか、雨は上がっていた。宗太もシートベルトを外はずして後に続いた。

　分厚く高い壁が聳そびえ立たつ。拘置所を囲った塀へいだ。

　ゲートを通って中に入る。空気が冷たくなったような気がした。

　先頭を歩くつばめは、爆破された建物を、真下から観察していた。

「お前が来る前の頭脳労働担当だ」

「僕はそんなんじゃありませんよ」

「何か飲み物でも買ってきてやる。宗太はコーヒーでいいな」

　無言を返事にして、宗太もつばめを追った。

「ウチはロイヤルなミルクティを」

　現場に宗太とつばめを残して、黒田は拘置所の敷しき地ちから出て行った。

　会話が途切れると、歩くたびにぶつかり合う瓦が礫れきのごつごつとした音がやけに大きく聞こえた。

　焼やけ爛ただれたあとが惨さん劇げきを物もの語がたっている。人の死が足元から這はい上あがってくるようだった。背せ筋すじに寒気が走る。

　専門の捜査員でもない宗そう太たに、今さら何を調べられるわけでもない。特におかしなものは見当たらない。あったとしても、それは周しゆう知ちの事実のはずだ。

「なあ、宗太はん」

　声は上から聞こえた。瓦が礫れきの山の頂上に、つばめが立っている。今にも崩くずれそうにぐらついていた。

「ウチな、犯人の目め星ぼしならついてます」

　冗じよう談だんとも本気ともつかない曖あい昧まいな表情をつばめは浮かべていた。

「宗太はんも気づいてはるんと違います？　みゃーこも言ってはったえ。宗太はんは頭の冴さえたお方やと」

「僕のこと、またからかってるんですか？」

「そないなことしいひんよ。そん証しよう拠こに、犯人の名前、宗太はんにだけ、教えてあげますわ」

「やっぱり、からかってますね」

「中なか条じよう明あき人とはんでっせ」

　耳を閉ざそうと思った瞬しゆん間かんだった。つばめがその名を口にしたのは。宗太の体を真まっ先さきに襲おそったのは空白の時間だった。

　音が無む機き質しつな空間で反はん響きようして、ひとつの名前を繰くり返かえす。

「それ、笑えない冗談ですね」

「そうでっしゃろか」

　つばめの目が冷静に考えろと言っている。

　否定しながらも、宗太の思考は働き出した。

　まず最初に動機を考えた。理由が皆かい無むとは言い切れない。明人はムーンチャイルドであるという、ただそれだけで、今の社会から迫害されている。人間ではない化け物だと思われているのだ。

「あの日、花火見るんに、向かいの公園がええゆうたのは、明人はんなんでっせ」

「何を言うつもりですか」

　それにつばめは取り合わない。自分のペースで話を勝手に続ける。

「プラスチック爆ばく弾だんが、おおよそ、五百グラムあれば、これだけの瓦礫の山を作るんは可能らしいですわ。五百グラムゆうたらペットボトル一本分くらいでっしゃろなあ」

　持ち運びに不便はない。

「通りを挟はさんで、公園と拘こう置ち所しよの距離は約五十メートル。公園から、この建物はよう見えます。それは誕たん生じよう祭さいの日ぃにウチも見てまっさかいに。こん建物がよう燃えてるんを」

　明人の能力は速度変化。あらゆる物質の速度を、触ふれることで自じ在ざいに操あやつれる。暴走するトラックを一いつ瞬しゆんで停止させることもできれば、止まっている物体を瞬時に音速に乗せることも可能なのだ。

　状況と明あき人との能力を、宗そう太たは頭の中で照らし合わせた。

　花火の夜のことが思い出される。

「確かに花火を見るために、僕たちはおろか、他の見物客も、花火が上がる西の空を見ていた」

　公園から見て、拘こう置ち所しよは東にある。

　誰も背後のことなど気にしない。

「それに花火の音があれば、爆ばく弾だんを高速で発射した際の風の音も消せる」

「ええ。音速を突とつ破ぱさせ、ソニックブームでも発生させん限りは、ウチらは花火の音で、何にも気づきまへん」

「わざわざ、危険を冒おかしてまで、僕たちの前で犯行に及んだのは、アリバイを作るためだとでも言いたいんですか？」

「さすが宗太はん、ウチの考えをぴたりと当ててくれはりましたわ」

「けど、全部憶おく測そくでしかない」

「承知してます。可能性の話でしかあらしまへんねん。それに、似たようなことでしたら、みゃーこやウチにもできまっさいかいにねえ」

　あっけらかんとつばめは言ってのける。

　京みやこなら物質転送能力で、爆弾を拘置所に瞬間かん移い動どうさせればいい。つばめなら鳥でも使って運ばせることができる。ただ、ふたりの場合、宗太や明人のように、アルテミスコードが肌の表面に発現するのではなく、体外に大きく展開するため、花火を見ている最中でも誰かが気づく可能性は高いと思えた。

「まあ、せやから、証しよう拠こを見つけてほしい思うてます」

「証拠は探さがしますよ。ただし、中条の無罪を証明する証拠になると思いますけど」

「よろしおす。せやったら、勝負しましょか」

「勝負？」

「ええ、ウチと宗太はん、どっちが先に銀の箱はこ舟ぶねの尻尾しつぽを摑つかむか」

「ゲームにするのは不ふ謹きん慎しんでしょ」

「そうでっしゃろか？　なら、どないな心こころ構がまえで事件に向きおうたらええのん？」

「それは……」

　時間を稼かせごうと地面に視線を落とした。だが、間かん髪はつをいれずに、つばめがさらにまくし立ててくる。

「宗太はんは、なんで特とつ課かにいてはるん？　まさか、犯罪が許せないとか、被害者のためになんちゅう綺き麗れい事ごと、言ったりせえへんよな？」

　そこに黒くろ田だが戻ってきた。

「自販機が近くになくて、酷ひどい目にあったぞ」

　飲み物の缶をそれぞれに投げながら、首を傾かしげる。ふたりの微び妙みような空気を感じ取ったのだろう。

「頼むからけんかはしないでちょうだいよ」

「そないなこと、ウチがする思うてますん？　いややわあ」

「ま、いいけど。で、何かわかったかね、少年少女たちよ」

　宗そう太たとつばめは同時に首を振った。

　その後、しばらく現場の様よう子すを見て回ったが、犯人に繫つながるような手がかりは、当然何も出てはこなかった。

　つばめの言葉だけは深く記憶に刻きざまれた。特とつ課かにいる理由など、本当はわかっている。自分が特別であることを感じたいからだ。ムーンチャイルドであるがゆえに普通であることを願いながらも、その一方でアルテミスコードを利用して他人とは違うと思いたがっている。その矛む盾じゆんに気づいたからこそ、宗太はつばめに言葉を返せなかった。

　そのことを、黒くろ田だに送られて家に帰るまで、宗太はずっと考えていた。
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　些さ細さいなことで、人は他人への目の向け方を変えること、宗太は思い知らされた。

　爆ばく破は事件の犯人が、中なか条じよう明あき人とだとつばめに言われてからの三日間、それまでは毎日のように顔を出していた第二保健室の扉とびらを宗太は開けられずにいた。

　明人を前にすれば、必ず事件に関する話をしてしまう。そして、それは徐じよ々じよに尋じん問もんへとエスカレートする気がした。

　疑ぎ念ねんがあれば晴らしたい。その衝しよう動どうを明人の前で抑おさえる自信が宗太にはなかった。

　だから、三日続けて宗太は扉にかけた手を、何もせずに戻した。

　根こん拠きよも証しよう拠こもないつばめの想像に踊らされている。

　宗太とは違い、ひなたは毎日のように明人のところに行っている様子だった。明人にとってもそうであるように、宗太にとってもひなたの存在は救いだった。

　金曜日が終わるとほっとした。明人の顔を見ずに済むのだから。

　だが、同時に、日付が前に進むということは、銀の箱はこ舟ぶねが政府に提示した期限に近づくことを意味する。

　そして、あまりに簡単に、運命の六月十四日は訪れた。今日が政府の回答日だ。

　日曜日。天気は久々の快晴。

　宗太は朝起きると、長なが袖そでＴシャツにジーンズの軽装に着替えた。

　リビングでは少し遅めの朝食をひなたが取っている。すでに時刻は十時を回っていた。

　食事が終わると、食器を片付けようとひなたが立ち上がる。

「置いておけば、僕がやるぞ」

「いえ、これくらいはできますから」

　ダイニングテーブルからキッチンのカウンターに食器が移された。宗そう太たの視線は、最初から最後まで、ひなたの指に注がれていた。絆ばん創そう膏こうが貼られている。

「ひなた、指、どうしたんだ？」

　驚いたように、ひなたが背せ筋すじを伸ばす。すぐに両手をさっと下ろした。宗太の方に向き直りながら、今度は両手を後ろに隠かくす。

「い、いえ、なんでもありません」

「だったら、見せられるな？」

　意い地じ悪わるく詰つめ寄よると、ひなたがじりじりと後ずさりする。

「ほんと、なんでもないんですよっ！」

　すっとぼけようとしているが、宗太はしっかりとこの目で見ている。

「京みやこ先せん輩ぱいも関係ないですからねっ！」

　理由はさっぱりわからないが、ひなたは必死だった。

　ここ数日、学校から帰ると、毎日のように京の家にお邪じや魔ましているのは知っていた。だいたい、十時を回った頃に、くたびれた顔をして帰ってくるのだ。

　体育祭実行委員とも重なり、日に日に寝起きが悪くなっていた。

　金曜日の物理の時間には、ついには居眠りまでした。机に額ひたいを打って目を覚まし、笑い者にされる始末だった。

　京への信頼もあって、今日までは目を瞑つむっていたが、怪け我がをしているのを放ほうってもおけない。理由くらいは聞いておきたいところだった。

「宗太さんは、お出で掛かけするんですよね！　いってらっしゃい！」

　その必死な様よう子すに、宗太は仕方なく引き下がることにした。

「あんま傷だらけにはするなよ」

「はい！　って、あ……ばれてます？」

「これ以上は聞かないから」

「ありがとうございます！　が、がんばります！」

　ぐっと、ひなたが両手で握にぎり拳こぶしを作った。やはり、絆創膏は見み間ま違ちがいではない。両手を合わせて、五、六枚はある。

　はたと気づいたひなたが、再び両手を背中に隠す。それから、下へ手たな愛あい想そ笑わらいを浮かべようとして、見事に失敗した。なんとも表現しずらい表情になっている。

「んじゃ、行ってきます」

「はい、いってらっしゃいませー」

　元気な声に見送られて、宗そう太たは外に踏み出した。目的地は決めている。




　休日とはいえ、公園に人の数は少なかった。

　普段であれば、親子連れが訪れ、のどかな時間を過ごしている場所である。

　宗太が振り向くと、公園の真ま向むかいに、爆ばく破はされた拘こう置ち所しよが見えた。これでは人足も遠のくというものだ。

　それでも、ジョギングをする青年や、ゲートボールを楽しむお年よりの姿すがたがあった。

　子供の遊ぶ声だけは聞こえない。

　宗太は誕たん生じよう祭さいの日に、花火を見に来た場所までやってきた。

　わずかではあるが、ここだけが丘になっている。周囲はすがすがしい緑の芝に覆おおわれていた。中心に寝ね転ころがると、完全に緑色の世界に包まれる。心地のよい気分だった。

　一度、頭の中を空っぽにする。別に事件の検証をするためにきたわけではない。それどころか、爆破事件のことなど意識の外に追いやっていた。

　今日は、ひとりになりたくて外出しただけだ。さすがに、ひなたと一いつ緒しよに暮らす家の中で、告白の返事を考えたくはなかった。

（こっちの方が、僕には大問題なんだから……）

　目を閉じると、銀色の髪かみが思い浮かぶ。声も脳内に再生された。一いつ生しよう懸けん命めいで、がんばり屋。妙みようなところで意い地じっ張ぱりでもある女の子。断ことわる理由がひとつでもあれば簡単だった。だが、それがなかなか出てこない。

　諦あきらめてまぶたを開くと、青空が出で迎むかえた。他には何も見えない。

　自分のことなら理解しているつもりだった。今でも里さと見み千歳ちとせを好きなのだと思い込んでいる。事実、執しつ行こう人にん事件の際には、疑うたがいをかけられた千歳の容疑を晴らすために、危険な現場に飛び込む決意をした。

　だから、ひなたへの返答を悩むこと自体がおかしい。答えは出ている。先さき延のばしにすれば、言いい難がたいことは余よ計けいに言い難くなるのも知っている。今すぐ帰って、ひなたにごめんと言うべきだ。逃げ出している場合ではない。

　そこまではっきりしているのに、胸の中はもやもやしていた。

　ひなたを傷つけるのが怖こわいのだろうか。いや、それは違う気がする。

　なら、断る勇気が持てないのだろうか。ずっと言わずにいることの方がもっと恐ろしい。

　大体、千歳のことが本当に好きなら、ひなたに告白されたときに断れたはずではないのか。

　それをしなかった。それをできなかった理由を探さがすと、簡単に終点にたどり着いた。

（……つまり、僕は、ひなたのことが好きなのか？）

　言葉として意識した瞬しゆん間かん、顔が熱くなった。鏡に頼らなくても、自分が赤くなっているのを自覚できた。動どう揺ようが体の中で連れん鎖さ反はん応のうを起こして広がっていく。簡単には収おさまりそうになかった。

　心臓が激しく脈打ち、脳が必死に言い訳を探さがしている。

「じゃあ、里さと見みのことはどうなんだよ……」

　空に向かって、恨うらみ言ごとのように宗そう太たは吐はき捨すてた。

　去年のクリスマス。告白をしたときの緊きん張ちようはよく覚えている。それは本物のはずだ。今はもう違っているというのだろうか。

　そんなことはないと思いたかった。理由はわからない。もしかしたら、千歳ちとせを好きでいる自分を、もう少し続けたかっただけなのかもしれない。

　思考から逃げ出すように、宗太は上半身を起こした。

　気持ちを切り替えるように、時間を確かめた。

　正午まであと十秒だった。

　声には出さず、口だけを動かして宗太は十秒を数えた。

　ＴＶをつければ、官房長官が銀の箱はこ舟ぶねに対して、政府の意向を宣言しているはずだ。

　わが国は、非ひ道どうなテロには屈くつしないという内容の……。

　早ければ、あと数秒の後に、この街のどこかが瓦が礫れきと化す。

　それらすべてのことが、なんだかおぼろげに思えた。今は自分とひなたと千歳という小さな世界のことで手一杯だった。

　乾いた笑えみを浮かべながら、宗太は爆ばく破はされた拘こう置ち所しよをなんとなく確認した。距離にして五十メートルほどの位置にある。

　しばらく遠くを眺ながめていると、目の端はしに黒っぽいものが映うつっているのに気づいた。

　それはひとつやふたつではない。

　ゆっくりと左を向く。

　宗太が認識するよりも早く、黒い物体が鳴き声を上げた。

　全部で、六羽のカラスがいた。

　その中心に、ひとりの少女が立っている。黒と白から成る修しゆう道どう衣いに身を包み、手にしたパンくずをカラスにあげている。一羽に至っては、少女の肩かたに止まって、少女の手のひらからパンくずをもらっていた。

　そうしながらも、少女の青く透すき通とおった目は、拘置所を見つめていた。頭にかぶったヴェールからは、見慣れた銀色の髪かみが少しだけ零こぼれ落おちている。

　ひなたよりも年下に見える。中学に上がったばかりか、小学生なのだろうと宗太は思った。

　少女の肩に止まったカラスが、ぎょろっとした目を宗太に向けた。人間と向かい合っているような感覚に襲おそわれる。

「わたしの顔に何かついていますか？」

　鈴が鳴るように、少女が囁ささやいた。まだ顔は拘こう置ち所しよの方を向いている。
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　自分にかけられた言葉だと認識するまでに、宗そう太たは二度まばたきをした。

　地面の緑に視線を落として、やり過ごそうとする。

　すると、今度は少女が宗太を見た。

「まさか、一ひと目め惚ぼれなどという冗じよう談だんはおっしゃりませんよね？」

「……いや、そのカラス、重くないのかと思って」

　大きさは少女の頭以上だ。

「重いですよ。当たり前ではありませんか」

「なら、どいてもらえばいいと思うよ」

「人間にとって不要なカラスを街から追い出すようにですか？」

「そこまでは言ってない」

「では、カラスたちは人間を不要なものだと思っているのはご存知ですか」

「まるでカラスの気持ちがわかるみたいな言い方だね」

　少女が怪け訝げんな顔をする。

「あなたはわからないのですか？」

「残念だけどわからないな」

「それは本当に残念なことです。普通の人にはわからないものなのですか」

「それもまた、自分は普通じゃないみたいな言い方だね」

　少女の青い目が宗そう太たをじっと見ている。何かを考えるように。

「あなたは随ずい分ぶんと細かいことを気にされる性格のようですね」

「たぶん臆おく病びようなんだろうね。だから、何事も警けい戒かいして接してしまう。警戒するから細かいところに目が行くんだ」

「まだお若いのに、そのように自分を客観的に分析するのは、あまり好感が持てません」

「僕もそう思う。もっと素す直なおになりたいよ」

　言いたいことだけ言うと、少女は宗太から目線を外はずした。衣服のポケットから、今度はビスケットを出すと、それを肩かたのカラスに食べさせた。

「何を話していたか覚えていますか？」

「……普通とか普通じゃないとかだったと思うけど？」

「ますます、年齢にそぐわない冷静さをお持ちなのですね」

「たぶん、君ほどじゃない」

　言うまいと思っていたことを、宗太は流れで言わされた。

　少女の頭は、宗太の胸元までしかない。それなのに、会話をしているときは、同じ目線の高さ、もしくは上から言葉をかけられているような威い圧あつ感かんがあった。

「俗ぞく世せで言うところでは、わたしは普通ではありません」

「それはどういう意味において？」

「ムーンチャイルドなんです」

　少女はその言葉をあまりに簡単に口にした。透すき通とおった瞳ひとみが再び宗太を中心に捉とらえた。目には見えない何かを飛ばされたような錯さつ覚かくがあった。

「……そっか」

「驚かれないのですね」

　十分に驚いてはいる。ただ、それを表に出していないだけだった。

「普通じゃないって言ってたから、その可能性は考えてた」

「本当によく気づかれる方なのです。でも、わたしも今のでひとつわかりました」

　眉まゆを寄せて、宗太は少女の言葉を待った。

「あなたもムーンチャイルドです」

「どうしてそう思うんだ？」

　完かん璧ぺきなタイミングで宗太は自然に返した。脈の変化を感じさせることもなかったはずだ。だが、そんな宗太の努力を無に帰きす理由を、少女は口にする。

「あなたがわたしを恐れないからです」

「え？」

「ムーンチャイルドを恐れないのは、ムーンチャイルドだけです。この真理は、あなたほどの方でもご存知ありませんでしたか？」

「……なるほど」

　理由としては納なつ得とくできる。

「君は……」

　何を聞こうとしたわけでもなかった。ただ、何か次の会話を切り出したい気分に宗そう太たはなっていた。単純に、少女との会話を心ここ地ちよく感じていた。

「杏あん奈な、ここにいたのか」

　そこに神父らしき男がやってきた。肌はまだくたびれていないが、すでに頭髪は真まっ白しろだ。三十代にも五十代にも思える。

「申し訳ありません。もう戻ります」

　その言葉を確認すると、神父は満足したのか先にひとりで遠ざかっていく。杏奈と呼ばれた少女は、立ち去る前に、宗太を振り向いた。

「今日は貴重なお時間をわたしなどのために割いていただきありがとうございました。久ひさ方かたぶりに楽しかったです」

「……ひとつだけ聞いていいかな」

「はい」

「僕は真さな田だ宗太。月つき乃の宮みや高こうの二年」

「すでに耳にされているかとは思いますが、杏奈がわたしの名です。上うえ杉すぎ杏奈」

「君は、僕の知ってる子に似ている。全然違ちがうけど、何か似ている気がする」

　形にならない感情を、宗太は思ったまま口に出していた。

　杏奈はただやさしく微笑ほほえんで応じた。

「わたしからもひとつ。今日は日が沈む前にご自宅に戻られるよう。でないとお加か減げんを悪くされることになりますよ」

「え？」

「雨に打たれ、風か邪ぜをひかれる、と言えばご理解いただけますか？」

「雨だって？」

「では、真田様、いずれまた」

　無言の背中には、もうそれ以上話しかけられなかった。

「日が沈む前にって、どういうことだ？」

　右と左を確認して、最後に空を見上げた。雲ひとつない天気だった。
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　月曜の朝、目を覚ました瞬しゆん間かんに、宗太は虚きよ脱だつ感かんに襲おそわれた。

　寝ているにもかかわらず、全身が馬鹿みたいに重い。

　すぐさま風か邪ぜをひいたのだと理解した。

　原因にも心当たりがある。

　すべては昨日のことだ。考え事をするつもりで出で掛かけた。行く当てもなく、公園で時間を潰つぶし、それから爆ばく破はされそうな場所をなんとなく見て回った。

　だが、結局、第二の爆破事件は起こらなかった。

　政府からの宣せん戦せん布ふ告こくとも取れる宣言を聞いても、銀の箱はこ舟ぶねは動かなかったのだ。

　夜まで歩き回った宗そう太たの努力は無む駄だとなった。

　そんな宗太に追おい討うちをかけるように、昨日は日が沈んだ直後から土ど砂しや降ぶりとなった。一いつ瞬しゆんにして、ズボンどころかパンツまでびしょ濡ぬれになった。

　夏の雨だからと油断したのもまずかった。

　約四十分の距離を、宗太は歩いて帰った。予想より気温は下がっており、家に着く頃には、宗太の唇くちびるは真まっ青さおになっていた。

　ひなたが沸わかしておいてくれた風ふ呂ろで温まり、元気になったつもりだったが、完全に見通しが甘かった。

　虚うつろな眼まな差ざしで薄暗い天てん井じようを見る。

　手の甲を額ひたいに当てる。熱い。吐と息いきまでもが熱かった。

「あの子の言った通りかよ」

　喉のどの渇かわきが気になり、思い切って声を出した。だが、かすれて殆ほとんど音になっていない。

「誰のことですか？」

　ひなたが扉とびらを開けたことに宗そう太たは気づいていなかった。

　驚く元気もなく、そのまま寝たふりをする。

　するとベッドの横までひなたがのそのそとやってくる。ぴたりと止まり、膝ひざを突ついて座すわる。それから、ゆさゆさと宗太の体を揺ゆすった。

「起きてるよ」

　少し突き放はなすような口く調ちようになってしまった。昨日きのう、出で掛かけて家に戻ってきてから、ひなたを直視できなくなっていた。どうしても強く意識してしまう。

　ひなたは気にした様よう子すもなく、これまで通りの態度で接してくる。

「わたしも起きてると思ってました。それと、その、宗太さん声変わりですか？」

「……二度も声変わりはしないだろ……」

「なら、もしかして、風邪ですか!?」

　慌あわてた様子で、ひなたが宗太の腕うでを引ひっ張ぱり出だす。意味があるのかはわからないが脈を取り始めた。宗太はされるがままだ。跳はね除のける元気はない。

「大変です。熱いです！」

「どうやら風邪をひいたらしい。今日は京みやこ先せん輩ぱいと一いつ緒しよに学校に行ってくれ」

「そ、それはだいじょうぶですけど」

「僕のことはそっとしておいてくれるとありがたい」

「……わたしにできることはありませんか？」

「いつも通り、元気に学校に行ってくれ」

「でも……」

　今にも泣き出しそうな顔をしている。

「大だい丈じよう夫ぶ、寝てれば治なおるから」

　同じ言葉を何度も繰くり返かえした。そうやって地面に根を張ったひなたを引ひき剝はがす。納なつ得とくしてくれるまでに十分近くを要した。

　ひなたの未み練れんを残した背中が遠ざかっていく。

　部屋の入り口で立ち止まると、宗そう太たの方を振り向いた。

「宗太さん」

「なんだ」

「し、死なないでくださいね！」

「僕もまだ死ぬ気はない」

　ドアが閉まると、外が少し騒がしくなった。ひなたの朝の準備が始まったのだ。

　八時を回った頃、再び部屋のドアが開いた。

「あの、いってきます」

「ああ、いってらっしゃい」

　足音が遠ざかり、家のドアが遠くで閉まった。

「やっと静かになった……」

　それから携帯で巴ともえに連絡を入れる。酷ひどい声のせいか、すぐに巴は理解してくれた。ただ、体調管理について、五分ほど説教をされた。

　電話を切るとすぐに、宗太は力ちから尽つきて深い眠りに沈んでいった。




　雨の音で、宗太は再び目を覚ました。

　けだるい腕うでで携帯を拾い上げる。あと数分で午前が終わろうとしていた。

　思い切って体を起こしてみる。減へりすぎた腹が、捨てられた子犬のように切せつなげな声を上げた。最後に食事をしたのは、昨日きのうの朝だ。

　食欲はない。だが、食べないわけにもいかない。少し熱が下がったせいか、人間の体は不便だと頭が勝手に考えていた。

　体の浮ふ遊ゆう感かんは、朝よりも強くなっている。たった半日寝ていただけで、体が自分のものとは思えなくなっていた。

　ふらつきながらも壁に手をついて、宗太は部屋を出た。

　リビングに差し込む光が眩まぶしい。目を瞑つむり、手でさえぎったが遅かったか。視し界かいが白く塗りつぶされた。

　白の世界に、想定していない音がしている。

　記憶をたどると、それはコンロだ。誰かが火をつけた。

　だが、今、この家にいるのは宗そう太ただけのはず。ひなたは今ごろ四時間目の授業を受けているはずだ。何の授業か考えたが、思い出せなかった。

　ようやく視界が元に戻った。

　その瞬しゆん間かん、いるはずのない人物に宗太は声をかけた。

「おい」

「はい？」

　キッチンに立っている少女がはにかむ。

「学校はどうしたんだよ」

「宗太さんのことを、京みやこ先せん輩ぱいと巴ともえ先生にお話したところ、今日は特とく別べつ措そ置ちを許可するとのことでして」

「……何を話したんだ？」

「熱が酷ひどくて、今にも死んでしまいそうだとか、だいたいそんな感じの話をしたんだと思います。わたしも、朝は慌あわてていたので、実はあまりよく覚えていません……」

　なんとなく京と巴を前にしたひなたの姿すがたが想像できた。言っていることはよくわからないが、とにかく宗太の危機と、自分が心配でたまらないことだけを伝えたのだろう。

　結果、巴はずる休みを許可した。

　宗太は頭痛を感じて、顔を手で覆おおった。症状が悪化したのか、悪お寒かんが走る。

「えと、宗太さん、お腹空すいてませんか？」

　その台詞せりふは用意されていたもののように思えた。やっと言えたとばかりに、ひなたが浮かれた顔をしている。

「おかゆでも作って食べるよ……」

　構かまわずに宗太はキッチンに入ろうとする。その前にひなたが立ちはだかった。両手で宗太を押し戻そうとする。

「だめですよ。今日は寝ててください」

「飯めしを食うだけだって」

「そ、それは、わたしが作りますから！」

　ひなたが控ひかえめな胸を精せい一いつ杯ぱい張はった。見れば、ひなたは制服の上からピンクのエプロンをかけている。無ぶ愛あい想そうなウサギのマスコットがプリントされていた。

　ぼんやりとした頭が、ひなたを見て、かわいいという単語を思い浮かべていた。

　それを、慌てて宗太は振り払う。

　今問題にすべきは格かつ好こうではない。ひなたが料理をすると言ったことだ。

　二ヶ月以上も一いつ緒しよに住んでいるが、目の前の少女が料理を披ひ露ろうしたことはない。目のことがあるので、宗そう太たが一方的にできないと思い込んでいた。

「料理できるのか？」

「がんばります！」

「……いや、できるか、できないかをだな」

「がんばります！」

　こうなると押しても引いてもひなたは動かない。

「よし、わかった。がんばれ」

　一日くらい食事を抜ぬいても死にはしない。そう思い、宗太はキッチンから離れた。

　部屋に戻る前に振り向くと、ひなたが真剣な表情で包ほう丁ちようを取り出していた。怪あやしい光を刃は先さきが発する。

　死人だけは出ないことを祈りつつ、宗太は部屋に戻った。




　ベッドに足を伸ばして座すわる。

　時とき折おり、いや、頻ひん繁ぱんに、ひなたの悲鳴と、何かが壊こわれる音が届けられた。

　それでも、宗太は諦あきらめて待っていることにした。

　がんばっているのなら仕方がない。それも宗太のために。

　先ほど数えたら、絆ばん創そう膏こうの数は十枚に増えていた。

　毎日遅くまで京みやこの家で何をやっているのかは想像がつく。

　誰のためかもよくわかった。そんな一いつ生しよう懸けん命めいな気持ちがうれしくないはずがない。

　逆に、自分はそこまでしてもらえるだけの存在なのかと、疑問も頭を過よぎる。

（熱があるときに考えることじゃないな……）

　壁に体を預けた。冷たくて気持ちがいい。脳内の悩みも、薄らいでいった。

　そこに、扉とびらがノックされる。

「どうぞ」

「お待たせしました！」

　部屋に現れたひなたは両手でお皿を持っていた。その上には黄色い物体が載のっている。まさかと思いながら、目の前に来るまでそんなはずはないと宗太は決めつけていた。

　だが、そのまさかが疑うたがいようのない距離までやってきた。

「これ、ひなたが作ったのか？」

　ひなたが差し出した皿には玉子焼きが載っている。きれいな長方形とはいかず、ラグビーボールのように角が丸まっているが、見てくれはそう悪くなかった。

「つぶれたり、こげたりしてますか？」

　返事はせずに、宗そう太たはアルテミスコードを使った。

「あ、だめですよ！　風か邪ぜなんですから」

「んじゃ、あと五秒だけ」

「えっ！　あっ！」

　慌あわてて、ひなたが自分の作品に集中した。

「うっ……わたしの想像より、丸いです」

「いや、けど美う味まそうだ。食ってもいいのか」

「あっ！　ちょっと待ってください！」

　皿に添そえられた箸はしはひなたに奪うばわれた。玉子焼きが慎重に一口サイズに切られる。それを見えてもいないのに、器用に摑つかんだ。

「宗太さん、あ～ん」

「…………」

「あ～ん」

　自分で食べると言いかけたところで、ひなたの手が視し界かいに入った。新しい絆ばん創そう膏こうが貼られ、全部で十二枚になっている。誰もが綺き麗れいだと言っていたひなたの小さな手に、火傷やけどの痕あともできていた。

　何も言わずに、箸に摑まれた玉子焼きに宗太は食いついた。

「あれ？　食べました？」

「今、食べてる」

　ゆっくりと味わう。じんわりとだし汁が中から染しみ出だしてきた。どうやら、だし巻き玉子のようだ。

「ど、どうですか？　だめですか!?　犬も食わないですか!?」

「いや、おいしいよ」

「ほんとですか!?」

　宗太の感想にうそはない。本当によくできていた。

　照れくさくて、宗太はひなたからお皿を奪うと、一気に全部を平らげた。

「あ、まだ、一回しか、あ～ん、してないのに……」

　その不満は聞かなかったことにした。

　全部をひなたに食べさせてもらっては、人として何かが壊こわれてしまう。

「とにかく、ご馳ち走そう様」

「はい、お粗そ末まつ様でした」

「しかし、風邪のときに食う物なのか、だし巻き玉子って」

「ご、ごめんなさい。京みやこ先せん輩ぱいの合格をもらっているのが、今はこれだけでして、他のお料理をすることは固く禁じられているんです」

「ひなた」

「はい？」

「……その、ありがとな」

　風か邪ぜをひくと人は弱気になると誰かが言っていた。だからなんだと、宗そう太たはそれを言い訳にした。素す直なおになるのはやはり照れくさい。

「あ、お皿片付けますね！」

　ひなたも恥ずかしいのか、宗太から食器と箸はしを受け取ると、部屋から出て行った。

　何か飲もうと、宗太もそれに続く。

「あ、今はだめです！」

　部屋を出ると、真まっ先さきに戦場跡あとのキッチンが目に飛び込んできた。失敗作と思おぼしき残ざん骸がいが四皿ほど並んでいる。床には落とした玉子が散乱していた。

「見たらだめです！」

　今さら遅いが、宗太の視し界かいを潰つぶそうと、ひなたが飛びかかってきた。

　普段なら避よけられたが、風邪のせいで判断力の鈍った今の宗太に、回かい避ひは不可能だった。まともに正しよう面めんからひなたのダイブを受け止める。

　そのまま、床に押し倒された。

　ふたりの倒れる音と同時に、地の底から響ひびき渡わたるような呻うめき声ごえを宗そう太たは聞いた気がした。

「……今、何か聞こえました」

　宗太の胸にあごを乗せたままでひなたが言った。

　どうやら宗太の気のせいではないらしい。ひなたの耳は信用できる。

「今の、もしかして爆ばく発はつじゃないですか？」

　慌あわてて起き上がり、宗太はベランダに飛び出した。

　遠くに目を凝こらす。

　梅つ雨ゆの薄暗い街に、火の手が上がっていた。誕たん生じよう祭さいの出で来き事ごとによく似ていた。空に昇る黒い煙が、雨雲と同化していく。

　状況を把は握あくしようと思った瞬しゆん間かん、今度は部屋の方でひなたが声を上げた。

「あれ……わたし、何か変です」

　不自然な言動に宗太が部屋を振り向く。すると、糸が切れたように、ひなたが両りよう膝ひざを床についた。体が小こ刻きざみに震ふるえている。

　宗太を探さがすように両手が宙を彷徨さまよった。何か言おうとする唇くちびるがわずかに上下する。だが、言葉は音になっていない。

　宗太が声をかけるよりも早く、更なる異変が訪れた。

　小さな体から、アルテミスコードが無数の帯となって溢あふれ出だした。それは、数百の龍りゆうの群れにも見える。一いつ瞬しゆんにして、リビングは読解不能な文も字じ式しきに埋うめ尽つくされた。
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　宗そう太たも激流に飲み込まれた。

　直後、全身に焼けるような痛みが走った。

　皮ひ膚ふを見ても変化はない。感覚だけが襲おそいかかってくる。

「なんだよ、これ……」

　探さがし物ものでもするように、一匹の龍が宗太の左腕に絡からみついた。全身を悪お寒かんが駆かけ抜ぬける。驚きに続いて恐怖がやってくる。だが、最後に宗太が感じたのは、理解不能な状況への純粋な苛いら立だちだった。

　感情に任まかせて、左ひだり腕うでを振り上げた。その瞬しゆん間かん、腕が鉛なまりのように重くなった。バランスを崩くずして、無ぶ様ざまに左肩かたから床に倒れた。痛みは感じない。

　手の甲を見れば、宗太の意い思しに反してアルテミスコードが発動している。

　起き上がろうにも、体が言うことを利きかない。

　苦く悶もんの表情を浮かべながら、宗太はなんとかひなたに目を向けた。

　銀色の髪かみが重力を無視してゆらめく。まるで水の中にいるようだった。

　その目は虚こ空くうを見つめ、空を目指していた。

　何も映うつさないひなたの目がゆっくりと閉ざされる。

　それを合図に、帯おび状じようのアルテミスコードがひなたの胸元から体内に吸収されていく。秩ちつ序じよは保たれ、それぞれが絡からみ合あうことはない。満開の花がつぼみに戻っていくようにも見えた。その中心にひなたが包まれる。

　普段ならそのままひなたの体内に消えていくはずのアルテミスコードが、今日に限っては完全に消えなかった。まるでひなたを守る繭まゆのようになっている。

　宗そう太たは大きく息を吸い、ゆっくりと吐はき出だす。

　それから、重たい体をどうにか起こした。

　声をかけようと、口を開く。

　名前を呼ぶつもりだった。

　だが、その短い音を奏かなでる時間すら与えられなかった。

　名前を呼びかけたところで、ひなたは支えを失った人形のように仰あお向むけに倒れた。

　口を半開きにして、宗太はただ見ているしかできなかった。

　そのままひなたは動かなくなった。
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　ドアにかかったプレートを、宗そう太たは呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

　そこには「ひなたの部屋」と書かれている。

　プレートに描かれたウサギのマスコットが、宗太の入室を無言で拒こばんでいる。

　ドアの前に立たち尽つくしたまま、すでに一時間が経過していた。

　忘れたように繰くり返かえされるまばたきだけが、見る者にとって宗太が生きている証あかしとなっている。時間の流れから取り残されたようだった。

「真さな田だ君くん、あなたも休みなさい」

　背中にかけられた声は巴ともえのものだ。

　同じ台詞せりふも、七回目になる。

「真田、いい加か減げんにしろ。熱もまだあるのだろう」

　教師の口く調ちようから一変して、公こう安あん特とつ課かの人間としての顔が表にあらわれた。

　重苦しい表情で、宗太は初めて巴に応じた。

　振り向くと、パンツスーツの姿の巴が腕うでを組んで立っていた。ジャケットは着たままだ。シャツのボタンは一番上だけ外はずされ、首元の白さが目をひいた。

　巴が大きくため息を吐つく。

　思い直したように表情を引き締め、窓から外の様よう子すを窺うかがう。

「現場の消火作業は終わったようだな」

「……現場」

　うわごとのような言葉が零こぼれ落おちた。

　自分の声に、どこか現実味を見出せないでいる。

　現場、ともう一度口にすると、ようやく爆ばく破は事件が思い浮かんだ。

　爆音おんと空に昇る黒い煙。

　自分の目で見たにもかかわらず、随ずい分ぶんと前の出で来き事ごとのように感じる。

　事件発生から、まだ二時間しか経たっていないというのに。

　宗太の感覚は、爆破事件の直後に起きた異変によって狂わされた。

　リビングを見回す。名残なごりはもうない。

　目の奥には焼きついていた。突とつ如じよ暴あばれ出だしたひなたのアルテミスコードが。

　左手の甲に視線を落とす。右手で強く握にぎり締しめた。引ひっ張ぱり出されるような感覚は完全に消えている。妙みような違い和わ感かんとして記憶に刻きざまれているだけだ。

　床の一点を宗太は見つめた。

　ひなたが倒れ、そのまま動かなくなった場所だ。

　思い出すだけで、鼓こ動どうが早まった。血が体の中を走り回っている。何もしていないのに、呼吸は苦しくなってくる。

　あのあと、自分が何をどうしたのかはよく覚えていない。

　携帯で黒くろ田だに連絡をした気がする。救急車はまずいと判断した。それはひなたのアルテミスコードが、倒れてもなお発動したままだったためだ。

　電話で黒田に何を言われたかは、ほとんど頭に残っていない。

　連絡してから三十分ほどで、まず巴ともえがやってきた。遅れること二十分ほどして、今度は見知らぬ女性が訪ねてきた。

　簡単な自己紹介は受けた。それでも名前は思い出せない。白衣を着た女性だったことは、おぼろげながら片隅に残っている。

　そのあとの記憶は、ドアの木目と、ひなたの部屋のプレート、それからウサギのマスコットで埋うめ尽つくされた。

「何か証しよう拠こが出ればいいけど」

　巴の態度に、倒れたひなたを気にする様よう子すはない。ここに来てから、窓の外にばかり気を取られている。

　それが、宗そう太たの癇かんに障さわった。

「今は事件の話なんてやめてくださいよ」

　久しぶりに出た言葉は、刺とげ々とげしいものだった。

　途と中ちゆうで、八やつ当あたりだと自覚しても、感情を抑よく制せいする術すべは失われていた。

　巴は眉まゆひとつ動かさなかった。組んでいた腕うでを下ろし、ジャケットを脱ぐ。それから、手首のボタンを外はずして、シャツを肘ひじまで捲まくり上あげた。

　何も言わない巴に、宗太の苛いら立だちは余よ計けいに膨ふくらんだ。

「ひなたが倒れたんですよ!?」

　自分の言葉が胸に痛かった。事実が鋭い矢となって突つき刺ささる。

　不当に責められながらも、巴はなおも無言だった。それから、汚れたままのキッチンを、手て際ぎわよく片付けていく。ひなたの残した洗い物が放置されていたのだ。

「言いたいことはそれだけ？　今なら黙だまって聞いてあげるわ」

　言葉とは裏うら腹はらに、巴の声こわ音ねは宗太を突き放はなしていた。

　冷たい水をかぶせられたような気がした。

　子供の癇癪しやくに付き合ってくれると巴は言ったのだ。

「先生は……」

　声に乗った感情を確かめるため、宗太はあえて短く区切った。

「心配じゃないんですか？　わけのわからない倒れ方して……普通じゃなかったんですよ」

「……そうね。心配はしてないわ」

　言い切った巴ともえの言葉は、まだ途と中ちゆうのような気がした。その証しよう拠こに巴は手を動かしたまま、一いつ瞬しゆんだけ宗そう太たの様よう子すを確認した。

　それから、今度はひなたの部屋のドアを横目に捉とらえた。その様子を宗太は観察するだけで、口を挟はさむのはやめた。

　勢いよく流れていた水を、巴が止めた。

　急に部屋の中が寂さびしくなる。

「こういう日がくることを、私は知っていたから」

　あまりに意外な告白だった。

　宗太の口が、質問を探すように上下に動く。

　だが、すぐに言葉は出てこない。

　先に静せい寂じやくを埋うめたのは、巴だった。

「立花ひなたは、かぐや姫のひとりだから……」

　それは宗太にではなく、その場に落とされただけの呟つぶやきだった。

　聞きき逃のがしてしまうこともできた。

　それでも、宗太の耳は過敏に反応した。同じ単語を、最近耳にしていたから。

　自然に目が驚きに見開かれる。口はへの字に曲がって、頰ほおは強こわ張ばっていた。それを受け止めた巴もまた、宗太以上に訝いぶかしげな顔をした。

「……かぐや姫を知っているの？」

　わずかに警けい戒かい心しんが滲にじみ出だしている。

「待ってください。どういうことですか？」

「それを先に聞いたのは私よ」

　刑事の鋭い目が、宗太を射い抜ぬく。

「柿かき崎ざきですよ。死ぬ間ま際ぎわに、ひなたを見て言ったんです。さすがかぐや姫のひとりだって」

　眉まゆを寄せて巴が難しい顔をした。

「そのような報告は受けていない」

「そのときは意味がわからなかったですし、僕の聞き間違ちがえかもしれないと思ったから」

「他には何か言っていたか？」

「いずれ迎むかえが来るとかなんとか……。これで理解して報告しろなんて無む茶ちやですよ」

　それでもなお、巴の目はじっと宗太を見ていた。

「なんなんですか、かぐや姫って」

「詳くわしい話は専門家に聞くといい」

　そう言って巴は、ひなたの部屋の方を見た。

「そのために、黒くろ田だ課長は、菜な々な子こさんに連絡したのだろうし」

「菜々子さん？」

「やっぱり、覚えていないか」

　呆あきれたように巴ともえが笑う。その顔に、緊きん張ちよう感かんはもうない。

　質問を続けるタイミングは失われてしまった。

　居い心ごこ地ちの悪い沈ちん黙もくが訪れる。そこに、三時を知らせる時計のベルが鳴った。

　鳴り終わると同時に、何の前触れもなくひなたの部屋のドアが開いた。

　ひとりの女性が出てくる。体を伸ばして大きなあくびをした。

　フレアのロングスカートに、サマーセーターを着ている。その上から白衣を羽は織おっている。全体的にゆったりとして穏おん和わな印象だった。

　宗そう太たには目もくれず、女性は滑るような足取りで、ソファの真ん中に倒れ込むように座すわった。

「巴ちゃん、コーヒーはまだ？」

　まだも何も、そもそも注文すらしていない。

　それでも、十秒と待たせずに、巴はテーブルにカップを置いた。

　彼女こそが、巴の言っていた「菜な々な子こさん」なのだろう。

　少女のようにカップを両手で持ち、ふうふうと息を吹きかけてから口をつける。薄くルージュを引いた唇くちびるが、ミルクをたっぷりと入れたコーヒーを吸い上げた。

　そのまま、一度もカップを置かずに、中身を飲み干してしまう。

　いつのまにか、菜々子が宗太の方を見ていた。

「聞きたいことがあるのでしょ？　座ったら？」

　小こ首くびを傾かしげ、患者に席を勧めるように、正面のソファを手で示す。肩かた口ぐちまで伸びた、軽くウェーブのかかった髪かみがふわりと揺ゆれた。

「用がないのなら、研究室に戻ろうと思うけど？　これでも忙しいのよねえ」

　上じよう機き嫌げんな表情と、牽けん制せいするような言葉はどうにもアンバランスだ。

　ただ、冗じよう談だんを言っている様よう子すもないので、宗太はソファの向かいに座った。

　すると、入れ違いに菜々子が立ち上がる。

　疑問と抗議を半分ずつ乗せて、目の前の女性を見上げた。年齢は巴よりは上だろう。だが、見た目だけでは詳くわしいところはわからない。

「やっぱり場所を移しましょうか。どうせ、立たち花ばなひなたの話でしょ？」

　返事をまたずにひなたの部屋へと消える。

「早くしなさいな」

　会話のテンポが摑つかめずに、宗太は頭を搔かいた。助けを求めて巴を見る。

「いずれ慣れるわよ」

「諦あきらめろって言ってるのと同じですよ、それ」

　取り合わずに、巴が先にひなたの部屋に入った。

　最後に宗太も続く。

　後ろ手にドアを閉めた。

　真まっ先さきに、視線はひなたへと向かった。

　ベッドに寝かされている。倒れたときは制服だったが、今はパジャマに着替えさせられていた。寝顔は穏おだやかで、少しだけ宗そう太たは安心した。

　それでも、不安の方がまだ大きい。アルテミスコードは、発動したままだった。

　小さな体に、文も字じ式しきの帯が折おり重かさなって、繭まゆのような形を作っている。

　奇き怪かいな光景に焦あせりが募つのった。

「それで、質問は何かしら？」

　菜な々な子こは勉強机の椅い子すに、居場所を見つけている。巴ともえはベッドの脇わきに立ちに、ひなたの様よう子すを覗のぞき込こんでいた。

　宗太は部屋の入り口に立ったままだ。

「ひなたは大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「う～ん、君の言う大丈夫っていうのが、何をもって大丈夫とするのかによるかしら？」

「目を覚まして、今まで通りの生活ができるんですか？」

　言葉を慎重に選んで質問をぶつけた。

　今のひなたを見ていると、ずっとこのままなのではないかという不安が押し寄せてくる。おとぎ話の眠り姫のように思えてならない。

「王子様がキスをすれば起きるかもしれないわねえ」

「すみません。僕、今、余よ裕ゆうがないんで、そういう冗じよう談だんやめてもらえますか」

　宗太の表情から感情が消えていく。

　それでも、菜々子は微笑ほほえみを崩くずさない。

「巴ちゃん、次の新しん月げつはいつになるかしら？」

「二十三日の火曜日です」

「その日に目を覚ますわよ」

　想像とはかけ離れた返答だった。まさか、的てき確かくに日付を言われるとは思わず、五秒間ほど口を空けたままで間ま抜ぬけ面づらを晒さらした。

「それ、間違ちがいないんですか？」

　また冗談か何かの可能性もある。信じろという方が難しい。日付にまったく根こん拠きよが見えない。それ以前に、もっと大きな問題もあった。

　菜々子の正体を宗太はよく知らない。そのよく知りもしない人間の言葉を信用できるほど、宗太はお人ひと好よしではなかった。

　摑つかみ所のない菜々子の態度も、宗太の疑ぎ念ねんに拍はく車しやをかけた。

　宗太の動どう揺ようを楽しんでいるのか、菜々子は椅子をくるくると回して遊んでいる。

「理由も説明してあげましょうか？」

「その前に別の質問いいですか？」

「あらあら、何かしら？　今、君が一番に聞きたいことは、二十三日に立たち花ばなひなたが目覚める根こん拠きよだと思ったのだけれど」

「あなたは何者なんですか？　それがわからないと、あなたの言葉を信用する気にはなれないんです。すみません、面めん倒どくさい性格で」

　そこで菜な々な子こは声を上げて笑い出した。

　しばらく収おさまりそうにない。

「あなた、ものすごく賢い子なのねえ。黒くろ田だが好きそうなひねくれた子」

　そこでまたひとりで笑い出す。

　面おも白しろくなさそうな顔をして、宗そう太たは菜々子の言葉を待った。

「いいわよ～。お姉ねえさんのこと、何でも教えてあげちゃう」

　そこで、菜々子の目が一いつ瞬しゆんだけ巴ともえを見た。

　違い和わ感かんを覚えながらも、理由がわからずに宗太は見守ることにした。

「名前は吉よし川かわ菜々子。花も恥はじらう三十五歳。バツイチで今は独身。残念ながら子供はいないの。月つき乃の宮みや大だい学がく付属病院の助教授。あ、医者といっても、研究医の方なのだけどね。専門はもちろん、医学面からのアルテミスコード研究よ」

「研究医って、新しい薬とかを開発する？」

「ええ、毎日マウスと仲良く実験三ざん昧まい」

「極端な言い方ですね」

「あながち間違っていないもの。本当はねえ、普通のお医者さんになる予定だったのだけれど、私の性格だと患者さんを怒らせるだとか、不安にさせるだとか言われて、研究室に飛ばされてしまったの。全部、あの性格の悪い外げ科か部ぶ長ちようのせいなんだから。かわいそうでしょ？」

　同意を求める最後の言葉を、宗太は心の中で否定した。たった五分話をしただけで、彼女が研究医になってくれてよかったと思っている。しかも外科とは恐ろしい話だ。

「巴先生とは知り合いなんですか？」

　苗みよう字じではなく、名前で呼ぶあたり、昨日きのう今日きようの顔見知りというわけではないのだろう。

「もう十年近い付き合いになるのかしらねえ？　巴ちゃんも、キョウちゃんも、私の研究に協力してくれていたのよ」

　体が勝手に巴の方を向いていた。

「その反応は知らなかったみたいね。私もムーンチャイルドだったのよ」

　別に隠かくすつもりもないのか、巴の反応は素そっ気け無ない。

　はあ、と曖あい昧に返事をして、宗太は話を戻した。

「黒くろ田ださんとも知り合いなんですよね？　それに、僕たちのことも知ってる」

　笑顔で菜々子が頷うなずく。

「黒くろ田だは、元もと夫おっとで、私は元妻つまだもの」

「えっ!?」

　この日、一番の驚きだった。

　想像の中に、黒田と菜な々な子こを並べてみる。だが、上う手まくイメージがわかない。そもそも、黒田が結婚をしていた時期があるなど初耳だった。

「私が結婚していたことが意外？　それとも黒田の方かしら？」

　両方だという言葉を、宗太は無表情の下に隠かくした。

「黙だまることが最善の返答だってことを、その歳としでもう理解しているのねえ」

　怒るどころか、菜々子はますます楽しそうな顔をする。

「どうして結婚して、どうして別れたのかも知りたい？」

「いや、別に、それは……」

「菜々子さん、話が逸それています」

　巴ともえの制せい止しも聞かず、菜々子は続けた。

「ふたりで愛を誓ちかい合あったから結婚をして、黒田に新しい女ができたから別れたのよ」

　駅までの道どう程ていでも説明しているかのような口ぶりだった。

「でも、仕方がないかなあ～って今は思うの。だって、その新しい女ときたら、知的で理性的で、仕事もできて、すっごい美人なのよ。おまけに私もよりも十歳も若いんだもの」

　その目は露ろ骨こつなまでに巴を見み据すえている。

　巴が困こん惑わくの色を表情に浮かべるのを、宗太は初めて見た気がした。

　そして、そのことが、ひとつの答えを教えてくれた。

「子供の前で、平然とそういう話をするところも、原因だったんじゃないんですか？」

「大人おとなぶった話し方をする癖くせに、子供を武器するのはずるいわよぉ。けど、君の言うことにも一理あるかな。女としては、だめな私」

　これ以上話が逸れる前に、宗太は本題を切り出した。

「あなたのことはわかりました。だから、ひなたが八日後に目を覚ます根こん拠きよを教えてください」

「今ので私の言葉を信用するの？」

「黒田さんや巴先生が信用してるみたいなんで」

「つまり、君は私じゃなくて、黒田や巴ちゃんの判断を信用するんだ」

「悪いですか？」

　最後の確認には、菜々子は応じなかった。

「かぐや姫は新しん月げつに目を覚ます。これは過去のデータが物もの語がたっているのよ」

　菜々子はしゃべりながら立ち上がると、宗太の前まで歩み寄ってきた。

「アルテミスコードを使ってくれる？」

　言われるままに、発動させる。左手の甲に、文も字じ式しきがあらわれた。

「一般に、アルテミスコードは三つのステータスに分類されているのは知っているわよね？」

「ステータスⅠ、Ⅱ、Ⅲなら」

　菜な々な子こが満足げに頷うなずく。

「それ、警察では危険度のレベルとしているようだけど、元もと々もとは学術的な分野で、コードの数を分類したものなの」

　宗そう太たのアルテミスコードを菜々子が指でなぞる。鳥とり肌はだが立った。

「君の場合はステータスⅠ。すなわち、一ひと桁けたのコードしか保有していない。これは全体の約八割にも及ぶの」

　また話が逸それているような気がしたが、宗太は黙だまって聞いていることにした。

「次のステータスⅡは、二桁から三桁のアルテミスコードを持つ対象を示すもの」

「四桁以上がステータスⅢってわけですか？」

　菜々子がしっかりと頷く。

「一点だけ修正するとするなら、四桁以上、六桁以内というところかしら。ステータスⅢとはいえ、多くても六桁が限界。君が知る中で一番保有数の多いキョウちゃんでも、七万二千コードくらい。七桁に到達した子は、表向き存在しないことになっているわ」

「表向きってどういうことですか？」

「七桁以上のコードを持つ子が、ごくまれに生まれるの」

　そう言って、菜々子はベッドに目を向けた。あまりに意図的な視線だ。

「……それがひなただって言うんですか？」

「彼女の持つコードがどれくらいか知っている？」

　突然の質問に、宗太は押し黙った。ぱっとは数が思いつかない。普段、コードの数など気にはしていないのだ。ただ、多いか少ないかを視覚的になんとなくで認識するだけだ。

「ヒント、ものすご～く多いわよ」

「一千万とかですか？」

「全然少ない」

「なら、一億おく」

「話にならない」

「一兆ちよう？」

　菜々子が退屈そうな目をする。

「常識は非常識になり、非常識が常識になる。これ、アルテミスコードと向き合うときの原則なのは知っている？」

　目だけで宗太は頷いた。

　菜々子はそれを無視して、ひなたに近づいた。

「数を聞かれたからって数で答えたらだめよ。立たち花ばなひなたが体内に宿すアルテミスコードの総量は、もはや数字では表現できないのだから」

　もう答えは教えたとばかりに、菜な々な子この顔が語っている。だが、宗そう太たは眉まゆを寄せるだけだ。

「すなわち、無限。観測しようにも、測定しきれないということよ」

　何かの冗じよう談だんかとも思った。

　どれだけ大きな数も、数えていけばいつか終わりがくる。それがどれだけ天文学的な数値であったとしても、数に終わりはあるはずだ。

「ごくまれに、この子のようなムーンチャイルドが誕生するの。そして、そうした子に共通して起こる現象がこれ」

　アルテミスコードに包まれ、今も、ひなたは安らかに眠っていた。

「学術用語においては、ステータス∞。海外ではアペイロンと呼ぶらしいわ。日本での呼び名はもうわかっているわよね？」

「かぐや姫」

「正解。由ゆ来らいは簡単よ。今から十二年前、世界で初めてこうなった子が、目覚めて一番最初に口にしたの。『かぐや姫』と。その子に話を聞くと、彼女は眠っている間中、かぐや姫の物語を夢に見ていたと言うのよ？　その後も、同じ症状があらわれた子は、口を揃そろえてかぐや姫の名をあげたの。竹たけ取とり物もの語がたりなんて知らない海外の子供までね。もちろん、当事者たちには何の関連性もなかったし、他のかぐや姫の存在すら知らされていなかった。ね、信じられないでしょ？」

　説明されても、理解にはほど遠い内容だった。言葉を認識しながらも、感覚が追いついていっていない。

　それでも、宗太は重要なことだけは見失わずにいられた。

「過去のデータっていうのは、他のかぐや姫の話ってことですよね」

「彼女を含ふくめて、かぐや姫は全部で六人確認されているのだけれど、過去にこの現象を引き起こした子は、必ず新月の夜に目を覚ましたの。確率は百パーセント。理由はわからないけど、結果はわかっている。嫌いやな話だけど、納なつ得とくしてくれた？」

　これ以上の話を聞いても、理解が追いつくとは思えない。ただ、ひなたが目を覚ますことが確実というのなら、それは信じるしかなかった。

「かぐや姫って何なんですか？」

「何なのかしらねえ」

「十二年も前から研究してるなら、何かわかってるんじゃないんですか？」

　部屋の空気が変わるのを宗太は感じた。

　菜々子の笑みも薄れている。

「残念だけど、かぐや姫の研究は殆ほとんど進んでいないのよ」

「どうして？」

「死んでるの。立たち花ばなひなた以外の、かぐや姫はみんな」

　宗そう太たは一歩下がった拍ひよう子しに、壁に背中をぶつけた。

「死因は？」

「事故や病気だって、私は聞いてるけど？」

　確認するように、菜な々な子こは巴ともえを見ている。

「私もそう聞いています」

「偶然で納なつ得とくしろって言うんですか？」

　ひとりを除のぞいて全員が、というはできすぎている。誰かしらの意い思しと、何かしらの陰いん謀ぼうが関わっていると疑うたがわずにはいられない。

　目を細めて、慈いつくしむように宗太は眠ったままのひなたを見た。

「誰かに殺されたという可能性は？」

「ないとは言い切れない。だが、かぐや姫は誰もが強大な力を持っていた。みすみすと殺されるとは考えにくいというのが現実だ」

　確かに、巴の発言も理屈は通っている。ひなたの重力支配と同レベルの能力をかぐや姫は持っていたはずだ。それを打うち破やぶる力など、すぐには思いつかない。

　沈んでいく感情を引き止めるように、突とつ如じよ、巴の携帯が鳴った。

　失礼と言葉をかけてから、巴が電話に出る。

「立花ひなたの方は問題ありません。はい……すぐに私も現場に出られます」

「相手は黒くろ田だみたいね」

　短いやり取りを終えて、巴が電話を切った。

「爆ばく破はされたのは国立アルテミスコード研究所だって聞いたけど、被害状況はどうなの？」

「それは……」

　部外者に下へ手たな情報を与えるわけにはいかない。

「無む償しようで出張しているのだからそれくらい聞かせてくれてもいいんじゃなあい？」

「六名の研究者が遺体で見つかったそうです。恐らく、現場を掘り起こすことで、まだ、数は増えるかと。それと、研究所にいたムーンチャイルドが全員行ゆく方え知しれずになっています」

「だとすると、しばらく私の周まわりも騒がしくなりそうね」

　もう帰るとだけ言って、菜々子は部屋を出て行こうとする。その背中を宗太が呼び止めた。

「ひとついいですか？」

「なあに？」

「国立アルテミスコード研究所ってどんなところですか？」

　宗太の目は一いつ瞬しゆんだけ、眠ったままのひなたに向けられた。それで質問の意い図とを菜々子は理解してくれたのだろう。

「子供を軟なん禁きんして研究を進めるだとか、実験と称しようして気き絶ぜつするまでアルテミスコードを使わせるだとか、そういう行為があるかと言えば、やっているでしょうね」

　無意識に宗そう太たは拳こぶしをきつく握にぎった。爪が手のひらに跡をつける。

「他にも聞きたいことがあれば、ここに連絡をちょうだいね。デートのお誘さそいも歓迎するわよぉ」

　差し出された名刺を、なんとなく受け取った。堅かた苦くるしい印象の四角い紙切れと、菜な々な子このイメージがどうにも結びつかない。

「あ、そうだ、巴ともえちゃん。黒くろ田だに伝えといて。よりによってあなたを連絡役にするだなんて最低だって」

「はい。確かに伝えておきます」

「ふふっ、冗じよう談だんよ」

　菜々子がいなくなると、急に部屋は物もの悲がなしくなった。

　自然とため息が零こぼれた。巴もくたびれたような顔をしている。目が合うと、薄く笑い返してきた。

　リビングに戻って、冷めたコーヒーをすする。

　苦味が口の中いっぱいに広がる。

　カップを口に運んでいた。

　最初の言葉を切り出すのに、お互い躊躇ためらっていた。

「真さな田だ……君？」

　教師とも刑事ともつかない中ちゆう途と半はん端ぱな呼びかけだった。

「黒田さんとのことは聞かなかったことにさせてもらいます。勘かん弁べんしてください」

　自分の言いたいことだけを、先に宗太はまくし立てた。

「そうしてもらえると私も助かる」

「代わりと言ってはなんですが、ひとつお願いがあります」

「却きやつ下か。そんな交換条件にはのれないわ」

「……まだ、何も言ってませんよ」

「学校を休ませろというのでしょう？」

　図ず星ぼしだった。

「少しは冷静になって考えなさい」

　さっきまでのどっちつかずの態度から、今は完全に教師としての立ち振る舞いになっている。

「真田君まで一いつ緒しよになって時間を止めるつもり？」

　的てき確かくな一言が、宗太の戦意を一いつ瞬しゆんして削そぎ落おととした。

「ひなたちゃんが目を覚ましたときに、真田君が学校を休んでいたと知れば、どう思うかしらね」

　痛いところばかりをついてくる。

　ひなたのことだ。自分のせいで宗太に迷めい惑わくをかけたと落ち込むだろう。その様よう子すが手にとるようにわかる。

「時間の流れは、人間の都つ合ごうなんてお構かまいなしなの。もうわかっているでしょ？　真さな田だ君が立ち止まっても、世の中は勝手に前に進むわよ。ひなたちゃんのことが心配でも、夜になって朝がくる。爆ばく破はテロは起こり、犠ぎ牲せい者しやは増えていく。言いたいこと、わかるわね？」

「全部背せ負おって前に行くしかないってことですか？」

　それには肯定も否定もしてこない。宗そう太たが出した答えが答えだと、巴ともえの瞳ひとみが語っている。

「わかりました。まずは熱が上がってきたみたいなんで、僕も寝ます」

「それがいいわ」

「ひなたのことは……」

「私と京みやこが交代で見に来るから。昼間は菜な々な子こさんにお願いすれば来てくれるでしょう」

「……大だい丈じよう夫ぶですかね」

　看かん病びようと称しようして、ひなたを研究対象にしないかが心配だった。

「最低限の節度は守ってくれると思うわ」

　大丈夫と言ってこないあたり、巴も同じことを考えているのだと宗太は悟さとった。

　力なく笑えみを作ると、宗太は自分の部屋に引きこもった。

　何をするにも、体調を万ばん全ぜんの状態にするのが先だ。

　緊きん張ちよう感かんから解放されたせいか、ベッドに倒れると、やけに体を重く感じた。

　まぶたを閉じる。

　意識はすぐに夢の中へと落ちていった。
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　翌よく日じつになっても熱は下がらず、宗太は火曜日も学校を休んだ。

　一夜明けた水曜日、登校時から妙みように視線を感じた。

　最初は気のせいかとも思った。病やみ上あがりで、体の感覚がおかしいだけだと。

　だが、校門を抜ぬける頃には、面めん倒どうなことになっていると宗太は理解した。

　下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替かえる際、同学年の女子ふたりが、こちらを見ながらこそこそと内ない緒しよ話ばなしをしていた。

　無視して教室に向かう。

　すると今度はクラスメイトから視線の集しゆう中ちゆう砲ほう火かを浴びた。

　平静を装よそおいながら、自分の机を目指す。途と中ちゆうで後ろから浅あさ井いに肩かたを組まれた。

「で、どこまでいったんだ？」

　意味不明な問いかけだ。当然、宗太は無視を決め込んだ。

　席に座すわり、状況を順番に並べてみる。

　月曜日、熱で休んだ。火曜日、同じく体調不良で休んだ。

　水曜日に登校。登校時に、感じた視線。クラスメイトの目。それから浅あさ井いの質問。

　目の端はしで、ひなたの机を見た。

　宗そう太たの何でもない行動に、クラス中が注目している。

　はあ、と深くため息を吐ついた。

　大体のことは推理できた。

　恐らく、宗太とひなたは一いつ緒しよになって学校をサボったことになっている。泊り込みの旅行にでも出ていたという筋すじ書がきだろう。

　すぐに宗太は浅井を捕つかまえて問とい詰つめた。

　馬鹿げた想像が、ぴたりと一致していることに苦笑した。

　噂うわさを流した張ちよう本ほん人にんも大体わかった。京みやことつばめだ。

　すでに学校中に知れ渡っている。こうなっては否定したところで無む駄だだ。

　面おも白しろい方を真実と捉とらえるのが、学生の本ほん分ぶんなのだから。

　宗太は諦あきらめて、その件には触れないで通すことにした。

　大たい概がいの視線は、気にせずにいられた。

　ただ、真後ろから突つき刺ささる氷の眼まな差ざしだけは、ずきずきと痛んだ。

　せめて、何か言ってくれればありがたいのだが、千歳ちとせは何も言ってこない。

　振り向いて話しかけようとしても、するりとかわされてしまう。

　そんな拷ごう問もんのような時間も、あとは帰りのＨＲを残すのみとなった。

　巴ともえから体育祭が近いからといって浮かれないようにと注意が投げかけられる。

　体育祭が終わればすぐに期末試験だということを忘れるなと。

　早く終わってほしいという一心だった。

　今すぐ席を立って逃げ出したい。

「里さと見みさん」

　巴の上げた名前に、宗太がびくりと肩かたを揺ゆらした。

「はい」

「悪いけど、立たち花ばなさんが出てくるまで、実行委員の手伝いをお願いね」

「わかりました」

　さらりと交かわされたやり取りを、宗太は頭の中で反はん芻すうする。

　混乱しているのか、脳がなかなか状況を認識してくれない。

　構かまわずに日直が帰りの挨あい拶さつを済ませた。

「いこ」

　機き械かい仕じ掛かけの人形のように、宗太はぎこちなく振り向く。

　横目に宗太を捉とらえ、何か言いたそうな顔を千歳はしている。

　それでも、それ以上口は開かずに廊ろう下かに出た。

　慌あわてて追いかけて隣となりに並ぶ。

「手伝いとはどういうことか、説明してもらってもよろしいでしょうか」

　直視するのを避さけ、横目で千と歳とせを見る。

「真さな田だ君とひなたちゃんがお休みの二日間、私と浅あさ井い君が代理で実行委員をしたの」

「里さと見みは委員会やってるじゃないか」

「だからあくまで代理」

　千歳は知らないのだろうが、ひなたは今週やってこない。

　菜な々な子この言葉を信じれば、目を覚ますのは次の新しん月げつの日。学校に来るのは、来週の水曜日だ。丸々一週間ある。

「別に、風紀委員の仕事は忙しくないし」

「や、けど……」

「私だと、迷めい惑わくなんだ」

「そういう意味じゃなくて」

「真田君、慌ててる」

　ちぐはぐな会話をしながらも、千歳はすたすたと足を進める。

　宗そう太たの方が追いかけるようなテンポになっていた。

「辞退してほしいならするよ？」

「辞退はしなくていいけど」

「なら、普通にしてよ。なんか私もやりにくい」

「ごめん」

「別に、謝あやまらなくていいのに」

「それもごめん」

「……真田君、私のこと馬鹿にしてる？」

　口に出すと誤解を招くので、宗太は首を左右に振った。

「じゃ、ここから普通にしてね」

「わかったよ」

「……よかった」

　俯うつむき加か減げんで、微かすかに千歳が笑った気がした。

　けど、それを指し摘てきすると、またおかしな会話になるように思えて、宗太は口を噤つぐんだ。お互い何も言わずに、生徒会室へと急ぐ。

「何か、話してくれない？」

　耐えかねた千歳が横目で宗太を見上げていた。

「里見……なんで今年も風紀委員やってるんだ？　風紀の乱れが許せない！　とかいうわけでもないだろ？」

　質問と同時に、校内放送がかかった。

「理由はあったけど、あんまり意味はなくなっちゃったかな……」

　放送は聞き流すつもりでいたが、宗そう太たの名前が呼ばれている。

　至急、物理準備室に出頭せよと。

「意味って？」

「呼ばれてるよ？」

「最後まで聞くくらいの時間はあるよ」

　宗太は立ち止まったまま動かなかった。

「ほんと、なんでもないから」

「そう言われると気になるんだけど」

「……関係ないよ。今年から全然遅刻しない真さな田だ君には」

　口を尖とがらせ、拗すねたような照れたような顔をする。早口に言い終えると、千歳ちとせはすぐに背中を向けた。そのまま、生徒会室の方へと小走りに駆かけていく。

　取り残された宗太は、わけがわからずに頭を搔かいた。

「僕は遅刻した方がいいのか？」

　口に出したことで、ひとつの考えが浮かんだ。

　去年、よく目にした光景を思い出す。それは風紀委員による校門での遅刻チェックだ。

　淡々とした表情で、校門前に立つ千歳が脳のう裏りに過よぎった。

　恐らく、これまでに千歳と一番多く言葉を交かわした場所でもある。

　デザートをおごる代わりに、何度も遅刻を見み逃のがしてもらっていた。

　もう懐なつかしくすら感じる。それは恐らく、ここ三ヶ月のひなたとの共同生活が、濃のう密みつだったせいなのだろう。

　宗太はぼんやりと、小さくなっていく千歳の背中を目で追った。

　だが、すぐに角を曲がって見えなくなってしまった。

　それから、思い出したように、物理準備室へと向かった。
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　物理準備室の前に立ち止まると、二度ノックをした。

「どうぞ」

　返事は巴ともえのものではない。京みやこの声だった。

　促うながされるままに入室する。

　室内には、京のほかに明あき人との姿すがたもあった。

　パソコンの前に明あき人とが座すわり、後ろから京みやこがモニターを覗のぞき込こんでいる。

「何の用ですか？」

「これ見て」

　京が後ろに下がって、宗太の居場所を作る。

　ふたりの真剣な表情に、体が勝手に少し身み構がまえた。

　だが、心の準備としては甘かった。

　モニターの映像を見て、宗太はとっさに口元を手で覆おおった。

　真まっ白しろな部屋に、ひとりの少年がいた。

　手足は鎖くさりに繫つながれ、頭部、腹部を中心に、心しん電でん図ずのような器具が無数に取り付けられている。

　目は虚うつろ。遠くを見み据すえたまま焦点が定まらなくなっている。

　蓄ちく積せきした疲労に耐え切れず、足元がふらついてる。立っているのもやっとの感じだ。

　そんな状態で、うわごとのように、母親を呼んでいた。

　大人おとなの罵ば声せいが響ひびき渡わたる。

　アルテミスコードを使えと、怒ど鳴なり散ちらしていた。

　宗太は顔をモニターから背そむけて、京を見た。

「なんですか、これ？」

「先日爆ばく破はされた国立アルテミスコード研究所で行われていた実験の様よう子すを録画したものよ」

　心臓に痛みが走った。

　体の中で骨が軋きしむような音がする。

　宗太が感想を口にする前に、京がさらに続けた。

「銀の箱はこ舟ぶねがネット上に公開したの。国立機関の罪を糾きゆう弾だんするといってね」

「人権なんてあったものじゃないですよ」

　明人の唇くちびるが震ふるえていた。

　モニターの中の少年は、明日の自分の姿かもしれないのだ。

「これ、もうマスコミには？」

　京がそっと目を閉じた。

「動画サイトには警察の方から削さく除じよ依い頼らいを出しているけど、もう手遅れでしょうね」

　脳が乾いていくような錯さつ覚かくが宗太を襲おそった。

　不快感が胃に沈ちん殿でんしていく。

「飲みます？」

　差し出されたペットボトルのウーロン茶を、宗太は迷まよわずに飲んだ。

「サンキュ」

　キャップをして、明人に返す。どこか寂さびしそうな顔をしていた。

「どうしてこんなことを」

「必要だと感じる人がいるからでしょ」

　京みやこだけは冷静だった。淡々として、冷たい印象すらある。だが、それが逆に普段の京の様よう子すと違いすぎて、宗そう太たは彼女が憤いきどおりを感じているのだと理解できた。

　もう見ていられないとばかりに、明あき人とがブラウザを閉じた。

　パソコンのファンが、沈ちん黙もくをわずかに紛まぎらわした。

　嫌いやな感覚だけは、体にしっかりと残っている。

　国立アルテミスコード研究所。

　普段なら気にもしない名前だ。

　だが、ひなたが以前いた場所だと宗太は知っている。そして、さっきの映像を嫌いやでもひなたに重ねてしまう。

　わけもわからず、まぶたの奥が熱くなった。

　体の中心にどす黒いものがとぐろを巻いていく。それに、宗太は殺意と名前をつけた。

　今にも爆ばく発はつしそうだ。

　不純物を吐はき出だすように、宗太は握にぎった拳こぶしを思い切り本ほん棚だなに叩たたきつけた。

　熱さの後に、鈍い痛みが走る。

　嵐が過ぎ去るのを、奥歯を嚙かみ締しめて堪こらえた。

　そこへ、ノックもなしにドアが開いた。

　三つの視線が、入り口へと向かう。

　やってきたのは、つばめだった。

「アルテミスコード研の実験映像見てはりましたか。そないなもんで顔青くしてたら、こんさきやってられまへんえ」

「どういう意味ですか」

「人の無自覚の悪意ゆうんは、もっとえげつないもんです。気が向きはったら、黒くろ田だはんにゆうて、ウチが西から持ち帰ったムーンチャイルド狩がりの映像でも見たらええ思います。人が獣けものになるとこが見れますえ。ご飯が二、三日は食べられへんようなりまっさかいに」

「あんなもの、見る必要はないわよ」

　京の声の冷たさに、宗太は妙な寒さむ気けを感じた。

「で、何かわかったの？　銀の箱はこ舟ぶねのことは」

「ええ、少し面おも白しろい話を見つけました」

　スカートのポケットからつばめが一枚の写真を取り出す。右みぎ端はしの三分の一は切れてなくなっている。

　写真には十三人の子供が写うつっていた。年齢は三歳くらいから十五歳くらいまで。幼稚園のような建物の前で撮影されたものだ。

「この写真がどうしたんですか？」

「よう見とうくれやす」

　間ま違ちがい探さがしでもするように、宗そう太たはひとつひとつを丹たん念ねんに確かめた。そして、気づいた。門の柱の部分に『銀の箱はこ舟ぶね』という看かん板ばんがかかっていることに。

「銀の箱舟」

「そこに写うつってはるのは、皆が皆、月のかけら落下で、両親を失った子供らです。銀の箱舟ゆうんは、災さい害がい孤こ児じを集めた施設の名前だったらしいですわ」

　写真に写った子供たちの表情はどこか険けわしい。笑顔もあるのだが、内に秘められた張はり詰つめた空気を宗太は感じた。

「だったってことは、今はもう？」

「ええ、残念ながらあらしまへん。この写真が撮られた数ヵ月後には、研究施設になってしまったんですわ」

　何の研究施設かは言うまでもない。アルテミスコードを研究するための施設だ。

「全員かどうかはわからしまへんけど、収容されてた子供らの殆ほとんどが、ムーンチャイルドだったゆう話です」

「爆ばく破は事件を起こした銀の箱舟との関連性はあるんですか？」

「今んとこはなんとも。ただ……」

　途と切ぎれた言葉の続きが気になって、宗太は写真から顔を上げた。つばめにしては珍しい話し方だった。

「ウチの私見やけど、関係ありやと思うてます」

「その根こん拠きよは？」

「こん施設にいた子供らは、親兄弟を蘇よみがえらせる遊びをしてたらしいですわ。当然、アルテミスコードをつこうてな。そん子供らが中心になってＳＮＳの銀の箱舟を作らはったんなら理屈にあいまっしゃろ？　自分らでだめだったら、協力してくれる人らがほしい思うはずや」

　確かにキーワードでは繫つながっている。三年ほど前に、銀の箱舟がマスコミに取とり沙ざ汰たされた際、月のかけら落下で失った家族を、アルテミスコードによって取り戻そうとしている集団であるという噂うわさが流れた。それは宗太もよく記憶している。

「黒くろ田だはんに聞いた話じゃ、当時、施設ん周辺では、なんやおかしな事件があったらしいでっせ。動物が暴れだすやら、植物が動き出すやらってゆう。ま、事件にはなってへんようやったけど」

「オカルトじみた話ね～」

　京が簡単に感想を付け加えた。

　ふたつの銀の箱舟を結びつけるには根拠としてはまだ弱い気がする。ＳＮＳの銀の箱舟を立ち上げた人間が、たまたま施設の銀の箱舟の存在を知っていただけかもしれない。果たして、そういう確率がどれほどあるのか見当もつかないが。

　宗そう太たが写真に目を戻すと、明あき人とがある一点をじっと見み据すえていた。

「中なか条じよう、どうかしたのか？」

　突然声をかけられたせいか、小さな肩かたが大げさに揺ゆれた。

「い、いえ、なんだか寂さびしい写真だと思いまして」

　そう言って一度は宗太を向きながらも、明人はすぐに写真に目を戻した。その横顔は、真剣そのもので、少し気にはなったが、他の疑問を解消するのを宗太は優先した。

「この写真が撮とられたのはいつです？」

「月のかけらが落下して一年後くらい、今からだと十四年前やと、ウチは聞いとります」

　顔を上げるとつばめと目が合った。やり取りを楽しむような光が宿っている。

「あと知りたいんは、写真をどこで手に入れたのかと、子供たちの所在でっしゃろか？」

　返事の代わりに宗太は頷うなずいた。

「子供らの所在は現在不明。写真は、三年ほど前に、銀の箱はこ舟ぶねが話題に上がりましたやろ？　そんときに公安総務課が調査に出て、施設の関係者から手に入れたもんやそうです」

「関係者から、施設の子供たちのことが聞けたんじゃ？」

「それがなあ、そん関係者ゆうんも、接せつ触しよくから数日後に、事故で亡くなってはる言われましてな。ウチも怪あやしい思うてますねん」

　何者かの意志によって、筋すじ道みちを絶たれているように思える。だが、宗太やつばめがそう感じるということは、当時調査に当たっていたという公安総務課も同じ疑ぎ念ねんを抱いたはずだ。それなのに、謎なぞが謎のまま残されている。

「子供たちの所在が不明な理由は？」

　つばめが首を左右に振った。

「何も情報が残ってないっていうのはおかしくないですか？」

「誰かが意い図と的てきに隠かくさん限り、こうはならしまへんわな」

「ねえ、この写真の銀の箱舟なんだけどさ、どこの研究施設になったわけ？」

　京みやこの質問に、つばめはすぐに答えなかった。それどころか、悪戯いたずらを思いついたような顔をして、逆にどこだと思うかと聞き返してきた。

　この月つき乃の宮みやにアルテミスコードの研究施設は数多くある。三割ほどが国営機関で、残り七割は企業や私立大学の研究所だ。

　つばめの性格を考こう慮りよすると、おのずと答えはひとつに絞しばられていくような気がした。

「まさか、月乃宮大学じゃないですよね？」

　宗太の発言に、京と明人が露ろ骨こつな驚きを示した。

「ええ、そのまさかですわ」

　元もと々もと、月乃宮大学がアルテミスコード研究のために、国営機関として作られたものだということは宗太も知っている。その後、高等学校、中学校、小学校、幼稚園の順番に教育の幅はばを広げていったのだ。

　これで、子供たちの所在が不明であることへの謎なぞがますます深まった気がした。名簿の管理が杜ず撰さんであったがために、記録が失われただけという可能性もゼロではない。だが、それにしてはやはり都つ合ごうがよすぎるように思えた。

「ま、ウチの方はそんなとこです。宗そう太たはんはどうでっしゃろ？」

「……今はまだ、なんとも。けど、もしかしたら、次の爆ばく破は現場を特定できるかもしれません。その可能性は見つけてあります」

「ほう、そらあ大きくでましたなあ」

「何か手がかりでも摑つかんだの？」

　それに宗太は首を横に振った。

　代わりにまったく違う話題を投げかける。

「月つき乃の宮みやに、教会ってありましたっけ？」

「教会ねえ」

　唇くちびるに人差し指を当てて、京みやこが考え込む。

「ウチは知りまへん」

　明あき人とも情報は持っていないようで、パソコンを使って調べ出した。

「礼れい拝はい堂どうでよければ、すぐ近くにあるじゃない」

「これのことですか？」

　明人がモニターにそれらしき建物を映うつし出だした。

　どこの施設か確かめようと、宗太はページに目を凝こらす。すぐに、あ、っと間ま抜ぬけな口を開けた。そのＨＰは月乃宮大学のものだった。礼拝堂は大学の施設の一部なのだ。

「なんで急に教会なの？」

　どう説明したものか、一いつ瞬しゆんだけ悩んだ。下へ手たに隠かくし立だてをするよりは、ストレートに全部話した方がいいと判断した。

「この前、花火を見た公園で、シスターの格かつ好こうをした女の子に会ったんですよ」

「へえ、宗太君、そういうのが好きなんだ」

　京のからかいは無視して話を続ける。

「その子に言われたんです。早く帰らないと雨に降られて風か邪ぜをひくって」

　話の成り行きに何か思うところがあったのか、京もつばめも、そして、明人も口を閉ざして、宗太の様よう子すを窺うかがってきた。

「それ、いつのこと？」

「日曜日です」

　事実、雨に降られ、月曜日にはダウンした。火曜日もまだ熱はあった。今日になってようやく学校に出てこられたくらいだ。

「真さな田だ君は、その子がムーンチャイルドだと思ってるんですね」

「いや、自分でムーンチャイルドだと言ってきたんだ」

「ふ～ん、なるほど。もし本当なら、未来予知能力とでもいうのかな。宗そう太た君は、それに期待しているわけね」

　馬ば鹿かげた妄もう想そうかもしれない。だが、常識が非常識になり、非常識が常識になる。それがアルテミスコードであるとするなら、妄想が現実になることもありうる。

「ありえない話じゃないかもしれないわね」

「え？」

「なんで、言い出した宗太君が意外そうな顔するのよ」

「だって、絶対に誰も信じてくれないと思ってましたから」

「ま、宗太君の話だけだったら、そうだったかも」

　まるで他に情じよう報ほう源げんがあるような言い方だ。

「……どういうことですか？」

「今、噂うわさになってるのよ。その礼れい拝はい堂どう」

　ホームページの写真を、京みやこが視線で示す。

「懺ざん悔げ室しつにいるシスターに恋愛相談すると、必ず上う手まくいくってね」

「はあ？」

　テロとはかけ離れた言葉に、思わず口をあけてしまった。

「なんか、あたしが馬鹿にされたような気分なのは気のせい？」

「当然、気のせいですよ」

「ま、いいけどね。今度、ひなたちゃんにシスターの服着せて、けしかけてあげるから」

「犯行予告なんてしないでくださいよ」

「ま、冗じよう談だんはさておき」

　冗談とは到とう底てい思えない。これまでの経験から、京なら絶対にやってくる。

「噂は本当よ。疑うたがうならクラスの女の子に手当たり次第聞いてみればいいわ。たぶん、十人中八人くらいは知ってるから」

「そんなに？」

「もちろん」

　もうひとりいる女性に、宗太は視線を向けた。

「その目ぇはウチは知らんと思うてますやろ？」

「知ってるんですか？」

「ええ、今知りました」

「……やっぱり。京先せん輩ぱいはどこで知ったんですか？」

　何でもない質問のつもりが、京は少し考え込んだ。

「瑞みず希きが教えてくれたのよ」

　それでもさらりとその名を口にする。明あき人とが露ろ骨こつに肩かたを震ふるわせる。

「あの子、ああ見えて、占いとか好きだったから」

　どこか懐なつかしむようでもあった。

「さて、事件の話はここまで。体育祭の準備に移りましょうか。今日からやぐらを組むんだから」

　思い切り伸びをしながら、京みやこは物理準備室を出て行く。それに、つばめも続いた。

　何気なく明あき人との方を見ると、真剣な顔をして俯うつむいている。

　宗そう太たの視線に気づいたのか、曖あい昧まいに笑ってから、パソコンで調べごとを始めた。

「あのさ。中なか条じよう」

「はい？」

「何かあったら……その、話してくれな」

「何かって？」

「……悪い。忘れてくれ」

　今度は宗太が苦にが笑わらいをするはめになった。それに明人が思わず吹き出す。

「すみません。笑ったりして。真さな田だ君にしては、直球すぎたものですから」

「僕はそれほど器用じゃない」

　照てれ隠かくしにパソコンの画面を盗ぬすみ見みると、ペンキの落とし方と書いてあった。

「とりあえず、ペンキの落とし方以外なら、話に乗れると思うから」

「わかりました。そうします。真田君はいい人ですね」

　面と向かって言われると照れくさい。だが、恐らくその感情を今は明人も共有している。

「ほら、宗太君、早くしないとひとりでやぐら組ませるよ」

「今、行きますよ！」

　明人にまたなと手を振って、宗太は走り出した。

　その背中に明人が、また明日と返してくる。

　つばめが疑うたがいをかけていることは気にはなるが、宗太はもう気にしないことにした。やはり明人と銀の箱はこ舟ぶねを結びつけるものは何も感じない。

　宗太は軽い足取りで、京とつばめを追いかけた。




　　　　　　　　４




　翌週の火曜日になるのを待って、宗太は月つき乃の宮みや大だい学がくの礼れい拝はい堂どうに足を伸ばした。

　京から情報を得た後、宗太は実行委員をして知り合った女子生徒の何名かに、噂うわさの真しん偽ぎを確かめた。

　話は本当で、今、この周辺に通う女子高生の間では知らない者はいないと言う。さらに詳くわしい話を聞くと、毎週火曜日でなければだめだと教えられた。

　他の日では、懺ざん悔げ室しつを使った相談は受け付けていないのだという。

　そのため、宗そう太たはいつ起こるかもわからない次の爆ばく破はに怯おびえながら、今日まで待つことになったのだ。

　空を見上げれば、分厚い雲が、青空を隠かくしている。

　今にも雨が降り出しそうだった。

　大学内の地図を頭に思い浮かべながら、少し歩みを速めた。

　礼れい拝はい堂どうは敷しき地ちの外はずれにあり、高等部の校舎からだと、徒歩で三十分はかかる距離にある。

　日が沈みかけても、中央の並木道には、まだまだ学生の姿すがたがたくさんあった。

　講堂の脇わきを抜ぬけ、道場を横目に映うつしながら、さらに宗太は先に進んだ。そこからさらに五分ほど行くと、中央通りとは雰ふん囲い気きが変わった。周囲は緑の木々に覆おおわれ、静けさに包まれている。

　遠くのサッカー場から部活の掛かけ声ごえがわずかに聞こえる程度だった。

　緑の中を進むと、お目当ての礼拝堂が待まち構かまえていた。装飾の豊かな塀へいに囲まれ、鉄製の門には、細やかな細さい工くが施ほどこされている。

　宗太は思わず足を止めた。

　それは礼拝堂の壮そう麗れいさに心を奪うばわれたからではない。

　人の群れが一匹の大だい蛇じやを形作っているのを目の当たりにしたからだ。

　礼拝堂の入り口に頭を突つっ込こんだ蛇は、門を外に出て、塀をぐるりと一周している。

　殆ほとんどが制服姿の学生だった。女子高生が九割を占めているだろう。そのうちの三割から四割は、月つき乃の宮みやの生徒だと制服を見てわかった。

　目に映うつる範囲に、宗太以外の男はいない。気き後おくれもしたくなる。

　ものすごい行列ができるとは聞いていたが、これほどとは思っていなかった。実行委員の仕事を済ませ、さらに教室でたっぷりと休きゆう憩けいし、混雑するタイミングを避さけたつもりだったが、その見通しは甘すぎたようだ。

　だが、尻しり込みもしていられない。

　列に並ぶ勇気は出せず、何食わぬ顔をして敷地に足を踏み入れる。

　宗太に気づいた何人かの女子生徒が、否定的な視線を向けてきた。

　それでも上うえ杉すぎ杏あん奈なに会う必要がある。

　誰か関係者を見つけて、杏奈に取り次いでもらうつもりだ。

　そのとき、礼拝堂の入り口から、見知った人物が出てきた。

　驚いた顔で、向こうも宗太を見て、すぐに視線を逸そらした。

　月乃宮高の制服を着た少女は、里さと見み千歳ちとせだった。見み間ま違ちがうはずもない。

　千歳ちとせは恐おそる恐る、宗そう太たの方を横目で確認してくる。

　それから、諦あきらめたように近づいてきた。

「真さな田だ君が、どうしてここに？」

　どこか責めるような口く調ちようだった。

「いや、その……調べたいことがあって。里見こそ……なんで？」

　外まで続いた列が、何の列であるかは、宗太も知っている。だが、千歳が他の女子生徒と同様に、よく当たるという占いを聞きにきたというのも想像しにくかった。

　そんな宗太の感想とは裏うら腹はらに、千歳は明らかに落ち着きをなくしている。

「わ、私は、別に……その、違うから」

　希望を胸に順番待ちをしている同年代の少女たちに千歳が視線を向けた。

「僕は何も言ってないけど」

「言ってないだけで、思ってるでしょ？」

　俯うつむきながら、上うわ目め遣づかいで千歳が宗太を見上げてくる。本人は睨にらんでいるつもりなのかもしれないが、まったく違った表情になっている。

「いや、ほんとに思ってないから」

「だ、誰にも言わないでね？　似に合あわないのは、私だってわかってる……」

「言わない。言わない」

　機械のように繰くり返かえした。

「……ごめん、私、何言ってるんだろう。そもそも、そういう目的で並んだわけじゃないのに」

「やっぱり、並んだんだ」

　誤ご魔ま化かそうとすればするほどに、千歳はこんがらがっていく。

　仕し舞まいには、顔を真まっ赤かにして走って逃げ出していった。

　その背中を、宗太は何も言えずに見送った。

　列を作っていた女子高生たちのひそひそ声と、視線に耐え切れず、早さつ速そく本来の目的に戻ることにした。

　敷しき地ちの奥に目を向けると、礼れい拝はい堂どうを一回り小さくしたような別の建物があった。

　礼拝堂と同じ建築様式をしており、周囲の木々に隠れるようにしてたたずんでいる。遠巻きに眺めるとふたつは親子のようでもあった。

　最初からそれを狙って、もうひとつの礼拝堂は建てられたのだろう。

　そこに、以前公園で見かけた白髪の神父が入っていくのが見えた。

　宗太は話をできそうな人物を見つけ、そちらに向かった。

　礼拝堂の木製の扉とびらに手をかける。

　重たそうに思えたが、簡単に引くことができた。

　足を一歩踏み入れる。

　とたんに、静けさに包まれた。

　だが、そこに冷たさはない。

　真ま正しよう面めんの壁には、巨大なステンドグラスが張はり巡めぐらされ、オレンジ色のライトがやさしさを演出していた。

　足音が高い天てん井じように反はん響きようして、空から降りてくる。

　一歩、また一歩と、気持ちを高こう揚ようさせながら、宗そう太たは真っ直すぐに進んだ。

　目的の神父はステンドグラスを見上げていた。

　直立の姿勢ではあったが、祈りをささげているように見えなくもない。

　声をかけるタイミングが見つからず、宗太はしばらく白髪の神父の背中を眺ながめていた。

「ご相談ごとであれば、正面の礼れい拝はい堂どうにどうぞ」

　パイプオルガンを連想させる、重い声こわ音ねだった。

「すみません。勝手にお邪じや魔まして」

「いえ、それは構かまいません。我々は救いを求めるものに門を閉ざすことはいたしませんから」

「上うえ杉すぎ杏あん奈なさんに会いたいんですが」

　そこで、ようやく神父は振り向いた。

　何度見ても、年齢不ふ詳しようだ。だが、声のトーンから、ある程度年齢がいっていると宗太は判断した。物もの腰ごしも落ち着いている。黒くろ田だよりも年上かもしれないが、外国人の年齢は、やはりよくわからない。

「今は、手が離せません。申し訳ない」

「女子高生たちの恋愛相談に忙しいからですか」

　よく当たる占い。だが、相談相手の顔は誰も見ていない。当然、名前も知らないはずだ。

　白髪の神父が、ただ驚いたような顔をした。

「懺ざん悔げ室しつにいる者の名は、伏ふせることになっているのですが。一体、どこから？」

「安心してください。知ってるのは僕だけだと思います」

「……はて、そういえば、あなたはどこかで」

「以前、公園で少し。爆ばく破はされた拘こう置ち所しよの向かいの」

「ああ、なるほど。あのとき杏奈と話をされていた方でしたか。失礼でなければ、杏奈との関係を聞いてもよろしいですか？」

「たぶん、友達になれる関係だと思います」

「不ふ思し議ぎな返答ですね」

「すみません。面めん倒どうな性格みたいなんです、僕は。杏奈さんにもそう言われました」

　服の中から懐かい中ちゆう時ど計けいを神父が取り出した。

「あと三十分ほどで休きゆう憩けい時じ間かんになります。それまでお待ちいただけますか？」

　はっきりと宗太は頷うなずいた。

「では、ここでお待ちください」

　それだけ言うと、白髪の神父は礼れい拝はい堂どうの奥へと消えていった。そちら側にもどうやら出口はあるらしい。

　前から二番目の椅い子すに、宗そう太たは座すわった。

　杏あん奈なを前にして話すことを、宗太は頭の中で組み立てはじめた。

　目を瞑つむると、沈ちん黙もくが覆おおい被かぶさってくる。




　神父の言った通り、杏奈は三十分後に、宗太のいる礼拝堂に姿すがたを見せた。同時に、驚いたようなことを口にした。

「まさか、真さな田だ様だとは思いませんでした」

　杏奈は最初に会った日と同じで、修しゆう道どう衣いを身に着けている。頭もヴェールに包まれ、肌が見えているのは、顔と指だけだ。

「忙しいところに訪ねて、悪いと思ってるよ。それに、まだ一度会っただけの関係だし」

　静かに杏奈が首を振る。それは気にするなという意味か、それとも忙しくはないという意味か、宗太にはわからなかった。

「今日はどのようなご用件で？」

「君なら、言わなくてもわかるんじゃないのか？」

　それは用意していた言葉だ。反応を見み逃のがさないように宗太は、杏奈を見据すえた。

　透すき通とおるような青い瞳ひとみは、一いつ切さい揺ゆらがなかった。

「おっしゃっている意味がよくわかりませんが？」

　宗太は誰も聞き耳を立てていないか、周囲の様よう子すを確認する。

「ここに、盗ぬすみ聞ぎきをするような者はおりません。安心してお話ください」

「実は、今、悩んでいることがあってね。君の占いはよく当たると聞いたから」

「でしたら、外の列に並んでいただかないと」

　杏奈が困ったような顔をする。

「ごめん。待つのは得意じゃないんだ。それで、少しずるをさせてもらった」

「それに顔を合わせないのが、悩み事を聞くルールなのです」

「なら、友人として話を聞いてくれないか？」

「私と真田様が友人……ですか？」

　ますます困ったように、杏奈が俯うつむく。

　それでも決断は早かった。

「わかりました。今回限りであれば。でないと不公平だと言われてしまいますので」

「ありがとう」

　隣となりの席を宗太は杏奈に勧すすめた。

　長なが椅い子すに並んで腰こしをかける。

　ふたりとも、正しよう面めんのステンドグラスを見上げた。

　心の中で、宗そう太たは深呼吸をした。それから、この場に相応ふさわしい言葉を即座に探さぐり当あてる。

「君は誰かを好きになったことはある？」

「ええ」

「それは、肉親とかではなくて、異性という意味で？」

「はい」

「その感情の根こん拠きよはどこにあるんだ？」

　杏あん奈なが体ごと宗太の方に向き直った。

　それから、膝ひざがぶつかる距離にまでにじり寄ってくる。

　思わず、宗太の方が少し下がった。

「理由を探さがしに来ただけでしたら、もう、悩みは解消されているのではありませんか？」

「え？」

「ここへ訪れる方の殆ほとんどがそうなのです。答えはもう決まっているのです。ただ、真さな田だ様の言葉でいうところの根拠がわからないから、不安なのです。それと、未来は約束されていないですから」

　大人おとなびた言動をする少女の目を、宗太は真まっ直すぐに見ていた。

　まるで吸い寄せられたかのように。

「違いますか？」

「……そうかもしれないな」

「特に真田様は考えすぎる嫌きらいがあります。よくないことばかりを考えていては、何も決められませんよ」

「かっこ悪いな僕は……」

　一いつ瞬しゆんにして、段取りなど頭から消し飛んでいた。普通に、当たり前のように相談に乗ってもらっている。それも、自分よりの年下の少女に。

　だが、それを恥はじる気持ちにはならない。杏奈の態度が徹てつ底ていしているせいなのだろう。

「君はすごいな」

「そのようなことは」

「なんでもお見通しだ。まるで未来のことがわかるみたいに」

　杏奈のペースに飲まれながらも、宗太は二度目の言葉を投げかけた。

　それでも反応はない。ごく平然と杏奈も言葉を紡つむぐ。

「そうですね。真田様が本題を切り出す切きっ掛かけを探しておられることくらいは、確かにわたしにもわかります」

「ほんとにお見通しじゃないか」

「最後まで、わたしがお話した方がよろしいのでしょうか？」

「そこまでさせたら、ほんとにかっこ悪すぎるよ」

　目を閉じて、小さく深呼吸をした。

　心を落ち着け、真まっ直すぐに杏あん奈なを見る。

　何度も頭の中で繰くり返かえした言葉を、宗そう太たは口に出した。

「君は、本当に未来が見えるんだね」

　杏奈は答えない。

　宗太の瞳ひとみに映うつる自分を見み据すえている。

「教えてほしいんだ。次に爆ばく破はされるのはどこだ？」

「なぜ、真さな田だ様がそのようなことをお聞きになられるのですか？」

　先に視線を逸そらしたのは宗太の方だった。

　想定していたリスクではあった。

　冷静に考えれば疑問に思って当たり前だ。

　ただの学生にしか見えない宗太が、首を突つっ込こむようなことではない。起こっているのは爆破テロだ。

　だから、当然、返答も用意していた。

「……次の爆破を止めたいから」

　杏奈の質問とは、意い図とのずれた答えだ。

　だが、理由としては間ま違ちがっていない。

　瞳だけで杏奈が笑った。

「ずるいお方ですね」

「この性格は、僕も直したいと思うよ」

　杏奈は立ち上がると、中央の通路に出た。真っ直ぐに進み、ステンドグラスを見上げる。

　すると、風が足元を吹き抜けた。

　扉とびらは閉まったままだ。

　ヴェールが風に揺ゆらめく。修しゆう道どう衣いの裾すそが翻ひるがえった。

　杏奈を中心に、円形のアルテミスコードが展開された。直ちよつ径けいにして約七メートル。土台となる円の上に、無数のアルテミスコードが歯車のように組み合わさっていく。そして、時計のように回り出す。

　巨大な文も字じ盤ばんの上で、杏奈も回転した。ひとりでワルツでも踊るように。

　約六十秒の夢は終わり、魔法は解とけた。アルテミスコードは杏奈の体へと戻る。

　宗太は操あやつられたように立ち上がった。思わず拍はく手しゆをしていた。

　振り向いた杏奈は、照てれたように視線を落とした。

　それでも、次に奏かなでる言葉の意味を理解しているためか、すぐに浮うわついた表情を青い瞳ひとみの奥に隠かくした。

「場所は、月つき乃の宮みや大だい学がく理工学部の研けん究きゆう棟とうです。時間は六月二十七日の午後八時」

「ありがとう」

　小さく杏あん奈なは首を振った。

　その場で宗そう太たは携帯を取り出す。黒くろ田だに連絡を入れるつもりだった。

「どうした？」

　いつもの黒田の声だった。

「銀の箱はこ舟ぶねの次の標ひよう的てきがわかりました」

「例の未来予知のムーンチャイルドか」

「はい。詳くわしい話をしたいんで、あとで時間もらえますか？」

「わかった。少し遅くなると思うが、自宅に顔を出すよ」

　用件だけ伝えて宗太は電話を切った。

　再び杏奈に向き直る。宝石のような輝きを発する瞳に見み据すえられると、左手の甲が熱くなった。その感覚が何を示すのかはわかっている。自分の左手を見て、宗太は顔を歪ゆがめた。アルテミスコードが何かの呼びかけに応じるように脈みやく動どうしている。

「これが真さな田だ様の目に映うつる世界ですか」

　前を見れば、杏奈が祈るように胸に手を合わせ、目を瞑つむって肩かたを震ふるわせていた。それは、初めてひなたに力を使ったときの反応によく似ている。何かを懐なつかしむようにして、それでいて込み上げる感情を必死に我が慢まんしているような、そんな印象を宗太は受けた。

　同時に強烈な違い和わ感かんも押し寄せてきた。先ほどの杏奈の言葉は、宗太の能力を知っていなければ出てこないはずだ。今のほんの一いつ瞬しゆんで状況を理解したとも考えにくい。それに、理解したところで、体を震わせるほどの感動が、目の見える彼女に訪れるとも思えなかった。

「この能力に感激してくれたのは、君でようやくふたり目だ。けど、君はいったい……」

　胸にわだかまる不安を拭ぬぐうように、宗太は疑問を口にしようとした。だが、それは杏奈によって遮さえぎられた。

「いいえ、わたしが最初のひとりですよ」

　囁ささやくような声こわ音ねは更さらなる疑ぎ念ねんとなって宗太を搔かき乱す。彼女の言葉の意味が宗太には理解できなかった。少し寂さびしげな杏奈の顔は、聞き返すことを拒こばんでいた。

　じっと杏奈を見つめる。杏奈は静かな足取りで宗太の前までやってきた。両手が前に伸ばされた。その両手は宗太の正しよう面めんから腰こしの後ろにまで回され、言いい逃のがれもできない形で、抱きつかれてしまった。

「ちょっ、え!?　こ、これは？」

　思わず両手を上げて、宗太は誰にともなく自分の意志ではないことを表明する。

「頭を撫なでてください」

　返ってきたのは質問への答えではなく、新たな要求だった。

　他にどうすることもできず、宗そう太たは言われるままに杏あん奈なの頭を撫でた。最初はぎこちなく。動どう揺ようが薄れるにつれて、肩かたの力も抜ぬけていった。逆に、杏奈の腕うでに力がこもり、宗太の胸に頭を埋うめてくる。

「昔、兄さんがよくこうしてくれました」

　言い訳でもするように杏奈が言った。

「そのお兄さんは？」

「遠くへ行ってしまいました。どれだけ手を伸ばしても届かないほど遠くへ」

「そっか」

　宗太は天国という言葉を思い浮かべながら天てん井じようを仰あおいだ。

　それからたっぷり三十秒が経過した頃、杏奈の腕から力が抜けた。一歩下がると、下から青い瞳ひとみで宗太を見上げてくる。

　何の前まえ触ぶれもなく、杏奈の頰ほおを一ひと筋すじの涙なみだが伝つたった。

「申し訳ありません。少し懐なつかしくて……」

　そう言って杏奈は宗太に背を向けた。

「真さな田だ様」

「なんだい？」

[image: ]

「今から走ればまだ間に合います」

「間に合う？」

「かぐや姫の目覚めに」

　思わず宗そう太たは身を引いた。アルテミスコードの使用も止めている。

「目覚めたとき、真さな田だ様が側そばにいてあげた方が、喜ぶのではないでしょうか？」

　ひなたが目覚める。そんな未来まで、アルテミスコードは杏あん奈なに教えるというのだろうか。それにかぐや姫のことまで、杏奈は知っている。

　質問の言葉をかけようと、宗太は口を開きかけた。だが、それは杏奈によって閉ざされることとなった。

「今、一番にすべきことをなさってください。わたしはいつでもここにおりますので」

「……わかった。ありがとう、助かったよ」

「全ぜん力りよく疾しつ走そうしなければ、間に合いませんよ？」

　少し悪戯いたずらっぽさを覗のぞかせて、杏奈はそう言った。

　宗太はもう一度お礼を口にして、即座に外に飛び出していった。

　空を見上げる。まだ、雨は降り出しそうになかった。

　それから、宗太は全力で駆かけ出だした。

　ひなたのこと以外、何も考えられなかった。
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　小さな手に握にぎられた空からっぽのお茶ちや碗わんが差し出された。

「おかわりをください」

　無言で受け取り、宗そう太たは炊すい飯はん器きを開ける。

　漫画のように山盛りにして、小さな手に戻した。

　ずしりと重いお茶碗に、ひなたの体が左に傾かたむく。

　それでも、めげずに先の割れたスプーンで、少しずつ山を攻略していく。

　食欲は留とどまるところを知らない。

　今のが六杯目のおかわりだ。

　京みやこがコロッケをお皿に載のせて持ってきた。

　丁てい寧ねいにひなたがお礼を言う。

　するとまた、同じ速度、同じテンポでスプーンを操あやつり、口をもぐもぐと動かした。

　おかずのお皿も、同じく六皿目になる。

　一体、ひなたの小さな体のどこに、食べたものは収おさまっているのだろうか。ダイニングテーブルの向かいに座すわりながら、宗太はただただひなたの食欲に圧倒されていた。

　寝ていて食べ損そこねた分の食事を、この一回で済ませるつもりなのかもしれない。

　これでも三時間前までは昏こん睡すい状じよう態たいにあったというのに。

　全ぜん力りよく疾しつ走そうで家まで戻ると、杏あん奈なの予言通り、ひなたが目を覚ました。最初の三十分ほどは寝ぼけたままで、駆かけつけた京と巴ともえが状況を簡潔に説明しても、理解を示す様よう子すはなかった。

　まだ夢を見ているんだと思い込んでいたらしい。

　そんな寝ぼけた姿すがたは、宗太のよく知るひなたそのものだった。

　それに安心して、宗太は不ふ覚かくにも腰こしから床に崩くずれ落おち、自分の意い思しとは関係なく、部屋の入り口をしばらくふさぐことになった。

　京と巴には散々からかわれた。

　だが、その宗太の反応のおかげで、ひなたは自分の身に起きたことが夢ではないと受け入れてくれた。

　その後、菜な々な子こによる検診が行われた。

　健康そのもので、どこにも何の異常はないと太たい鼓こ判ばんを押されている。

　菜々子は役目が済むとすぐに帰っていった。

　少し遅れて黒くろ田だがやってきた。宗太は杏奈から聞いた話を伝え、三番目の爆ばく破はを阻そ止しする算さん段だんを相談した。それが済むと、黒田は忙せわしなく出て行った。それに巴も同行した。

　今も残っているのは、宗太と京だけだ。

「……さすがに少し心配になる食欲ね」

　喜んで料理をしていた京みやこも、微び妙みような顔をしている。

　六杯目のおかわりも、ひなたはぺろりと平たいらげてしまった。

　空からっぽのお茶ちや碗わんを持ったまま、少し考え込む。

「……今、八分目くらいだと思うので、このくらいにしておきます」

「そうしてくれるとありがたい」

　ほっと一息入れながら、宗そう太たは中身のない炊すい飯はん器きを覗のぞき込こんだ。

「はい、食後のお茶をどうぞ」

「ありがとうございます」

　湯のみを、ひなたが両手で摑つかむ。

　それから、ずずっとお茶をすすった。

「えっと、宗太さん、こっち見てます？」

　昏こん睡すいする前と同様、視線には敏感に反応する。

「見てるといえば見てるけど」

「その……あんまり見られるのは、ちょっと……照てれます」

「悪い……」

　たった一週間。されど一週間。どこか会話のリズムが狂っている。

　そのやり取りを見て、京が声を殺して笑った。

　抗議の目線を向けたが、軽く流されてしまった。

　京は空あいた食器を片付けに、キッチンへと戻っていく。

「あの～、宗太さん？」

　湯のみで口元を隠かくして、再度ひなたが話しかけてくる。

「まだ見てますよね？」

「ごめん、なんかちょっと、僕は今おかしいみたいだ」

　ひなたが目覚めてからずっとそうだ。

　視し界かいに入れていないと、どうにも不安が募つのってくる。目を離したら、また目覚めなくなってしまうのではないかと。

「で、でしたら、無理にとは言いません。わたしも嫌いやというわけではないので……わたしなんかでよければ、存分に見てください」

「あたしはお邪じや魔まみたいだから帰るね」

　京はエプロンを外はずして、空いている椅い子すの背もたれにかけた。

「邪魔だなんて思ってませんよ。できればいてもらった方が……」

　今の精神状態で、ひなたとふたりは避さけておきたい。

「じゃあ、ますます帰りたくなっちゃう」

　悪戯いたずらっぽく京みやこが笑う。完全に心境を読まれている。

　おかげで宗そう太たは何も言えなくなった。

「実際問題、もう遅いから帰るよ」

　引き止める隙すきも与えずに、京が出て行こうとする。

「あ、あの！　京先せん輩ぱい！」

「ん？　どうしたの？」

「明日から……その、またお願いしてもいいですか？」

　ひなたが小声でぼそぼそと呟つぶやく。

　理由はわからないが、宗太のことを気にしている様よう子すだった。

「もちろん、大歓迎よ」

　京が宗太に向けて片目を瞑つむった。だが、何の話かもわからなければ、何の合図かも理解できない。

　当てつけるように、京が呆あきれた顔をする。

「またお願いって何ですか？」

　我が慢まんができずに宗太はとうとう疑問を口に出した。

「これは女の子だけの秘密だから内ない緒しよだよ」

　京に同意するように、ひなたが何度も頷うなずく。

　そう言われれば興味もわいたが、再度聞いたところで教えてはくれないだろう。

「期日も迫ってるし、びしびし行くからね」

「は、はい。よろしくお願いします！」

　じゃあねと手をひらひらさせながら、京は部屋から出て行った。

　残された宗太とひなたの間に、居い心ごこ地ちの悪い沈ちん黙もくが訪れる。

　それから約十分間、宗太とひなたは、会話をするでもなく、ただテーブルに向き合って座すわっていた。




　京が帰った後、宗太とひなたは順番に風ふ呂ろに入った。

「お風呂あがりました」

「ああ」

　その間交かわされた会話は、たったこれだけである。

　宗太が風呂から上がると、ひなたはリビングのソファに座り、パジャマ姿すがたでドライヤーを使っていた。

　ＴＶもつけている。日付が飛んでいることを、実感している様子だった。

　菜な々な子この診断通り、特別おかしいところはない。

　それでも気になるのは、菜々子が帰かえり際ぎわにもらした一言があるせいだろう。

「これで終わりじゃないってことだけは覚えておいてね」

　真意を正すと笑顔で誤ご魔ま化かされた。ただ、はっきりしたのは、眠り姫の症状が出るのは、一回きりではないということだ。

　次にいつ起こるかはわからない。明日かもしれなければ、一年後かもしれないと菜な々な子こには言われた。場合によっては、もう起こらないかもしれないとも。

　そんなことを考えていると、ひなたが自分の髪かみの毛けに翻ほん弄ろうされて悲鳴を上げていた。ドライヤーで舞い上がった髪が体に絡からみついている。

「ほれ、貸してみ」

　ひなたの手からドライヤーを取り上げる。

「あ、その……ありがとうございます」

　指ですくっただけで、ひなたのしなやかな髪は自然とまとまっていく。こうして触ふれることで、ここにひなたがいることを宗そう太たは実感した。

　妙みような感傷がこみ上げてきて、鼻をすすった。

「あの、宗太さんの風か邪ぜはもういいんですか？」

「ああ、とっくに治なおったよ」

「う、そうですよね。一週間も前のことでした」

　黙だまっているとひなたが謝あやまってくるような予感して、宗太は話を打ち切った。

「ほい、乾かわいたぞ」

　ドライヤーのスイッチを切って、コードをぐるぐる巻きにした。

　それを洗面所に戻し、ついでに歯ブラシをくわえた。

　全部やることを済ませると、宗太の方からもう寝ようと切り出した。

「おやすみ」

「あ、はい……その、おやすみなさい……」

　少し歯切れが悪い。部屋に行く素そ振ぶりをなかなか見せなかった。

「ひなた？」

「いえ、なんでもないです。だいじょうぶですよ」

　いそいそとひなたが自分の部屋に戻っていく。宗太から逃げ出しているようにも見えた。

　扉とびらが閉まるまで見送って、リビングの明かりを消した。

　宗太も自室のドアを開けた。

　一日の疲つかれを取るように首を回した。関節がばきばきと音を立てる。

　何気なく部屋の壁を見た。その先にあるひなたの部屋を。

　不安を断たち切きるように頭を左右に揺ゆらした。

　ようやくベッドに転ころがる。

　目を閉じても寝付けそうにない。

　体は十分に疲つかれている。朝から学校に行き、実行委員の仕事を済ませ、その後、礼れい拝はい堂どうで上うえ杉すぎ杏あん奈なと会った。それらが全部今日きようの出で来き事ごとかと思うと、気が遠くなる。

　気分が入れ替わることを期待して寝返りを打つ。

　その程度で払ふつ拭しよくできるものでもなかった。

　そこで、扉とびらがノックされた。

　ゆっくりと部屋のドアが開かれる。

　宗そう太たは上半身だけを起こして振り向いた。

　ひなたが立っていた。胸にはいつものぬいぐるみではなく、枕まくらを抱いている。

　鼻の上までを、その枕に埋うめていた。

「どう、した？」

　自分でも驚くほど、夜に相応ふさわしい静かな声だった。

　返事はない。

　枕を抱いた手に、さらに力が込められる。

「ひなた？」

　ベッドから足を下ろして、向き合う体勢を取った。

　ひなたが何か言ったような気がした。

　だが、口が枕にふさがされていて宗太の耳まで届かない。

　仕方なく宗太は立ち上がった。

「その……ごめんなさい。やっぱり、何でもないです……」

　宗太が一歩近づくと、ひなたは部屋から出て行った。ドアもきちんと閉じている。

　仕方なく、ベッドに腰を下ろす。

　膝ひざに肘ひじをついて、手であごを支えた。

　それから、思い直したように宗太は立ち上がった。

　ドアの前まで移動して、静かに開いた。

　部屋の外には、まだひなたが立っていた。宗太の方を向いている。顔は枕に埋もれて、殆ほとんど見えない。

　その頭に宗太が手を置いて撫なでた。

「何を言われるか、なんとなく想像はついてるから」

　自分の言葉が恥ずかしくて、宗太が頰ほおを搔かく。

　ひなたの手が伸びてきて、寝巻きにしているＴシャツの裾すそをぎゅっと摑つかんだ。

「一いつ緒しよに寝たら、だめですか？」

　こうなってはもう逃げようがない。

「寝るまで一緒にいるっていうのじゃ……」

　妥だ協きよう案あんを提示している途と中ちゆうで、シャツを握にぎる手に否定の力がこもった。それは、ひなたの不安の大きさでもある。

　今日ずっとひなたを見ていたのだ。その理由はよくわかっている。

「なら、一いつ緒しよの部屋でっていうのは……」

　無言でふるふると首を横に振る。

　心の中で、今夜は徹夜になるかもしれないなと、宗そう太たは覚かく悟ごを決めた。

「わかったよ。入って」

　ひなたの小さな手を久しぶりに握にぎった。

「ベッドの段差、気をつけて」

　ひなたが先にベッドに上がった。枕の位置をセッティングしている。見慣れたベッドが大きく見えるから不ふ思し議ぎだ。

　考える時間が長くなればなるほど、躊躇ためらいが生まれる。宗太は思い切って、ベッドに潜もぐり込こんだ。

　早さつ速そく、ひなたに背中を向ける。そうでもしないと理性が消し飛びそうだった。

　背せ筋すじに緊きん張ちようが走る。とても寝付けそうにない。全身が心臓になったかのように脈みやく打うっていた。

「宗太さん」

「……なんだ」

「手を握ってくれませんか」

　今にも泣き出しそうな声だった。

　受け入れるのも地じ獄ごくなら、否定するのも地獄だ。

　体の位置をずらさずに、宗太はひなたの方を向いた。目の前に顔がある。吐と息いきが頰ほおにかかった。長いまつげが心細さに揺ゆれていた。

　右手をひなたに差し出した。親指と小指を、それぞれ左右の手が握ってきた。

「悲しい夢を見ました……」

「かぐや姫の？」

　暗がりの中でひなたが頷うなずく。

「……とても悲しくて、すごくやさしい夢でした」

　詳くわしく聞きたい気持ちを今は抑おさえた。話したいと思うときがくれば、ひなたの方から話してくれるような気もした。

　しばらくすると、ひなたの呼吸は規則正しいリズムを刻きざみ始はじめた。肩かたから胸にかけて、小さく上下している。

　宗太が安あん堵どのため息を零こぼした途と端たん、ぬいぐるみを抱くように、差し出した手をひなたが胸に抱き寄せた。

　口から飛び出しそうだった悲鳴を宗太は必死に吞のみ込こんだ。

　ひなたの鼓こ動どうが手のひらから伝わってくる。感覚だけでなく、視覚的にも、自分がどこに触ふれているのかは自覚していた。五本の指が、宗そう太たの意識を離れていく。見ただけでは殆ほとんどわからなかったが、触ふれてみれば確かにそこに小さなふくらみがある。

[image: ]

　人差し指と中指の間に、何か挟はさまっているのが感かん触しよくでわかった。パジャマのボタンにしては小さくてやわらかい。確認するように、宗太は指の間でしこりを転ころがした。その瞬しゆん間かん、眠ったままのひなたの肩かたが、弱い部分を突つつかれたようにびくんと反応した。

「んっ……あっ」

　鼻から抜ぬけるような吐と息いきだった。しっとりと湿しめっていて、聞いたこともない音ね色いろ。ひなたは目を瞑つむったまま眉まゆ根ねを寄せて、まぶたをひくひくと痙けい攣れんさせていた。

　そのときになって、宗太は自分が何をしたのかを理解した。

　反射的に差し出していた手を引ひっこ抜ぬいた。

　びっくりした様よう子すで、ひなたが目を開けた。

「い、いや、そういうつもりじゃなくて……」

　とっさに口から出たのは言い訳だった。

　これまでにも突発的な事故として、体に触れてしまうことはあった。だが、手のひらや指で、今日ほどにはっきりと、という経験はない。

　じっとりと汗ばんだ手のひらには、罪悪感と共にひなたのやわらかさが残っている。指の間にはぷっくりとしたつぼみの感触が記憶されていた。

　全身が焼けるように熱かった。

「違うって言っても、今さらかもしれないけど、故こ意いにってわけじゃなくて……」

　なおも弁解を続ける宗そう太たをよそに、ひなたは何も言ってこない。自分の胸元を両手でペたぺたと触さわっている。それは不快感を拭ぬぐうというよりは、探さがし物ものをしているようでもあった。

　それに気づいて、宗太は少し冷静さを取り戻した。

「……ひなた？」

　囁ささやくような声で呼びかける。

　何度か名前を繰くり返かえしたが、やはりひなたからの返答はなかった。口の中で何か言っているようだが、聞き取れなかった。完全に寝ぼけている。

　両手は未いまだに暗くら闇やみを彷徨さまよい続け、今度はシーツの上に伸ばされた。次第にひなたの表情が不安に曇くもっていく。

　宗太が声をかけようか迷まよっていると、シャツをひなたに摑つかまれた。すると、悲しみに彩いろどられたひなたの顔に安らぎが戻ってきた。

　体をくねらせながら、抱きつくようにして、ひなたが身を寄せてくる。すぐに背中にまで腕うでを回された。置き場所を探すように、今度は鼻の頭を胸に擦すりつけてきた。

　足は絡からみつき、少し汗ばんだ太もも同士が、お互いが放つ熱気に包まれる。

　背せ丈たけのせいで子供っぽく見えるが、ひなたも年頃の女の子だということを、宗太は改めて実感した。ごつごつとした男とは根本的に違ちがう。丸みを帯びて、やわらかい。それは胸元だけの話ではなく、体全部がそうなのだ。

　二にの腕うでや太ももの肉付きは悪くない。胸は控ひかえめで、ウエストは引ひき締しまっている。腰こしからお尻しりまでのラインは、なだらかな曲線を描いていた。

　主張の激しい京みやこのような女性らしさではないのかもしれないが、全部がコンパクトにまとまっているだけで、ひなたはきちんと女の子の体型をしていた。そのことを、宗太は触ふれ合あった腕や胸元、腰から足にかけての全神経を使って把は握あくするはめになった。

　ひなたの吐と息いきが熱い。胸のあたりが湿しめっていくのを感じた。

　引き剝はがすことも考えた。だが、結局、愛くるしい寝顔に屈服して、宗太はこの状況を受け入れる覚かく悟ごを決めた。

　さらさらの髪かみを指でとかす。ひなたがくすぐったそうに少し笑った。

　なんとなく、宗太も幸せな気分に浸ひたり、眠れるはずがないとわかっていながら、笑えみを浮かべて目を閉じた。朝はまだ遠い。
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　六月二十七日。

　この梅雨の季節には珍しいほどの快晴。

　まさに、体育祭日よりと言えた。

　実行委員の仕事のため、宗そう太たはひなたをつれて、普段より一時間早めに登校した。休んだ分、京みやこはきちんと宗太とひなたに仕事を用意してくれていた。

　朝一番の登校時に顔を合わせると、京はいつもの口く調ちようでこう言った。

「今日は長なが丁ちよう場ばになるから、ふたりともよろしくね」

　半分は体育祭というイベントの運営にある。

　そして、もう半分は、銀の箱はこ舟ぶねによる三度目の爆ばく破はを阻そ止しすること。

　上うえ杉すぎ杏あん奈なから得た情報によれば、次は月つき乃の宮みや大だい学がく理工学部の研けん究きゆう棟とうが狙ねらわれる。時刻は、午後の八時だ。

　後夜祭が終了した直後には、行動に出る必要がある過密なスケジュールだ。

　これではろくに体育祭を楽しむことなどできないと思っていた。

　忙ぼう殺さつされて終わりだ。

　事実、京からは競技に使う道具の運うん搬ぱんから、来らい賓ひんの誘ゆう導どう、さらには苦情の処理係りまでやらされた。

　その合あい間まを縫ぬって、競技にも参加しなければならない。

　今年は学年ごとの三つの組に分けられ、一年は下げ克こく上じようを謳うたい盛り上がり、三年は最後の体育祭を有終の美で飾るために必死だった。板ばさみにされた宗太とひなたを含ふくむ二年は両者に対抗心を燃やしている。

　最初は無む茶ちやな組分けに思えたが、始まってみればなんてことはない。

　昨年以上の盛り上がりを見せた。

　得点の集計が行われるたびに、グラウンドは歓声にわいた。

　自然と競技にも熱が入る。

　体力温存などをしようものならクラスメイトから確実にブーイングを浴びることなるだろう。京やつばめを見ても、手て加か減げんをする気は一いつ切さいないらしく、本気で競技に参加しては、ライバルをなぎ払はらっていた。

　おかげで宗太は午前のプログラムが終わる前には、へとへとになっていた。

　それとは対照的に、隣となりにいるひなたは疲つかれた顔ひとつ見せない。

　目が見えないからといって、競技に参加していないわけでもない。

　京を中心とした生徒会は、きちんとそのことを考こう慮りよした種目を用意していた。

　最初のひとつは、目め隠かくし玉入れ。参加者全員がハチマキで視界を覆おおい、外野から指示のみで籠かごに向かって玉を放はなつルールだ。

　条件が同じなら、ひなたも普通に参加できる。しかも、競技に参加してない生徒たちも、応援や指示で加われるため、この種目は会場を大いに盛り上げた。

　他にも、体育祭の競技とは思えないスイカ割りなんてものまであった。

　そうした種目を中心に、ひなたは参加して、そこそこの成績を収おさめ、多くの笑いを誘さそった。

　それでも得点への貢こう献けん度どという面においては、恐らく宗そう太た以上だ。

　体育倉庫に玉たま転ころがしのボールを片付けると、遠くからアナウンスが流れてきた。

　午後の部を前に、応おう援えん合がつ戦せんをすると言っている。

「これ、ひなたもやるんだったな」

「あ、はい」

　昏こん睡すい状じよう態たいから目覚め、翌日学校に行くと、ひなたは浅あさ井いに捕つかまった。何でも、応おう援えん合がつ戦せん用ようの演目に、どうしてもひなたに出てほしいという。

　この応援合戦も立派な種目なのだ。当然、得点も出る。

　ルールは簡単で、歓声の大きさを競うのだ。

「僕は測定装置を巴ともえ先生に借りてくるけど、ひとりで大だい丈じよう夫ぶか？」

　少し戸と惑まどい気ぎ味みのひなたのもとに、クラスの女子が駆かけ込こんできた。

「真さな田だ君、ひなたちゃん借りていくよ！」

　了承の返事も待たずに、連れ去れられていく。

「……だめって言ったら、置いていくのか？」

　馬ば鹿かげた独ひとり言ごとをもらした後、宗太は自分の仕事に戻った。




　やることを済ませてグラウンドに戻ると、丁ちよう度ど応援合戦が始まった。遠巻きに様よう子すを窺うかがう。

　一年生が一いち丸がんとなって声を張はり上あげていた。

「こないな正せい攻こう法ほうでは、ウチら三年の圧勝ですわ」

　いつのまにか体たい操そう服ふく姿すがたのつばめが隣となりに立っていた。

「今年はどんなあこぎな戦法を使うんですか？」

　健けん闘とうはしているが一年生は、この種目の本質を理解していない。自分たちの声を使うだけでは絶対に勝てないのだ。いかに、別の組の人間に声を張らせるかが肝きもである。

「安心しおし。京みやこが色目使うんはなしにしましたさかいに」

　一度見たら早々忘れられるものではない。

　京のチアリーダー姿というのは。

　一年の演目が終わると、続けて三年に順番が回った。

　太たい鼓この音に合わせて、やぐらに人が上がった。

　その瞬しゆん間かん、会場にいた女性が黄色い声援を送った。人の群れから離れた位置にいる宗太でさえ耳をふさいだ。

　測定装置の数値は、今の一瞬で、一年生の三倍は示している。

「誰です？　あれ？」

　グラウンドのほぼ対たい岸がんにいるため、やぐらの上の人物が誰だかわからない。

　つばめから、双そう眼がん鏡きようを手渡された。

「……用意いいですね」

　せっかくなので、双眼鏡を覗のぞき込こむ。

　男性アイドル顔負けの派手な格かつ好こうをした生徒が見えた。耳にするのも恥はずかしいような甘い言葉を交まじえつつ、勝利の演説を行っている。はだけた胸元から汗が飛び散っていた。

「変へん態たいですね」

「ウチの生徒副会長でっせ。名前は直なお江え虎とら次じ郎ろう」

「……京みやこ先せん輩ぱいにふられたっていう？」

「ええ。それまではも少し、ましなお方でしたのに。ふられた反動で少々女性に対して軽けい薄はくになってしまったんです」

「なんか、もうひとり出てきましたけど」

　熱狂したグラウンドには似につかわしくない清せい楚そな佇たたずまいをした女子生徒だ。ひとりだけ制服姿すがたのままだ。いまどき珍しく、スカートは膝ひざ丈たけである。

　だが、それがその女子生徒にはやけに似に合あっていた。

　新たな役者の登場で、グラウンドはさらにやかましくなった。隣にいるつばめと会話をするのも難しい。

「あれは誰ですか？」

「生徒会の書記。秋あき月づき真ま琴こと」

「あんな綺き麗れいな人、いたんですね」

　一年も、二年も、敵とわかっていながらも声を上げている。

「へえ、けど、惜しいことに、真琴はんは、男なんですわ」

　魚の骨が歯は茎ぐきに刺ささったような顔になる。

　聞きき間ま違ちがいかと思い、つばめに視線を投げかけた。

　返事は別の場所からあった。

「信じられないかもしれないけど本当よ。真琴は男だから」

　つばめとは反対側に、京みやこが立っていた。

　腕うでを組んで応おう援えん合がつ戦せんの盛せい況きよう振ぶりを満足げに眺ながめている。

「今年もあたしに死角はないわね」

「そうですかね」

　素す直なおに同意するのも癪しやくなので、宗そう太たは反論した。

「ふ～ん、自信があるんなら、今年もあたしと勝負する？」

「負けた方が罰ゲーム、ですか？」

「うん」

　都つ合ごうのいいことに、現状、二年と三年は同点で並んでいる。勝負は午後の部ということなる。

「いいですよ。やりましょう。ただ、罰ゲームに他人を巻き込むのはなしってことで」

　去年はそれで千歳ちとせに悪いことをした。

「なら、ひとつだけ何でも言うこときくってことでいい？」

「ほんとになんでもいいですか？」

「いいわよ。今、宗そう太た君が考えてるとてもえっちぃことにも応じてあげる」

　そこで京みやこがちろりと舌を出す。見たら負けだと思い、宗太は演目の方に集中するふりをした。

「照てれちゃってかわいいんだから」

　反論しようとしたが、頰ほおを指で突つつかれ、気力を完全に削そがれた。さらに京が言葉でたたみかけてくる。

「どんなプレイで楽しむかを考えるのもいいけど……」

「そんなエロいこと考えてませんよ！」

「宗太君は他に考えなきゃいけないこと、あるんじゃなあい？」

　横目に映うつした京の目には、真剣な光が含ふくまれていた。だから、他という言葉が何を指さしているのか、続きを聞く前に宗太は理解した。

「ひなたちゃんをいつまで待たせるつもり？」

　心の準備をする余よ裕ゆうはあったが、はっきりと突つきつけられ、宗太は押おし黙だまった。杭くいでも打ち込まれたかのような痛みが心臓を刺激してくる。

「爆ばく破は事じ件けんとか、昏こん睡すい状じよう態たいになるとかあったにしても、もう一ヶ月でしょ？」

「ヘタレやなあ」

　黙って成り行きを見ていたつばめまで、宗太にプレッシャーをかけてくる。

「それとも里さと見み千歳ちとせがどうなるかはわからへんから、それまでひなたちゃんはキープしとことか考えてはります？　どえらい鬼き畜ちくやなあ」

「違いますよ！」

「ひなたちゃん、わがままは言わない子だからね。だいじょうぶなんて言葉、信じちゃだめよ？」

「わかってます」

　今日までの時間を無駄に過ごしてきたわけではない。ひなたのことなら、恐らく京やつばめよりも理解している。

「ま、宗太君の誕たん生じよう日びくらいには、返事をしてあげてほしいかな」

「ヘタレでも鬼畜でもないゆうんでしたら、それくらいできまっしゃろ？」

　何も言い返すことはできなかった。京にしろつばめにしろ、言っていることは正論だ。返事を引き延ばしてもいいことなど何もない。そんなことはわかっている。わかっているが、踏み切れずにいる。

　これではヘタレと言われても仕方がない。

　ため息をひとつ残して、京みやこはつばめを連れて立ち去った。

　そこで、三年の演目も終わりを迎える。

　しばらくして、放送部のアナウンスが、二年の演目開始を告つげた。

　先ほどまでとは打って変わり、グラウンドが静けさに包まれている。

　三年の演目で燃もえ尽つきて、会場がどこか白けていた。

　その過か酷こくな環境に、ひとりの少女が投げ出された。

　初めてひなた会った日のことを、宗そう太たは思い出した、

　二年のやぐらにぽつんと立ったひなたは、真まっ白しろのシーツに包まれていたのだ。

　不安そうな顔を、後方にいるクラスメイトの女子に向けている。

　ここからではまったく何のやり取りをしているのかはわからない。

　ただ、大だい丈じよう夫ぶだからと声をかけられているのは雰ふん囲い気きでわかった。

　何事かと会場がわずかに波立つ。

　興味を持って、全員が様よう子すを窺うかがっていた。

　そのタイミングを見み計はからって、クラスメイトの女子二人が、後ろからひなたを包むシーツを引ひっ張ぱった。

　一いつ瞬しゆん視し界かいからひなたが消えた。

　次に目の前にあらわれたひなたは、チアリーダーの服装になっていた。

　ポンポンを持った両手を胸元に引き寄せ、小動物のように身を縮めている。

　思わず声が出たという感じで、どっと歓声がわいた。

　続けて、女子が、かわいいと声を張はり上あげる。

　中には、がんばれという声援まで混まざっていた。いや、半分近くが励はげましの言葉になっている。

　そのおかげで役目を思い出したのか、ひなたが必死に何か叫さけんだ。

「みんな、がんばってくださーい！」

　周囲の歓声に、飲み込まれて宗そう太たのところまでは当然届かない。

　ただ、口の動きでなんとなくそういってるのだと思った。

「どうよ、このアイディア。去年、キョウ先輩にはしてやられたからな。そのリベンジだ」

　得意げな顔で、浅あさ井いがやってきた。

「……悪くはない」

　けど、なんだか晒さらし者ものにしたような気はする。

　アナウンスが最大得点を示したことを実況した。

　それを受けて、クラスメイトの女子がひなたに抱きつく。もみくちゃにされていた。

　ひなたも楽しそうだ。

　満まん面めんの笑えみを浮かべている。

「いや、結けつ構こういいんじゃないか」

　評価を改めて、宗そう太たも軽く笑った。

「その笑い方、なんか深いねえ」

「どこがだよ」

　手を振り上げると、浅あさ井いは怖こわがる演技をして遠ざかっていった。




　日が傾かたむき出だす頃には、プログラムも佳か境きように差しかかった。

　宗太の体力はすでに底をついている。

　休きゆう憩けいを挟はさまないと、爆ばく破はテロ阻そ止しなど夢のまた夢だ。

　そこに、厄やつ介かいごとが紛まぎれ込こんできた。

　里さと見み千歳ちとせが障害物競走の際に捻ねん挫ざしたという。

　ひなたを京みやこに預けて現場に向かう。

　グラウンドを外はずれた階段に、千歳はひとりで座すわっていた。

「里見、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……うん、平気」

　それが強がりなのは、青い顔が証明している。

「とにかく保健室まで行こう」

　普段、ひなたにするのと同じように、自然に手を差し出していた。

　それを見た千歳が、少し躊躇ためらったように、手と宗太の顔を見み比くらべる。

　恐おそる恐る、指先が触ふれた。

　ゆっくりと千歳が立ち上がる。

　かなり痛みがあるようで、階段を一段降りるのも一苦労だった。これでは保健室まで連れて行くのも難しい。

　立ち止まって、宗太は周囲の様よう子すを確認した。

　グラウンドからは死角になる位置まで降りてきている。

「真さな田だ君？」

　意を決して、宗太は千歳の前でしゃがんだ。

「……本気？」

「でなかったら、恥はずかしくてこんな真ま似ねしないよ」

　千歳の目が左右に動く。

　動どう揺ようしながらも、周囲を確認していた。

「今なら誰にも見られないと思うから」

「……うん。でも……私……その、汗かいたし」

「その点に関しては、僕の方がよほど酷ひどいと思うから」

　朝から駆かけずり回まわっているのだ。

「何も言わないって、約束してくれる？」

「約束する」

「……ほんとだからね」

　背中に確かな重みがのしかかってきた。

　膝ひざの裏うらに腕うでを回して立ち上がると、無心で保健室に向かった。

「もう少し、ゆっくり。落ちちゃう……」

　言葉と同時に、ぎゅっと首にしがみ付かれた。

　千歳ちとせの鼓こ動どうを感じた。高鳴っている。

　靴を脱いで校舎に上がる。

　ここまでくれば、もう誰かに見られる心配もない。少しだけ、宗そう太たは余よ裕ゆうを取り戻した。それは千歳も同じだったようで、ほっと息を吐つく。湿しめった吐と息いきが首くび筋すじにかかった。

　保健室を目指して静かな廊下を進んだ。

　一歩進むごとに静せい寂じやくが深くなる。

　途と中ちゆうで、ずれ落ちていく千歳を背せ負おい直なおした。

「……重たいよね」

「その話題を、里さと見みから振るのは反則」
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「約束、破やぶった」

「え？」

「何も言わないって言ったのに」

「今のはずるいだろ」

　くすぐったそうに千歳ちとせが笑った。

　そうこうしているうちに、保健室に到着した。

　だが、室内には誰もない。

　ひとまず、千歳をベッドに座すわらせた。

　履はいたままだった靴と、ひねった方の靴下を脱いでいる。

　右足は赤くはれていた。

　床につけると、千歳は顔をしかめた。

　机の上に、保健室の先生のメモを見つけた。

　捻ねん挫ざした生徒がいるからグラウンドに行くと書いてある。

　どうやら入れ違いになったらしい。

　さすがにグラウンドに千歳を戻すわけにもいかない。

　メモを千歳にも見せた。

「僕が先生呼び戻してくるから」

　駆かけ出だそうとしたところを呼び止められた。

「待って！」

「里さと見み？」

「……ごめん、急に大きな声出して」

「いや、いいけど」

「すぐに戻ってくると思うし、先生」

「ああ、そうだね」

　取り留めない会話が終わると、すぐに次の言葉が続かない。

　話題を探さがすように、宗そう太たは外を見た。

「真さな田だ君、七月七日生まれだよね？」

　驚いた顔を宗太は千歳に向けた。

　話題自体も唐とう突とつだったし、誕たん生じよう日びのことを千歳と話した記憶もない。

　目を伏ふせてから、千歳は眼鏡めがねを外はずした。

　一度だけ深く目を瞑つむる。

「私も、同じ誕生日なの知っていた？」

　千歳の横顔を、西日が赤く染そめる。

「知らないよね。教えてないんだから」

「ほんとに？」

　ゆっくりと千歳ちとせが頷うなずく。

「……あの、さ」

　横目で千歳が宗そう太たを見た、

「前に約束したよね。デートに誘さそってくれたら、色々なこと黙だまっててあげるって」

「……覚えてるよ」

「それ、七月七日にしたいな」

　すぐに返事はできなかった。

　大事なことを、自分が置き去りにしていることを宗そう太たは思い出した。

　爆ばく破はテロに続き、ひなたの昏こん睡すい。慌あわただしい毎日に押おし潰つぶされていた。

　だが、それは理由にならない。

　逃げずに向き合って、答えを出さなければならないのだ。

「もう誰かと約束ある？」

「いや、ないけど」

「だったら、いい、かな？」

　宗太が返事を躊躇ためらっていると、そこに保健室の先生が戻ってきた。おかげで、千歳との会話は強制的に中断された。

　保健室の先生が、行き違いになったことを意味もなく笑った。宗太も愛あい想そ笑わらいを浮かべる。千歳は何か言いたそうな顔をしていたが、先生の存在が気になるのか、黙ったまま宗太を見つめてくるだけだった。

「じゃあ、僕は戻るから」

「……あ、待って」

　ドアに手をかけたところで立ち止まる。

「さっきの話、いいのかな？　いいよね？　いいでしょ？」

　振り向くと、千歳は俯うつむいたまま、自分の指を擦こすり合あわせていた。宗太と千歳の雰ふん囲い気きに、保健室の先生が興きよう味み津しん々しんと言った様よう子すで聞き耳を立てている。重圧と気き恥はずかしさが一度に押し寄せてきた。

　それから逃げ出すように、宗太は勢いで返事をしていた。

「わ、わかったよ」

「そっか……よかった……」

　心しん底そこほっとしたように、千歳は横向きにベッドに倒れた。ベッドのクッションが千歳の体をやわらかく受け止める。

「学校が終わって、午後七時に月つき乃の宮みや駅えき前まえのモニュメントで待ち合わせね」

「あ、ああ」

「遅刻したら、酷ひどいから」

「わかったって。じゃあ、僕は戻るから」

「うん……ありがと」

　小さく千歳ちとせが手を振る。応じるのは照れくさくて、もう一度だけじゃあと言って、宗そう太たは保健室を後にした。

　確かに勢いだったかもしれない。それでも自分で選択した結果だ。後悔はない。

　そう言い聞かせながらも、宗太は戻もどり際ぎわに思い切り壁を蹴け飛とばした。痛みと共に、焦あせりが足元からよじ登ってくる。何か肝かん心じんなことを忘れているような気がした。

　その原因がわからず、苛いら立だちを覚えた。

　いつの間にか、ひなたのことを考えていた。慌あわてて追い出そうとする。だが、それが上う手まくいかない。

　足を引ひき摺ずりながら、ぶつぶつと言い訳をして、宗太は持ち場に戻っていった。
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　キャンプファイヤーの火が消えていく。

　時刻は午後七時三十分を過ぎている。

　後夜祭を含ふくむすべてのプログラムも無事に終了した。

　僅きん差さの接せつ戦せんを制したのは、京みやこが率ひきいる三年生の組だった。

　勝敗は最後のリレーにまでもつれて大いに盛り上がった。

　先ほど京がやってきて、賭かけの罰ゲームについて念を押された。

　それさえなければ、楽しい体育祭だった。

　ＨＲを済ませたクラスから解散していく。

　それでも、グラウンドから人の数はあまり減へっていない。

　昼間の祭りを名残なごり惜おしむように、焚たき火びほどに小さくなった火を、多くの生徒が囲んでいた。

　そんな光景を、グラウンドの隅すみから、宗太はぼんやりと眺ながめていた。

　すでに制服にも着替えてある。

　だが、今日の日程は、これで終わりではない。本番はここからだった。

　体の状態を確認する。

　疲つかれはある。だが、高こう揚ようしているためか、自分の体が今は軽く思えた。

　少しずつスイッチを入れていく。

　八時まで二十分を切った。

　座すわって休んでいたひなたが立ち上がった。

「そろそろですね……」

　幾いく分ぶん緊きん張ちようを感じさせる声こわ音ねだ。

　そこに一匹の猫がやってきて、宗そう太たの足にまとわりつく。

　口には紙切れをくわえていた。

　猫からメモを受け取る。ひなたが撫なでようと手を伸ばす前に、猫は逃げていった。

「あ……」

　落らく胆たんの吐と息いきが零こぼれた。

　メモに目を通す宗太の表情に力がこもった。

　雰ふん囲い気きの変化を敏感に感じ取ったひなたが不安そうな顔をする。

「宗太さん？」

「……つばめ先せん輩ぱいからで、大学の室内プール前に集合だってさ」

「それだけですか？」

「中なか条じようが行ゆく方えをくらましたって」

　ひなたが息を吞のむ。

　爆ばく破は事じ件けんに関する情報はすべてひなたにも話してある。眠っていた頃のことも含ふくめ、つばめから聞いた情報も。

　念のため、明あき人との携帯に連絡した。

　電波が届かない場所か、電源が入っていないとアナウンスが流れた。

「とにかく集合場所に行こう」

「はい」




　宗太とひなたが集合場所に顔を出すと、すでに京みやことつばめの姿すがたはあった。

　少し遅れて巴ともえがやってくる。

　期待を込めて明人を探さがすが見当たらない。

「中条は？」

「ウチの目ぇつこうてもみつかりまへん」

　つばめの足元には、二十匹近い猫が集まっている。

　先ほど、宗太のところに来た三み毛け猫ねこの姿もあった。

「空からも調べたんですけどなあ。こう暗くては、鳥はあきまへん」

　時計を確認する。八時まであと十五分。

「今は大学の研けん究きゆう棟とう周辺を固めるのが優先だ」

　巴の指示で、二手に分かれることになった。京とつばめ。宗太とひなたの組み合わせだ。

「私は部外者が敷しき地ちに入らないように周辺の警けい備びを強化しておく」

　それだけ言い残して、巴は立ち去った。

「じゃ、あたしたちも行くわよ」

　真まっ先さきにつばめが従えた猫たちが一いつ斉せいに駆かけ出だした。

　それに京みやこも続く。

「ふたりとも気ぃつけてな」

　にっこりと笑い、つばめも京の後を追った。

　研けん究きゆう棟とうまでは西側通路と、メインの並木道が繫つながっている。

　宗そう太たはひなたを連れて、西側へと向かった。

　空には三日月が出ていた。

　大学の敷しき地ちは高校に比べて圧倒的に広い。

　グラウンドひとつとっても、陸上用のトラックに、サッカー場、野球場、ラグビー場まで完備されている。

　宗太は野球場を横目に入れつつ、先を急いだ。

　ひなたの歩行を助けるために、アルテミスコードも使っている。

　照明の落ちたキャンパス内は、その広さのせいもあってか、薄暗い印象が深かった。今日の月明かりでは、地上の闇やみを照らしきれていない。

　研究棟に近づくほどに、周囲から建物が消えていった。音を反はん響きようするものが失われ、無音の空間が緊きん張ちようを煽あおってくる。

　この世界に、自分とひなたしかいないような錯さつ覚かくさえ覚えた。

　恐怖を押し殺して、研究棟の裏うら手てにたどり着いた。

　ここまで人影ひとつ見ていない。

　遠くの建物の明かりが恋しいくらいだ。

　宗太は三階建ての研究棟を見上げた。平たく、横に広い作りのため、ぐるりと一周するには時間がかかる。

　右か、左、どちらを回ろうか悩んだ。

　そこに、猫が駆け寄ってくる。

　口には例によってメモをくわえていた。

　短く、左、とだけ書かれている。

　時計を見る。あと三分で八時になる。

　躊躇ためらうことなく、宗太はひなたの手を引いて、左回りに駆け出した。

　しばらく走って、ようやく建物の端はしにたどり着く。息が上がった。

　喉のどに詰つまった唾つばを飲み込む。

　ひなたも苦しそうに両手を膝ひざについた。

　宗太の視線も下がった。

　だが、次の瞬しゆん間かん、嫌いやでも上を見させられた。

　爆ばく音おんが背後から襲おそってきた。

　緊きん張ちようが全身を縛しばりつけた。

　風が駆かけ抜ぬけ、何かのこげたにおいが空気に混まざっている。それが、現実の出で来き事ごとであるのだと宗そう太たに訴うつたえかけてくる。

　振り向けば研けん究きゆう棟とうの二階部分から、炎が外に飛び出していた。

　続けて、何かの弾はじけるような音が轟とどろいた。

　隣となりでひなたが耳をふさぐ。

　建物の性質上、大量の化学物質が保管されている可能性が高い。そのどれかに火がついて連れん鎖さ的てきな爆ばく発はつを引き起こしたのだろう。

　再び、炎を伴ともなった激しい爆音が響ひびき渡わたった。

　あと二十秒ほど移動が遅ければ、宗太とひなたも爆破はに巻まき込こまれていた。そう思うと足が震ふるえてくる。

　それでも、宗太は来た道を戻る決意を固めた。

　煙の中に人影を見つけたから。

「ひなた！」

「は、はい！」

　ふたりは同時に走り出した。

　携帯を取り出して、京みやこに連絡する。すぐに繫つながった。

「近いの？」

　京の言葉は簡かん潔けつだった。

「今、追ってます。京先輩たちはそのまま左回りできてください。挟はさみ撃うちにできます」

「わかった」

　余よ計けいな会話はせずに通話を終える。

　煙の中に飛び込むと、薬品のにおいが鼻についた。

　喉のどにまとわりつく異い臭しゆうに、宗太もひなたも咳せき込んだ。

　それでも、走るのをやめない。

　足元は瓦が礫れきの山だ。

　その最悪な環境の中でも、人影に追いついた。

「待て！」

　華きや奢しやな肩かたがびくりと揺ゆれた。

　ゆっくりと振り向いたその顔を見て、宗太は目を見開いた。

「……中なか条じよう」

　手にはプラスチック爆弾だんのようなものを持っている。

　明人は最初、驚きの表情を見せた。次に考え込み、それから納なつ得とくしたようなやさしげな目をする。

「見つかってしまいましたか」

　全身の力を抜ぬくようにして、明あき人とが鼻で笑った。

　まるで何かを諦あきらめたかのように。

　誤ご魔ま化かしもしなければ、欺あざむこうともしない。この状況なら、まだ言いい逃のがれはいくらでもできるというのに。

「すみません。まだやることが残っているんです」

　そう言うなり、明人はアルテミスコードを使った。大きく振り上げた足で、足元の瓦が礫れきを蹴け飛とばす。

　目は真まっ直すぐに宗そう太たを見ていた。

　殺意に串くし刺ざしにされた体は、反射的に身を引いた。

　その前にひなたが駆かけ込こむ。

　重力支配のアルテミスコードが瞬しゆん時じに展てん開かいされ、ひなたを取り囲んだ。

　直後、明人が蹴飛ばしたサッカーボールサイズの瓦礫が、見えない壁に阻はばまれて砕くだけ散ちった。

　立て続けに明人が瓦礫を蹴る。

　宗太の目には、消えた瓦礫が、一瞬にしてひなたにぶつかっているように見えた。

「もうやめてください、中なか条じようくん！　どうしてなんですか!?」

　悲痛な叫さけびも明人は届かない。

　止とどめとばかりに、研けん究きゆう棟とうから崩くずれた壁に手をかけた。明人が飛ばした巨大なコンクリートの壁によって視し界かいが阻はばまれた。

　だが、どれだけ砲ほう弾だんを大きくしたところで、ひなたを傷つけることはできない。

　他の瓦礫と同様に、一瞬してこなごなに砕かれた。

　粉ふん塵じんで視界が曇くもる。

　その刹せつ那な、宗太は真横に風を感じた。

　とっさに頭を両手で庇かばう。

「それでは遅いんです」

　声は最後まで聞き取れなかった。

　明人の膝ひざ蹴りが突き刺さり、腹部に重たい衝しよう撃げきが走った。

　自分の体を加速させたのだ。先ほどの巨大な瓦礫はただの目くらまし。

　くの字に体を折おりたたんで、宗太の体は宙を舞い、ぼろ雑ぞう巾きんのように瓦礫と一いつ緒しよに転ころがった。

　呼吸が止まる。

　胃い液えきの酸さん味みが、口の中に充満していた。

「宗太さん！」

　視覚を失ったがひなたが、立たち尽つくしたまま、何度も宗太の名前を呼んでいた。

　それでどうにか意識だけは繫つなぎとめておくことができた。

「ここにいれば安全だと思います。だから、もう動かないでください」

　床から見上げた明あき人との顔はぼやけてよくわからない。

　ただ、声こわ音ねは酷ひどく弱々しく、今にも泣き出しそうに聞こえた。

　足音が遠ざかっていく。

「待てよ……中なか条じよう……お前なんでこんなことやってんだよ……」

　痛む腹はらに手を当てた。肋ろつ骨こつが折おれているのかもしれない。それだけで呼吸が荒くなった。

　もう明人の姿すがたは見えない。完全に、炎と煙の中に消えてしまった。

　おぼつかない足取りで、ひなたが側そばまでやってくる。

「宗そう太たさん、だいじょうぶなんですか？」

「ああ、手て加か減げんしてくれたみたいだから」

　殺そうと思えばできたはずだ。

　それなのに、それをしなかった。

「自覚してるからだろうな。まずいことをやってるって」

　痛みを堪こらえて立ち上がる。

　まだ、何もしていない。何もわかっていない。

　わかったのは、明人が爆ばく破は事じ件けんの関係者だということだけだ。その目的も、動機も、まったく見えてはこなかった。

　だから、前に進まなければならない。

　明人が向かったのは研けん究きゆう棟とうの内部だ。

　痛みに怯おびえることなく、宗太は大きく足を踏み出した。




　　　　　　　　４




　研究棟の内部は、薄うす闇やみに包まれていた。

　長い廊ろう下かの左右に実験室が配置されている。

　壁には研究成果を告つげるレポートが張はり巡めぐらされていた。

　それぞれの部屋の主を示すネームプレートがよく目につく。

　炎の蔦つたは、一階の方にも伸びてきていた。

「ひなた、こわくないか？」

　研究棟に足を踏み入れてから、宗太の視界にはひなたの後頭部が映うつっている。

「だいじょうぶです。宗太さんと一いつ緒しよですから」

　本当だと主張するように、繫いだ手にひなたが力を込めた。

　気持ちがすっと楽になる。腹部の痛みも、少し和やわらいだように思えた。

　二階に上がる階段を見つけ、慎重に足を伸ばす。

　だが、最初の一段に足をかけたまま、ひなたが動かなくなった。

　恐おそらく、音を拾ひろっているのだ。

　耳を澄ますが、宗そう太たには何も聞こえない。

　ひなたの反応が正しかったことはすぐに証明された。

　地じ響ひびきと共に、一ひと際きわ大きな爆ばく音おんが鳴り響いた。

　足元がじわりと揺ゆれる。

「……持ってた爆弾だんを使ったのか」

　先ほど接せつ触しよくした際に、明あき人との手にはプラスチック爆弾らしきものが握にぎられていた。

「たぶん、そうです。音が最初の爆発はつとよく似にていました」

「どっちかわかるか？」

　ひなたは迷まよわずに一階の来た道を指差した。

「行こう」




　時間の経過と共に、腹部の痛みは酷ひどくなった。

　服が擦こすれるだけでも、激痛が走る。

　脂あぶら汗あせもだらだらと流れた。

　今すぐにでも立ち止まりたい気分だ。

　それでも、宗太は憑つかれたように、足を前に出す。

　そして、ひとつの穴に出会った。

　来た道を戻ると、廊ろう下かがその穴で寸断されている。

　直ちよつ径けいにして三メートルはある。

　瓦が礫れきの飛び散り方からして、下から爆破はされたのだろう。

「地下があったのか」

　暗い穴を覗のぞき込こむがほとんど何も見えない。

　小さな瓦礫をひとつ手に取り、投げ込んだ。

　思ったよりも早く音が鳴る。

　せいぜい、四、五メートル程度だ。

　腹部の痛みを我が慢まんして、宗太は思い切って飛び降りた。

　ひなたは重力支配の力を使い、宙に浮かび上がった後、綿わた毛げのように舞い降りてきた。

　見上げると、数メートル先に穴が見える。

　風が通路を吹き抜けていく。

　焼けたにおいがする正しよう面めんの闇やみに、宗太とひなたは挑いどんでいく。

　水の流れる音が足元からした。

　他には何も聞こえない。

　少し行くと、分厚い鉄の扉とびらにぶつかった。

　人が一人通れる程度に開いている。

　中からは明かりがもれていた。

　ひなたに続いて、宗そう太たも中に入った。

　とたんに視界が広がった。

　学校の教室四つ分ほどの面積はありそうだ。

　天てん井じようも高い。

　ここに来るまでの通路は、スロープになっていたのだろう。知らず知らずのうちに、地下深く潜もぐっていたのだ。

　おぼつかない足取りで、奥へと進んだ。

　薬品のにおいが鼻につく。

　それに混まざって、嘔おう吐と感かんを誘さそう異い臭しゆうがした。

　人の気け配はいはない。だが、人がいた痕こん跡せきだけは色濃く残っている。書きかけのレポート。飲みかけの缶コーヒー。脱ぎ捨てられた白衣。

　さらに奥へと進む。

　頭の中で、これ以上は進まない方がいいと直感が警けい告こくを鳴らした。

「いるのか、中なか条じよう!?」

「いるなら返事をしてください！」

　部屋を仕切るついたてを、宗太は動かした。その先に、何かの気配を感じた。

　覚かく悟ごを決めて、あるものを見み据すえる。

　瞬しゆん間かん、体の中心で何かが爆ばく発はつした。

　感情が凍こおりついた。本能がアルテミスコードの使用をやめさせた。

　ひなたに見せるべきではないと思った。

「宗太さん？」

　一瞬だけ見えたものに、不安を感じたのだろう。

　なんでもない、大だい丈じよう夫ぶだと言いたかった。

　だが、口から出てきたのは、昼に食べた弁当の残ざん骸がいだった。

　涙なみだがぼろぼろと流れ出す。

「どうしたんですか？　宗太さん！」

「……なんでもないよ」

　その声は涙に濡ぬれていた。

　ゆっくりと深呼吸を繰くり返かえした。それと共に、宗太は心を殺した。

　何を見ても、何も感じないようにと。

　顔を上げる。

　高さ二メートルほどのシリンダーがあった。全部で二十本ほど。それが円を描くように配置されている。

　中は薄うつすらと青い液体で満たされ、それと一いつ緒しよに、首なしの遺い体たいがひとつずつ入れられていた。

　何か電極のようなものに、黄おう土ど色いろに変色した遺体は繫つながれている。

　まるで人の標ひよう本ほんだ。

　口と胃を押さえながら、そのひとつに近づく。

　シリンダーの下部にプレートを見つけた。

　番号が刻きざまれている。

　その次には、名前が書かれていた。

　記憶をまさぐる。見覚えのある名前のような気がした。

　──柴しば田た武たけ史し

　脳が思い出すことを拒否しているのかすぐには出てこない。

　隣となりのシリンダーも確認する。

　そこに刻まれた名前を見て、宗そう太たは膝ひざから崩くずれ落おちた。

　──高こう坂さか由ゆ佳か里り

　執しつ行こう人にん事じ件けんで殺された、宗太のクラスメイトの名前だ。

　生なま首くびで見つかり、胴どう体たいの捜そう索さくは打ち切られていた。

　プレートが意味することをただ信じるのであれば、ここにあるのがそれということだ。

　何とか立ち上がり、宗太は現実を否定する思いで、すべての遺体を確かめた。

　執行人事件の被害者が全員揃そろっている。

　それどころか、拘こう置ち所しよの爆ばく破はで死亡したムーンチャイルドの名前も見つけた。

　まさかと思いつつも心が真まっ白しろになっていく。

　最後のプレートを確認して、宗太は獣けもののように吼ほえた。

　わけがわからなかった。

　なぜここにその名があるのかが……。

　──柿かき崎ざき瑞みず希き

　執行人事件の犯人であり、宗太の目の前で命を絶たった少女。

　その証あかしは今も胸元にどす黒く残っている。

　彼女が自みずから貫つらぬいた傷きず跡あとだ。

　状況がまったく理解できていないひなたは、それでも、宗太の手を必死に握にぎっていた。まるで励はげますように。

　物音が背後でした。

　肩かたを震ふるわせながら振り向く。

　もう立っている気力すら残っていない。

　柿かき崎ざき瑞みず希きのシリンダーに背中から寄りかかった。

　その宗そう太たを、縄なわで首を吊つった中なか条じよう明あき人との虚うつろな目が見下ろしていた。
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　宗そう太たは現場に駆かけつけた黒くろ田だの車の後部座席に膝ひざを抱かかえて座すわっていた。

　震ふるえが止まらない。

　七月も近いこの時期に、頭から毛布までかぶっている。

　それでも、宗太の意い思しに反して、体は小こ刻きざみに震えた。

　連続してかち合う歯の音が、脳に響ひびいた。

　頭と胸、それから血管の中を、果てしない不安が駆け巡めぐっていた。

　焦点の定まらない瞳ひとみは、何気なく助手席のシートを映うつしている。だが、宗太の網もう膜まくには、別のものが焼きついていた。

　地下研究室。首のなしの遺い体たい。柿かき崎ざき瑞みず希き。そして、首を吊つった中なか条じよう明あき人と。

　ありとあらゆるものが、現実離れしている。

　黒田と巴ともえに連絡した直後、宗太は耐え切れずに地上に上がった。

　すぐに京みやことつばめも合流した。

　黒田の到着を待っている間に、宗太は二度吐はいた。もはや胃い液えきしか出てこない。いくら吐いても吐き気は消えず、それでも不快感を追い出すように、宗太は何度ももだえた。

　そんな状況でも、事件解決の糸口を探さがす自分の頭が疎うとましかった。

　三十分ほどで、黒田はやってきた。短い報告を済ませた後、宗太は青白い顔で、黒田にひとつの提案を投げかけた。銀の箱はこ舟ぶねを誘さそい出だす方法があると言って。

　宗太の話に、黒田は真まっ先さきに顔を歪ゆがめた。あごひげを右手でさすりながら、目を瞑つむって悩んだ素そ振ぶりを見せた。しばらくして、いつもの調子で、いいだろう、とだけ言って研けん究きゆう棟とうの内部へと消えていった。

　それから遅れること五分、今度は複数の警察車両がサイレンを鳴らして現場に到着した。

　随ずい分ぶんと時間の経過した今でも、窓の外では、パトカーが赤いランプを回している。

　研究棟はキープアウトと書かれた黄色のテープで封ふう鎖さされている。爆ばく破は現げん場ば付近は、報道陣をシャットアウトするために、青いシートで覆おおわれ、中の様よう子すが摑つかめなくなっていた。

　顔を上げた宗太は、ぼんやりと現場を眺ながめた。

　寒さむ気けが全身を震わせる。

　その宗太の手に、ぬくもりが添そえられた。

　遠えん慮りよがちにひなたが宗太の手を握にぎっている。

「だいじょうぶです」

　何の根こん拠きよもなければ、何に対して言っているのかもわからない。恐おそらくそれはひなた自身もそうなのだろう。

　それから十分ほど、宗そう太たとひなたは手を繫つないだまま無言で座すわっていた。

　運転席のドアが開くと、黒くろ田だが戻ってきた。

「待たせたな。気分はどうだ？」

「最悪ですよ」

「そう言えるだけ、回復したってことだな。怪け我がの具ぐ合あいはどうだ？」

　忘れていた痛みが、聞かれたことでよみがえる。腹部に手を当てた。表面に指が触ふれただけで宗太は顔をしかめた。それは明あき人とにやられた怪我だ。

「その様よう子すなら、折おれちゃいないだろうが、肋ろつ骨こつにひびくらいは覚かく悟ごしておけよ」

　曖あい昧まいに答えて、ルームミラー越ごしに黒田を見た。

　黒田も、宗太を見ている。

「お前さんの言ったように、手て配はいはしておいたよ。そろそろ明あき人とを乗せた救急車が出て行く頃だ」

　言葉通り、駐車してある黒田の車の前を、救急車がサイレンを鳴らしながら飛び出していった。

「明日の朝、爆ばく破はテロ事件の容よう疑ぎ者しや逮たい捕ほ、意識不明の重体と報道される手はずだ」

「中なか条じようが捕つかまったと知れば、銀の箱はこ舟ぶねに何らかの動きがあるはずです。口くち封ふうじに出るか、救出にやってくるか、どちらにせよ、病院で接せつ触しよくするチャンスがあります」

「ただ、あまり時間は取れんぞ。期限は十日後の七月七日いっぱいまでだ。それ以上は、俺も上を欺あざむけんよ」

「それで十分です。僕だってこんな最悪な手段を、長々とやりたくはありませんから」

　明人を餌えさに敵をおびき出そうとしているのだ。気持ちのいいものではない。それでも事件が解決しないよりはいい。

「地下の装置のことは何かわかったんですか？」

「さっき報告があってな。責任者の教授が、自宅で遺い体たいで発見された。教授と銀の箱舟との関係はまだはっきりしていないが、近々何か出てくるだろう」

　返す言葉を失って、宗太はただ息を吞のんだ。

「嫌いやな予感がするのよねえ。こりゃ、生なま半はん可かな事件じゃなさそうよ」

　口く調ちようはおどけているが、黒田の瞳ひとみの奥には、真剣な光が宿っている。

「ま、とりあえず病院だな」

「事件の方はどうなるんですか？」

　エンジンを回そうとしていた黒田の手が止まった。

「あんなものが出てきたら、爆破事件ってだけでは済まないはずです。銀の箱舟の目的も、犯はん行こう声せい明めいの内容からずれてきています」

　黒田の視線が宙を彷徨さまよい、現場の方へと向けられる。

　導かれるようにして、宗そう太たも同じものを目に映うつした。

　よれたスーツのポケットから黒くろ田だが煙草たばこを取り出した。

　くわえただけで、火はつけない。

「七月七日いっぱいを待って、事件は解決となる」

「え!?」

　あまりに突とつ拍ぴよう子しもない返答に、宗太はただ驚きを示した。

「どうしてですか？」

　黙だまっていたひなたが思わずといった様よう子すで口を挟はさんだ。

「明あき人との自宅で鑑かん識しきが遺い書しよを発見した」

　言葉を区切ると、黒田は煙草を指で摘つまんでもてあそぶ。それから普段の調子で続けた。

「事件の顚てん末まつから、動機までがつらつらと書かれていたよ。どうして、ムーンチャイルドというだけで、差別を受けなければならないのか。それが原因で不ふ登とう校こうになった。あとはそんな社会に対する恨うらみ言ごとだ。爆ばく破は事じ件けんは、世の中を変えるために起こしたが、結局、何も変わらなかった。もうこの世界に未練はないと……」

　黒田の口く調ちようには、何の感情も含ふくまれていない。

　遺書の内容を聞くに連れて、宗太の体を支配する震ふるえの質が変化していった。

「それのどこに、中なか条じようの言葉があるんですか。遺書なんて別人が用意したに決まってるじゃないですか」

　暴あばれだそうとする激情を、押さえつけるのに必死だった。

「執しつ行こう人にん事件との繫つながりだってあるんですよ！　ここが銀の箱はこ舟ぶねと関係しているのなら、どうしてそれが爆破されるんです？　おかしなことだらけじゃないですか！」

「俺も明人を信じたいよ。けどな、筆ひつ跡せき鑑かん定ていの結果、遺書自体は本物だろうと結論が出た。明人が自分で首を吊つった可能性は十分にある」

「そんな……」

　ようやく学校にも出てこられるようになった。保健室登校とはいえ、宗太やひなたと一いつ緒しよにいるときの明人は、立ち直っているように見えた。

「人の心の中なんて、わからないもんだよ。違うか？」

　反論ができなかった。同じムーンチャイルドとして、明人の立場を理解しているつもりではいた。だが、宗太は何も知らなかった。明人が銀の箱舟と関係していたことも、死にたいほどに世の中に絶望していたことも。

「そうだとしても、他の銀の箱舟はどうするんです？　中条ひとりで起こせる事件の規き模ぼじゃないでしょ！」

　宗太がいくら言葉をぶつけても、黒田が顔色を変えることはなかった。あくまで淡々としている。

「来月中旬には、アメリカ大統領の来日も予定されている。だから、事件は早々に解決されなきゃならないんだよ。俺らがどう足あ搔がいても、この決定は覆くつがえらない。当然ちゃ、当然だが、上の連中は地下のことを隠かくしたがっているしな」

「そんな大人おとなの都合で、事件を終わらせるんですか。これで銀の箱はこ舟ぶねの活動が止まる保障がどこにあるっていうんですか？」

「保障を手に入れたからこそ、上はそう判断したんだろうな」

　黒くろ田だの口く調ちようは重い。

「……それって!?」

「俺らに知らされていない切きり札ふだを上が握にぎっているか、もしくは上の方で銀の箱舟と取り引きがあったんじゃないかと俺は思ってる」

「そんなことが許されるはず……」

「そう許されるはずがない。けどな、権力ってのはそういうものだ。問題を回避するためなら裏うらでなんだってやる」

「……そんなもの、子供に見せないでください」

　願い、そして努力をすれば、何でも叶かなえられるなどと思ってはいない。正しよう直じき者ものが馬鹿をみるのがこの世界だ。だが、理り不ふ尽じんを黙だまって飲み下せるほど、割り切った考え方も、宗そう太たにはまだできそうになった。

　だから、憤いきどおりに拳こぶしが震ふるえる。やり場のない怒りが込み上げてくる。

「大人おとながそうだからいけないんですよ」

　一度は我が慢まんしようとしたが、それでも溢あふれ出だす感情の激流を、せき止めておくことはできなかった。

「自分の都つ合ごうでしか話をしないから！　だから、ムーンチャイルドの事件が過激化していくんです！」

　半分は嘆なげきに変わっていた。

「中なか条じようが何を思って事件を起こしたと思うんです！　そういうことを知ろうとしないから、誰も理解してくれないから、僕たちは歪ゆがんでいくしかないんですよ！」

「……お前の言ってることも正しいよ」

「わかったような顔をして、理解する努力を誰もしないから！　中条や柿かき崎ざきみたいな不幸が生まれるんです……。大人のくせにそんなこともわからないんですか！」

「それでも今はその気持ちを胸にしまえ」

　黒田の声こわ音ねはただ静かだった。慰なぐさめも言い訳もない。しいて言うなら、穏おだややかだった。

「まだ逆転のチャンスはある。そのために七月七日までの期間がある」

　散さん々ざん、怒ど鳴なり散ちらしたあとだからこそ、宗太には黒田の言葉を受け入れるしかなかった。今、自分勝手な行動に出れば、否定した大人と同じになってしまう。

　それに、明あき人とを理解していなかったという点においては、自分にも責任があるような気がした。

「とにかく今夜は病院に行って休め」

　宗そう太たは黙だまって車を出た。

「おい、病院は？」

「自分で行きます」

　車外の空気には、爆ばく破はと煙の痕こん跡せきがにおいとして混まざっていた。

「ひなただけ送ってあげてください」

　宗太の背中を、誰かが引ひっ張ぱっている。

　後ろには、ひなたが立っていた。

「一いつ緒しよにいたら、だめですか？」

　宗太が返事をする前に、黒田が車を出してしまった。サイドミラーにはにやけ面づらが浮かんでいる。開いた窓から、手を振っていた。

　テールランプが見なくなるまで、宗太は何も考えずに見送った。

　ひなたの手を取った。

　それから、家に向かって歩き出す。

「なあ、ひなた」

「なんでしょうか？」

「この世界を嫌きらいになったことはあるか？」

　空を見上げながら、ごく自然に宗太は聞いた。

　あるはずがないと思いながら。

「前は、大嫌いでしたよ」

　予想外の返答に、宗太はひどく驚いてひなたを見た。

　正しよう面めんを向いたひなたは、どこかやさしい顔をしている。

「わたしにやさしくしてくれない世界なんて、なくなればいいってずっと思っていました。そうすれば、実験ばかりの生活ともお別れできますし、アルテミスコードも使わなくてよくなるので」

　国立アルテミスコード研究所での実験風景が呼び起こされる。特とつ課かに来るまで、ひなたはずっとそうした研究所に閉じ込められていたのだ。

　誰よりも、世界を憎にくんでもおかしくない。

「なら、どうして笑ってられるんだ」

「わたしが世界に悪意をぶつけたら、今以上にわたしは世界から嫌われてしまうんです。わたしはこう思うんです。きっと世界にやさしくなれた分だけ、世界もわたしにやさしくしてくれるんだって」

　そんな当たり前の事実を、ひなたは簡単に口にした。

　それも飛び切りの笑え顔がおを宗そう太たに向けて。

　わけもわからず、宗太は目の端はしに涙なみだの雫しずくを溜ためた。零こぼれ落おちないように空を見る。

「だから、できるだけ信じようって思ったんです」

「そっか」

「たくさん笑っていた方が、わたしの世界も少しはよくなるような気がしたから」

　嚙かみ締しめるように、ひなたが言葉をまとめた。

　宗太は何も言えず、心の中に今の会話を大切に保管した。

「あ、あの、ごめんなさい。わたし、今、偉えらそうじゃなかったですか？」

　しゃべると涙声になりそうだったので、宗太は少し乱暴に頭を撫なでた。

「わっ、宗太さん、何ですか！　これはどういう意味ですか！」

　困こん惑わくしながらも、楽しそうな声が上がる。

　それから、口数の減へった宗太の代わりに、ひなたはよくしゃべった。

　事件のことには一いつ切さい触ふれない。

　体育祭の話題には熱がこもっていた。

　約三十分かけて、宗太とひなたは帰るべき家にたどり着いた。




　　　　　　　　２




　翌よく日じつ、爆ばく破はテロの容よう疑ぎ者しや逮たい捕ほの報道が流れた。

　同時に、意識不明の重体にあり、予よ断だんを許さない状況にあることが伝えられた。

　十六歳という年齢から、中なか条じよう明あき人との名前は公表されていない。単に銀の箱はこ舟ぶねに属するムーンチャイルドの少年として処理されていた。

　研けん究きゆう棟とうの管理者が銀の箱舟と連絡を取り合っていたことも判明した。事件は銀の箱舟の内部分ぶん裂れつにより収しゆう束そくする方向へと傾かたむいている。

　新聞の一面はそのことで埋うめ尽つくされた。各局のニュース番組も予定を変更して、大々的に連続爆破テロ事件を取り上げた。

　それはすぐに、少年犯罪、すなわちムーンチャイルド犯罪に対する特集へと切り替わり、連日のように、的まと外はずれな精神分析を宗太は聞かされるはめになった。

　誰も柿崎瑞希や中条明人のことを理解していない。わかったようなことを口にして、自分たちが納なつ得とくしておきたいだけだ。そして、事件を過去のものへと変えていく。

　マスコミの殺さつ到とうを避さけるため、明人の入院している病院名は明かされていない。それでも、どこで嗅かぎつけたのか、三日が過ぎた頃には、病院の外にマスコミ関係者らしき人物が数名通いつめるようになったと黒田から聞かされていた。

　宗そう太たは肋ろつ骨こつに全ぜん治ち二週間の怪け我がを負った。激しい運動を控ひかえれば、日常生活に支し障しようはない。だが、それを理由に捜そう査さからは外はずされた。ひなたも同様の扱あつかいを受けている。

　体育祭が終わり、七月になると、すぐに期末試験が始まった。

　否いや応おうなしに、宗太は高校生らしい生活に引き戻された。適度に試験勉強をこなし、足たりない部分のノートを千歳ちとせに借りるなどして凌しのいだ。

　試験の最終日の七月七日。最後の時間は巴ともえが担当する物理だった。問題をある程度解とき終おわったところで、強烈な睡すい魔まに敗北した。それでも、見回りに来た巴に頭を小こ突づかれ、最後まで問題と向き合うはめになった。

　終了のチャイムに合わせて、教室がざわついた。落らく胆たんのため息と、試験から解放されたことへの歓かん喜きが混まざり合あう。自然と浮かれた空気に包まれた。

　試験も終わり、これで憂ゆう慮りよすべきことは何もない。世間的には、連続爆ばく破はテロ事じ件けんも容よう疑ぎ者しやが逮たい捕ほされ解決したことになっている。

　ＨＲが終わると、各々のグループに分かれて、クラスメイトが打ち上げに出で掛かけていった。明日から週明けまでは、試験休みなのも手伝って、総じてテンションが高い。

　その中にいて、宗太は最後まで席を立たなかった。

　今日は銀の箱はこ舟ぶねの関係者を誘おびき出だす作戦の最終日だ。午後になれば、黒くろ田だが最終手段に出ることも宗太は知っている。意識不明だった容疑者が目を覚ましたと報道するのだ。

　銀の箱舟の関係者は、その報道を聞いて慌あわてることだろう。尋じん問もんを受け、明あき人との口から組織のことが明るみに出るのではないかと。そのため、口くち封ふうじか、救出のために、銀の箱舟は必ず病院にあらわれる。

　筋すじ書がきに不備はない。病院も厳げん戒かい態たい勢せいを敷しいている。

　今度こそ事件は終わりを迎むかえるのだ。宗太はそれをただ待っていればいい。あとのことは黒田に任せて。

　だが、その待っていることがなかなかに難しい。何かしている方が気がまぎれる。

　大きくため息をひとつ落とした。

　そこに、ひなたが机の間をすり抜ぬけて近づいてくる。

「え、えと、宗太さんのこのあとの予定はどうなっていますか？」

「別に普通に帰るだけだけど？」

「やはり、帰ってしまうんですか……え、えっと、寄り道とかしたりしませんか？　するといいと思うんですよ」

　突然、わけのわからないことをひなたは言い出した。両手をじたばたさせている。

　指先には、例によって絆ばん創そう膏こうがたくさん貼られていた。

　昏こん睡すい状じよう態たいから目覚めたあとも、熱心に京みやこの家を訪ねて料理の特訓をしているせいだろう。

　ひなたの言いたいことがまるでわからず、宗太は首をひねった。

　そこに京みやこがやってきた。

「ひなたちゃん、帰ろっか」

「あ、京先せん輩ぱい。そ、そのですね。今、宗そう太たさんの寄り道大作戦を……」

「それなら手を打っておいたから平気だよ」

　後ろから京がひなたを抱だき締しめる。ひなたの顔から緊きん張ちようが抜ぬけていった。

　宗太にとってはますます意味不明だった。

　だが、何らかの企くわだてがあるのは理解できる。特に、京の目を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。悪事を働くときの目をしている。

「ひなたちゃんはあたしとデートだから、宗太君はひとりで帰ってね」

　宗太の返事を待たず、京はひなたの手を取って歩き出す。

　教室のドアを抜けたところで振り向き、にんまりと笑えみを作った。

「ま、楽しみにしていたまえ」

　芝居がかったことを口にすると、完全に姿すがたが見えなくなった。

　ひとり残された宗太は、深いため息をつき、机に突つっ伏ぷした。

　木の板がひんやりとして心地よい。

　目を瞑つむると、眠気が襲おそってきた。

　だが、すぐ側そばに人の気配を感じて、宗太は勢いよく体を起こした。

「きゃっ！」

　驚いて悲鳴を上げたのは千歳ちとせだった。

　寝ている宗太に悪戯いたずらでもするつもりだったのか、なぜか、右手を振り上げている。

　説明を求める宗太の視線に気づいたらしく、千歳は何もしないまま、誤ご魔ま化かすように手を下ろした。

　何事もなく話しかけてくる。

「まだ残ってたんだ」

「なんとなく……そんな気分で。里さと見みは？」

「私は委員会の日報を次の当番に渡してきただけ」

「そっか……」

　会話が途と切ぎれる。

　宗太は何気なく空を眺ながめた。

「真さな田だ君、約束覚えてるよね？」

　恐る恐るといった様よう子すで、千歳が上うわ目め遣づかいに宗太を見る。

　まったく別のことを考えていた宗太は、完全に返答が遅れた。それから、約束という言葉に触発された脳が急いでデータの検けん索さくを始める。

　今日は七月七日。宗そう太たと千歳ちとせの誕たん生じよう日びであり、デートの約束をした日でもある。

「覚えてるよ。午後七時、駅前のモニュメントの前だろ」

　借りてきたような言い方になっていた。

　疑うたがいの眼まな差ざしを千歳が向けてくる。

　本人は睨にらんでいるつもりなのだろうが、宗太はその目が好きだった。少し拗すねたようにも見えて、普段あまり表情を見せない千歳にしては、わかりやすい顔でもあった。

「覚えてるならいいけど」

　何か言いたげではあったが、千歳は何も言ってこない。机の上に残してあった鞄かばんを持つと、あとでねと言って帰っていった。

　それからしばらくして宗太も教室を出た。

　昇しよう降こう口ぐちで靴を履はき替かえていると、後ろから声をかけられた。

「宗太はん、随ずい分ぶんと遅いお帰りですな」

　振り向かずとも独特のしゃべり方のおかげで正しよう体たいはわかった。

　無言のまま、宗太は靴の紐ひもを結んだ。

　前に仁に王おう立だちしたつばめの影で手元が暗くなる。

「何か用ですか？」

「帰る前に、ウチに付きおうてくれへんやろか？　ほんの少し寄り道するだけです」

　寄り道という言葉に、心が自然と身み構がまえる。先ほどひなたが、寄り道大作戦がどうのと言っていたはずだ。となれば、つばめも一枚嚙かんでいる可能性が高い。京みやこが打った手とは、つばめのことなのだろうと推測した。

「どこに？」

　興味がないふりをして、宗太は聞いた。

「明あき人とはんが事件を起こした理由、知りたいんと違います？」

　そこで初めて宗太は顔を上げた。

　鬼おにの首でも取ったように、つばめは意い地じの悪い笑えみを浮かべていた。




　何度聞いたところで、つばめは行き先を教えてはくれなかった。

　付いてくればわかるの一いつ点てん張ばりだ。

　途と中ちゆう、花屋に寄ると言い出した。店員に仏ぶつ花かを見み繕つくろってもらっている。

　会計の際に手招きをされ、なぜだか、宗太が代金を支し払はらわされた。当然、花を持つのも宗太の仕事だ。

　月つき乃の宮みやの駅前に出ると、つばめは平然とタクシーを呼び止めた。

　マイペースに振り回されながら、宗太も続いて乗り込む。

　行き先をつばめが口にしたことで、ようやく目的地が判明した。

　宗そう太たは支つかえが取れたような顔をして、運転手のおじさんは渋った表情になった。距離が近いのだ。

　恐おそらく千円にもならない。

　宗そう太たの予想通り、タクシーは二度メーターを増やしただけで目的地に到着した。

　料金を払はらって降りる。

　湿しめった空気が肌にべとついた。

　見上げるほどにあるお寺の階段は、来る者を拒こばんでいるように思えた。

　何も言わずに、つばめが先を行く。

　その隣となりに宗太も並んだ。

　執しつ行こう人にん事じ件けんが解決して以来訪れてはいない。一ヶ月以上は経過している。だが、もっと前の出で来き事ごとのように、宗太は感じていた。

　階段を上がりきると、背中がじっとりと汗ばんでいた。

　持ち手のついた桶おけにつばめが水を汲くむ。

　それを運ぶのも宗太の役目だった。

「何を見ても冷静でいておくれやす」

　いつになく、しんみりした声に、宗太は疑問を顔に出した。

「行けばわかりまっさかいに」

　促うながされるままに、柿かき崎ざき瑞みず希きの墓ぼ前ぜんに立った。

　何かの冗じよう談だんかと最初に思った。

　以前来たときは黒々としていた墓石せきが、赤や青、それに黄色のペンキで塗ぬられている。壁の悪戯いたずら書きのように、スプレーで模も様ようや文字まで書かれていた。

　それはトイレの落書きや壁の悪戯書きよりも性た質ちが悪い。

　悪意の羅ら列れつ。すでに死んでいる人間に対して、死ねという表現すら使われていた。

　周囲を確認する。他の墓石は何事もなく厳おごそかな雰ふん囲い気きでそこにあった。瑞希の墓標ひようだけが汚よごされている。

「体育祭の日の爆ばく破は以降、毎日のように猫を街に放はなって調べてみたんですわ。何か銀の箱はこ舟ぶねの手がかりゆうんが見つからんかと思うて。そしたら、たまたまこれを」

　言葉など思い浮かばなかった。

　疑問だけが押し寄せてくる。

　墓石に茶色のスプレーで刻きざまれた執行人の文字。

「執行人が瑞希やったゆうことは、一部の人間には知られてまっせ」

「どうして？」

「警察関係者が情報をもらしたんと違います？　調べてみたら、犯罪系サイトの掲示板で、よう盛り上がってはりましたわ」

「それで、こうなるんですか」

　違うと誰かに言ってほしかった。それでも、つばめは残酷な宣告を下した。

「ええ、これがウチらの住んでる世の中ゆうこってすわ」

　宗そう太たは桶おけをおき、その中に花を置いた。

　墓ぼ石せきに近づく。よく見れば、玉たま子ごまでこびりついていた。

　そして、その汚よごれに隠かくれて、ペンキを何度か消した痕こん跡せきがあった。

　確認するように宗太が振り向く。

「たぶん、明あき人とはんが磨きはったんでっしゃろなあ」

　思い当たるふしはある。

　誕たん生じよう祭さいの日、花火を見るためにやってきた明人の指先には、何らかの塗と料りようらしきものが付着していた。あのときは部屋の掃そう除じなどと言っていたが、本当はここに来ていたのだろう。

　それに、ペンキの落し方をネットで検けん索さくしているのを見かけた覚えもある。

「中条は、こんな理不尽な世の中が許せないから……」

「あくまで、理由のひとつやと思いますけど」

　ひとりで必死に墓石を綺き麗れいにしようとする明人の姿がまぶたの奥に浮かんだ。

　それから無言で、人の無自覚な悪意の象徴と向き合った。

　なぜ、明人のような人間が苦しまなければならないのか。

　なぜ、このような行為を働く者が、今ものうのうと生きているのか。

　血液が黒く濁にごっていくような錯さつ覚かくを宗太は感じた。不満や憤いきどおりが、衝しよう動どうとなって体の中で暴あばれている。

　これが大きく育てば、人が爆ばく破はテロを起こすこともあるのかもしれない。明人の本当の気持ちはわからない。ただ、その一部を理解できたような気はした。

　瑞みず希きの墓標ひようは、水で流すだけでは、少しも綺麗にはならなかった。

　仕方がなく、宗太は表面の汚れだけを洗い流した。

　新しい花を添そえる。

　つばめが線香に火をつける。束たばの半分を宗太に手渡してきた。

　墓石の前にしゃがみ込む。

　線香を砂に立てて、墓前に手を合わせた。

　瑞希にかける言葉は思い浮かばない。そんな自分が薄情に思えた。

「ほな、行きましょか」

　返事も待たずに、つばめは立ち去っていく。

　それでも、宗太は墓石の前から動かなかった。




　　　　　　　　３




　夕暮れ時まで、宗そう太たは瑞みず希きの墓ぼ石せきと向き合っていた。思い浮かぶのは、瑞希の言葉と、明あき人との顔だけだった。

　それも時間の経過と共に薄れていく。その後ろめたさから逃のがれるように、宗太は明人に会うために病院に向かった。

　宗太が病院に到着した頃には、すでに日は沈み、入れ替わるように月が夜空に顔を出していた。

　綺き麗れいな満月だった。

　その様よう子すを、病院の中庭から宗太が見上げた瞬間、ガラスの割れる音がした。

　反射的に病びよう棟とうを見上げる。六階建ての六階部分の窓が割れている。外側に破片は落下してきていない。すなわち、外から内側にかけて割れたことになる。

　窓が割れてできた穴に、何か黒い物体が飛び込んでいった。はっきりとはわからなかったが、大きな鳥、カラスに見えた。

　嫌いやな予感がした。

　体はすでに病棟に向けて駆け出している。

　携帯で京みやこを呼び出す。すぐに繫つながった。

「宗太君？　もう帰ってきていいよ」

「病院で何かあったかもしれません」

　その一言で、京の雰ふん囲い気きが変化したのを宗太は電話越ごしに感じた。

「わかった。ひなたちゃんとすぐに行くから、無む茶ちやはしないで」

「了解です。到着したら連絡ください」

　それから続けて黒くろ田だに連絡をした。

　だが、なかなか繫がらない。今は明人の警護をしているはずである。病院内ということで、電源を切っている可能性もあるが、考えは悪い方向にばかり行く。

　自動ドアを抜ぬけて、宗太は病院内に入った。

　外来の受付は締しめ切きられ、看護士や清掃員が片づけをしていた。上の階の窓ガラスが割れたことに気づいた様子はない。

　案内図を見て、六階の病室への経路を確認する。

　馬ば鹿か正しよう直じきに、エレベーターで行くのは危険に思えた。非常階段を使うことにした。

　誰かに声をかけられる前に、宗太は入院患者の見舞いを装よそおって、そそくさと足を進めた。

　エレベーターホールの奥にある扉とびら一枚抜ぬけて、非常階段を駆かけ上あがる。

　走るとまだ肋ろつ骨こつに響ひびいたが、弱よわ音ねを吐はいてもいられない。

　五階まで上がったところで、息を整えるために、残りの一階は階段を歩いて進んだ。

　深呼吸をしながら、病院の廊ろう下かに出るドアノブを握にぎった。

　ゆっくりと音を立てないように回す。様よう子すを覗のぞけるだけ開いて、廊ろう下かを見た。物音はしてない。逆にそれが不ぶ気き味みだった。

　いくら病院とはいえ、静かすぎる。

　廊下に出ると前後を確認しながら、ひとまずトイレに逃げ込んだ。真まっ直すぐの廊下をただ進んでいては、誰かと鉢はち合あわせたときにすぐに見つかってしまう。

　トイレに入ると足を止めた。割れたガラスが足元に散らばっている。その真ん中なかに、羽を広げ、うつぶせの姿勢でカラスの死体が転ころがっていた。

　トイレから出ると、今度は空あいている病室に潜もぐり込こんだ。

　壁を背中にして、廊下の様子を窺うかがう。

　足音が近づいてくる。通り過ぎるのを待ってから、顔を外に出して確認した。黒くろ田だの丸まった背中が視界に入った。手には銃を構かまえている。

「黒田さん」

　勢いよく振り向いた黒田が宗太に銃口を向けてきた。慌あわてて、宗太は両手を上げる。

「宗太か、何しにきたのよ」

　口く調ちようはおどけているが、周囲に対する警けい戒かいは怠おこたっていない。

「少し気になって。そしたら、窓が割れるのが見えて」

「場所は？」

「この階の男子トイレです」

「誰にも会わなかったか？　ひとり様子見に行かせたんだが」

「いえ、誰にも……」

　黒田は宗太の腕うでを摑つかむと、庇かばうようにしてきた道を引き返した。

　途と中ちゆうで京みやこに応援を頼んであることは伝えた。

　明あき人との病室の前には、巴ともえの姿すがたもあった。咎とがめるような視線は向けられたが、何も言ってこない。

　その他に二名の制服警官がいた。病室のドアを左右から挟はさんで立っている。患者の名前を記したプレートには流れるような文字で、中なか条じよう明人と書かれていた。

「中条は部屋にいるんですか？」

「ああ、罠わなを張はるにしても、うそは少ない方がいいからね」

　短いやり取りで会話は途と切ぎれた。

　明人の様子を見に、部屋に入ろうか迷まよっていると、ひとりの警察官が廊下の向こうから戻ってきた。先ほど様子見に行かせたというひとりなのだろう。

「どうだった？」

　警察官は俯うつむいたままで、黒田の質問に答えない。わずかにあごが上がったところで、宗そう太たは瞳ひとみの中のアルテミスコードに気がついた。それは、柿かき崎ざき瑞みず希きが絶命する間ま際ぎわに見たカラスの瞳とまったく同じだった。目を見開き、一いつ瞬しゆんで体に緊きん張ちようが走った。

　宗太の反応に触しよく発はつされ、黒くろ田だと巴ともえが銃じゆうを構かまえる。だが、先に撃うったのは、警察官の方だった。事態を把は握あくできていないふたりの制服警官が、まず標ひよう的てきにされた。

　乾かわいた銃声がふたつ。弾だん丸がんの放はなたれた方向を確認する。腹部を撃たれた制服警官が、口を半開きにして、何か呻うめき声こえを上げながら後ろに倒れた。じんわりと血が滲にじみ出だし、どす黒いシミを制服に作り出す。

　その背後には、胸を撃たれたもうひとりの警察官がいた。壁に背中を預あずけ、体を小こ刻きざみに震ふるわせている。背中を滑らせて、制服警官は足を伸ばした姿勢で、床に崩くずれ落おちた。顔面はすでに蒼そう白はくだ。胸に当てられた手は、すぐに真まっ赤かに染そまった。

　宗太の体は恐怖で強こわ張ばり、逃げ出すこともできず、ただ立たち尽つくしていた。

　そこに続けて銃声が轟とどろく。今度は黒田と巴が発砲していた。弾丸は、瞳ひとみにアルテミスコードを宿した警察官の肩かたと足を掠かすめる。男の体がぐらついた。

　それでも構わずに、銃口を巴に向けてくる。

「先生！」

　濁にごった赤色をした絶望が、目の前を埋め尽くしていくような感覚の中で宗太は叫んでいた。

　巴が撃たれる。心臓が収しゆう縮しゆくして胸に激痛が走った。

　見たくもない現実から逃げるように目を瞑つむるしかなかった。

　その直後、宗太の隣となりで銃声が鳴った。撃ったのは黒田だ。

　右みぎ腕うでの肘ひじあたりを撃ち抜ぬかれた警察官の指から拳銃が零こぼれ落ちる。そのまま、バランスを崩して後ろに倒れた。

　そのとき、瞳の中からアルテミスコードが消えていることに宗太は気づいた。すぐさま、黒田の目を確認する。他の警察官の意識は途と絶だえたままだ。

「黒田さん、まだです！」

　叫さけんだが遅かった。

　巴が至近距離から黒田に銃口を向ける。

　銃声が廊下に響ひびく。

　体をひねって黒田が逃のがれようとするが、弾丸が肩を掠めた。握あく力りよくを失った黒田の手から銃が落ちた。それをすばやく巴が廊下の向こうに蹴けり飛とばした。乾いた音を立てながら、銃は数十メートル先まで滑すべって、ようやく止まった。

　危機的状況が自然と体に警告を発してくる。空調のおかげで涼しいはずなのに、汗がじんわりと額ひたいに浮かび上がった。

　宗太と黒田を見み据すえる巴の目には、アルテミスコードが回っていた。

　最悪と表現して何ら差さし支つかえのない状況だった。戦力を奪うばわれ、主導権を持っていかれ、その上、巴ともえの体まで乗っ取られたのだ。

　打開策がないかを必死に考える。黒くろ田だも反はん撃げきの機会を窺うかがっている様よう子すだった。

「余よ計けいなこと、しないでください」

　最初、誰がしゃべっているのかわからなかった。声は聞いたことがある。確かに巴のものだ。だが、口く調ちようはまるで別人で、表情も巴が見せるものとは違っていた。普段の凛りんとした佇たたずまいと違い、幾いく分ぶん幼おさなく映うつった。

「こうすることもできますよ」

　巴は手にした銃じゆうを自分の頭部に当てた。

「僕は明あき人とを助けたいだけです。君たちに用はない。言ってることわかります？」

　宗そう太たも黒田も何も答えない。

「君、病室のドアを開けてくれますか」

　さして親しくない友達に頼みごとをするような口く調ちようだった。真まっ直すぐに、巴と目が合う。

「僕は無む益えきに人を殺したくはありません。協力してください。ほら、病室のドアを開けて」

　黒田の合図を待って、宗太は言われるままに明人の病室のドアを開けた。

「ありがとう。それとドアから離れてください」

　先に黒田が従したがい、宗太もそれに続いた。

　巴は銃を下ろすと、ドアの前に駆かけ寄よった。明人の名前を呼びながら。

　だが、その足はすぐに止まった。病室の入り口で立たち尽つくしている。巴の肩かた越ごしに、宗太は室内のベッドを視し界かいに収おさめた。その上には明人が寝かされている。

「なんだ、これ」

　巴の肩が激しく震ふるえた。怒りと悲しみが体の中で反応し合っているのだろう。

「なんだ、これは！」

　歯を食いしばり、涙なみだを堪こらえるような顔をしていた。

「下げ種すな真ま似ねを思いつく！　明人が生きていると知って、僕がどれほどに喜んだか。どれほどに嬉うれしかったか、考えたことはありますか！」

　大の大人が、子供のように顔をくしゃくしゃにして泣いていた。

「腐くさってる。狂ってるよ、お前たちは！　死体を利用するなんて！」

「自分でも最低だとは思ってるさ」

　宗太は震える足に力を入れて、巴と向き合った。

　圧倒的に不利な状況なのは変わっていない。だが、それでも銀の箱はこ舟ぶねの関係者がこうして姿すがたをあらわした。この機会を無駄にしては、それこそ死んだ明人を生きていると偽いつわった意味がなくなる。

　アルテミスコードの瞳ひとみが、真っ直ぐに宗太を見た。その目は憎ぞう悪おの光よりも、どこまでも深い諦あきらめに満ちていた。

「さすが研けん究きゆう棟とうを爆ばく破はする警察はやることが違うね」

　予期せぬ発言に、宗そう太たも黒くろ田だも眉まゆ根ねを寄せた。

「警察が爆ばく破は？　何を言ってる」

「今さらとぼけるのかい？　銀の箱はこ舟ぶねの仕し業わざを装よそおって、月つき乃の宮みや大だい学がくの研究棟を爆破しておいてさ」

「そんな真ま似ねするはずがないだろう！」

「おかげで、研究に協力してくれていた人が何人も亡くなったんだ。殺したのは君たちだ」

「違う！」

　はっきりとした宗太の否定を巴ともえは鼻で笑い飛ばした。

「政府や警察がどれだけ強引な手段に出てこようとも、銀の箱舟は決して屈くつしない。銀の箱舟は銀の箱舟のやり方で、十五年前に失われた幸せを取り戻す。ようやくたどり着いたんだ。月の持つすばらしい力に！」

　押おし黙だまった宗太をよそに、巴がすっと左手を上げた。

　身み構がまえたが何も起こらない。ただ、何かを引ひき裂さくような音を聞いた気がした。それは、女性の悲鳴にも聞こえる。黒板を爪で引っ搔かいたときの音にも似ていた。

「僕たちはすべてを取り戻す。父さんも、母さんも。あのやさしかった日々のすべてを取り戻すんだ。そして、やり直す。この月乃宮で」

　不快感に襲おそわれ、宗太は苦く悶もんの声を漏もらしながら、二歩、三歩と後ろに下がった。耳の奥に痛みが走り、頭が割れそうに痛かった。

「宗太、どうした!?」

　黒田にはどうやら聞こえていないらしい。

　耳をふさいでも直接頭の中に響いてくる。

「灰色に埋うめ尽つくされた人生ともじきにお別れだ。もう誰にも邪じや魔まはさせない」

　一いつ瞬しゆん、窓の外からフラッシュをたかれたような光が走った。

「明あき人とにも見せてあげる。これが、僕たちが探さがし求もとめたアルテミスコードの力だよ！」

　その声に呼応するように、月に異い変へんが訪れた。

　人の心臓のように脈みやく動どうする。月の鼓こ動が聞こえてくるようだった。表面には、不ふ思し議ぎな紋もん様ようが形けい成せいされていく。中心部分から、月全体を侵しん食しよくするようにじわじわと広がっていく。まるで、月に血管が張はり巡めぐらされているかのようだった。

　見ているだけで、宗太の呼吸が荒くなる。月の鼓動に呼応するように、心臓がうごめている。ただ、気持ちが悪かった。

「あの全部が、アルテミスコードか……」

　黒田が苦にが々にがしく表情を歪ゆがめ、愕がく然ぜんとした様よう子すで立っていた。完全に巴から意識を逸そらしてしまっている。だが、それも仕方がない。天てん体たい規き模ぼでの異変が起こっているのだ。

　地球から見える片面を、アルテミスコードが埋うめ尽つくしていた。

　病室で微かすかな物音がした。身み構がまえるように、宗そう太たは視線を明あき人との眠る病室へと向けた。

　その瞬しゆん間かん、戦せん慄りつが走った。

「冗じよう談だんだろ……」

　病室の奥で、動いている者がいる。それは中なか条じよう明人の遺い体たいだ。

　夢でも見せられているような気分だった。現実を受け入れることを、心が拒否しているようだった。体から意識が遠ざかり、口を開けたまま呆ほうけた顔を晒さらした。

　明人の動どう作さに合わせて、ベッドが古めかしい音を鳴らして軋きしんだ。

　青白かった肌に、赤みが戻っていく。呼吸をしているのだろう。肩かたと胸が上下に繰くり返かえし動いた。腹ふつ筋きんを使って上体が起こされて、垂たれ下さがっていた頭が正しよう面めんの壁を見た。閉じていた瞳ひとみがゆっくりと開く。何度かまばたきをした後、明人は床に両足をついた。やがて、ベッドをぎしぎしいわせながら立ち上がる。

「このときをずっと待ち望んでいた。この日のためにやってきたんだ」

　巴ともえが歓喜の声を上げる。

「さあ、明人、一いつ緒しよに帰ろう」

　両手を広げて明人を受け入れようとする。

　巴の喜びの声に応えるように、明人の虚うつろな目に光が灯った。

　最初に自分の手のひらを見ていた。それから顔を上げ、巴を見み据すえる。次に黒くろ田だを見て、最後に宗太を瞳に映うつした。

「明人！　僕がわかるかい？」

　目の中のアルテミスコードに向かって、明人は穏おだやかな笑えみを浮かべた。それから、小さく頷うなずく。

「まいったね……これは」

　黒田が珍しく本気で顔を歪ゆがめている。アルテミスコードが非常識な奇き跡せきをもたらすことは十分承知しているはずだ。それでも、命の再生ともなれば、驚かずにはいられない。

「まるでお化けでも見ているかのような顔ですね」

　明人は冗談のつもりなのだろうが、まったく冗談に聞こえない。

「このために、罪を犯おかしたムーンチャイルドを殺して、アルテミスコードを集めていたわけか」

　独ひとり言ごとにも取れる黒田の言葉を、巴が目線だけで肯こう定ていした。

　そのやり取りを視し界かいの片隅に入れつつ、宗太は明人から視線を逸そらさずにいた。

「中条なのか……本当に？」

「ええ、間ま違ちがいなく。誕たん生じよう祭さいで一緒に花火を見たことも、物理準備室で話をしたこともきちんと覚えていますよ。執しつ行こう人にん事じ件けんのことも。それよりも……」

　何かを探さがすように明あき人とが左右を窺うかがう。それでも目的の物は見つからなかったらしく、その場に対しての質問を投げかけてきた。

「今日は何月何日ですか？」

「七月七日だよ、明人」

「あれからたったの十日しか経たっていないんですね」

「こいつら酷ひどいんだ。明人は生きていると報道して、僕を騙だまそうとした」

　責めるでも咎とがめるでもなく、ただ穏おだやかに明人は宗そう太たを見ていた。宗太も真ま正しよう面めんから、明人と向き合った。

「真さな田だ君のアイディアですか？」

「ああ」

「許可を出したのは俺だ」

　それに対して、明人は何も言ってこない。どこか達たつ観かんしたような顔で、宗太と黒くろ田だを眺ながめるだけだった。

「帰ろう、明人」

　巴ともえが明人に手を差し伸べる。

　その手を明人はじっと見つめ、静かに否定の意を返した。

「どうして！」

「僕を起こしてくれたことには感謝します。けど、もう僕はいいんです」

「やっぱり君は自みずから命を絶たったというのか」

　三人の視線が集中する中で、明人はゆっくりと頷うなずいた。

　宗太の携帯がポケットの中で震ふるえた。時間的に見て、京みやことひなたの到着の知らせだろう。隙すきを見て、ポケットの中に手を突つっ込こむ。中で携帯を開いて、通話ボタンを押した。現場の状況を少しでも知らせておく必要がある。

　相手が京でなかった場合は致ち命めい的てきだが、今はそうも言ってられない。

　同時に、軽く目を瞑つむると、宗太は階下に向けて、構かまわずにアルテミスコードを使った。一いつ瞬しゆんにして、数百の意識と見えないネットワークで接続されたような感覚が脳を駆かけ抜ぬけた。即座に、京とひなたの感覚だけを探さぐり当あて、映像をふたりにだけ見せるように切り替えた。それが終わると、宗太はゆっくりと目を開いた。

「この力があれば、柿かき崎ざき瑞みず希きを蘇よみがえらせることもできる！　君の殺されたお姉ねえさんだって！」

　必死の訴うつたえにも、明人が表情を変化させることはなかった。

「そうですね。けど、もういいんです」

「明人……」

「君たちのやろうとしていることは正しいと思います。だから……」

　明人の視線が宗太を射い抜ぬく。

　それから、しっかりとした足取りで病室から出てきた。

「退たい路ろは僕が確保しますから。逃にげてください」

　巴ともえの方は、まだ明あき人とに未み練れんがある様よう子すだった。

「たくさんの人々の悲しみを君は背せ負おっていることを忘れないでください。ここで、捕つかまるわけにはいかないはずです。何より、君にはもう時間がない……」

　それでもまだ巴の表情から迷まよいは消えなかった。心の底から明人を想おもっているのだと宗そう太たは感じた。やがて、ぽつりと巴が別れの言葉を口にした。

「わかったよ、明人……」

　明人がアルテミスコードを発現させる。それを合図に、宗太は大声を上げた。

「今です！　京みやこ先せん輩ぱい！」

　一いつ斉せいに場が動き出した。巴が廊ろう下かの奥に走り出す。その足首に、突とつ如じよとして手て錠じようがあらわれた。だが、片方の足を捕とらえるに留まり、拘こう束そくするには至らなかった。それを見た、明人の行動は早かった。床を蹴けって、弾だん丸がんのように宗太に突つっ込こんでくる。明人のいた場所にも、空の手錠がふたつ転ころがっていた。

　逃げる以外に手立てのない宗太は、ただ、後ろに下がった。間かん髪はつをおかずに、明人の掌しよう底てい打うちが繰くり出だされる。踏み込みが深い。まともに食らえば致ち命めい的てきな一いち撃げきになる。一瞬しゆんで勝敗は決してしまうだろう。

　だが、明人の手が宗太に届くことはなかった。

　ふたりの間に、見知ったアルテミスコードがあらわれた。それは京の物質転送能力が発現した証あかしだ。

　何もなかったはずの廊下に、ひなたがぽつんと立っていた。その体はすでにアルテミスコードに守られている。

　次の瞬間、ひなたが作る見えない壁に、明人が衝しよう突とつした。明人は身の危険を察さつしたのか、とっさに飛とび退のいて、ひなたから距離を取る。

　続けて、今度は京が瞬間移動してきた。

「京は巴を追え！」

　黒田が即座に指示を飛ばす。明人の様子を見て、京が逡しゆん巡じゆんした様子だったが、言われるままに廊下の奥に走り出した。巴はもう見えない位置にまで逃げている。

「黒田さんも行ってください」

　宗太は気持ちを落ち着かせながら、アルテミスコードの使用をひなただけに絞しぼった。

「足手まといってことなら、そうさせてもらおうか」

　真意を摑つかんでくれたらしく、黒田も京のあとを追った。

　残されたのは宗太とひなた、それから明人だけだ。

　宗太はひなたの隣となりに立つと、無言で手を握にぎった。いきなりこの場所に転送され、なおかつ死んだはずの明あき人とが目の前にいるのだ。動どう揺ようして当たり前のはずだった。

　ひなたの陰かげに隠かくれることなく、宗そう太たは明人と向き合った。

　役目は終わったとばかりに、明人はアルテミスコードの使用を止めた。その表情は自然な笑えみに包まれていて、達成感すら感じさせた。

「中なか条じよう……」

「すみません。見み逃のがしてくれますか」

「できるわけないだろ。これから死のうって人間をさ」

「僕自身が十分に納なつ得とくして出した結論です。真さな田だ君が負おい目めを感じる必要はありませんよ」

「そうだとしても……」

　何かを言う資格が自分にあるとは思わない。

　本来なら、こうして言葉を交かわすことすら、もう許されないはずだったのだ。

　死者との会話。

　やり直しをする機会を宗太は与えられた。本来ならあってはならないことのはずだった。

　アルテミスコードが起こした奇き跡せき。今はそれが何であっても構かまわない。偶然の産物だとしても、こうして再び言葉を交わす機会を得られた以上、無む駄だにするつもりはなかった。

「どうして……どうして、中条くんが銀の箱はこ舟ぶねなんですか!?」

　ひなたの悲痛の叫さけびに対して　明人は穏おだやかに目を細めた。

「真田君は覚えていますよね？　いつだか、つばめ先せん輩ぱいが持ってきた写真を」

「ああ。銀の箱舟のやつだろ」

　話だけは目覚めたあとにひなたにもしてある。

「あれに、僕も写うつっていたんですよ。一番小さな男の子。写真で見たら、女の子みたいでしたけど」

　そう言って明人は軽く笑った。ひなたは驚いた様よう子すで身を縮ちぢめた。宗太は露ろ骨こつな反応こそ示さなかったが、胸中は穏やかではなかった。それをよそに、明人が言葉を続ける。

「写真が撮とられてすぐに、僕は養子に出されました。当時の記憶なんてまるで残っていませんけどね。それでも、昔からの友達として、彼らとは連絡を取り続けていました。だから、僕は最初から銀の箱舟だったんです。銀の箱舟こそが、僕の居場所なんです」

　その言葉に、ひなたが小さく反応した。

「居場所があるんなら、どうして死ぬ必要がある！」

「あるからこそ、諦あきらめることもできたんです。何もないまま消えるのはこわいですけど、僕を覚えていてくれる人がいる。だからですよ」

　理解することを放ほう棄きして、宗太は首を激しく左右に振った。

「真田君は死にたいと思ったことはありませんか？」

「たぶん……ないと思う」

「それは強いからですか？　それとも逃げるのが上じよう手ずなだけですか？」

「後こう者しやに決まってる」

　自然な様よう子すで明あき人とが思わず吹き出した。

「真さな田だ君くんとは、生きているときに、もっと話をすればよかったですね。死者と話をしたところで何も生まれはしません」

「それは……そうなのかもしれないけど……」

　隣となりにいたひなたの肩かたがぴくりと動いた。

「それでも、今こうして話せるんだから、足あ搔がくしかないだろ」

「真田君にしては、泥どろ臭くさい意見ですね。もっと物事を論理的に考えて、理屈に合わない無む駄だな努力はしない人だと思っていました。自分が傷つかないためにも」

「その通りだよ」

　明人の評価に、宗そう太たは苦にが笑わらいを浮かべた。少なくとも以前の自分はそうだったと宗太も自覚している。今でも他人と深く関わることを億おつ劫くうに感じるときはある。そのくせ、ひとりぼっちも嫌いやなのだ。

「僕は自分だけがかわいいからな」

「はっきり言い切られると、いっそすがすがしいですね」

　明人は廊ろう下かの窓に手を当てた。月を見上げる。美しいはずの満月が、今夜は禍まが々まがしい顔を見せている。

「息苦しくありませんか？　ムーンチャイルドであることを隠かくし続つづけ、アルテミスコードの話題が挙あがるたびに、愛あい想そ笑いを浮かべるのは。人にうそをついて、自分にうそをついて、僕はもう自分が何なのかさえわからなくなっています」

「そう思うことは僕だってある」

「誰が今の世の中を願ったんでしょうね。力を持たない普通の人たちですか？　いいや、僕は違う気がします。誰も望んでいなければ、誰も求めてはない。それなのに、この世界は漠ばく然ぜんとこんな形をしているんですよ」

　それはそうなのかもしれない。これが正しい世の中の姿すがただと、いったい誰が思っているのだろうか。せいぜい、混乱しているよりはましというレベルにおいて、形けい成せいされた社会のようにも思える。

「これ以上生きていたら、僕は頭がどうにかしてしまいそうでした。アルテミスコードのせいで、人に避さけられ疎うとまれる。最初は卑ひ屈くつになっている自分を憎ぞう悪おしていたはずなのに、下を向いて歩くことにも知らずに慣れていたんですよ。それが僕という存在だと受け入れていました」

　明人は肩かたの力を抜ぬくと、澄んだ瞳ひとみで宗太を見た。

「このままでは人でなくなる。そう思うとたまらなくこわかったです。考えることも、感じることもやめて、抜け殻がらみたいに人生を歩んでいく。そんなの我が慢まんできません。だから、せめて、人であるうちに死ぬことにしたんです」

「僕はお前をかわいそうだなんて思わないぞ」

「それでいいんですよ。同情なんかされたらそれこそ惨みじめじゃないですか」

「僕は知ってしまったからな。誰よりもこの世界に絶望して、憎ぞう悪おしてもおかしくないやつが、世界を憎にくむよりも前に、世界を信じようとしていること」

　宗そう太たは繫つないだ手に力を込めた。ひなたが力強く握にぎり返かえしてくる。

　じっと宗太を見ていた明あき人とが、穏おだやかな眼まな差ざしをひなたに向けた。

「だから、僕はお前が逃にげることを許さない」

「かっこいいですけど、死んだ人間に言うには間ま抜ぬけな台詞せりふです」

　やわらかい笑えみを明人は浮かべた。今さら明人の決意を揺ゆるがすことはできないだろう。けど、それでもすべてに絶望して消えていくよりは、幾いく分ぶん救われたような気がした。

　切せつ迫ぱくした空気は消え、明人が何か言いかけた。

　その瞬しゆん間かん、異い変へんは起こった。

　金属を激しく打ち鳴らしたような音が鼓こ膜まくを刺激する。

　銃じゆう声せいとも違ちがう。聞いたことのない音だった。

　所しよ在ざいを突つき止とめようと、宗太は左右を確認した。誰の姿すがたもない。先ほどまでと同じ病院の廊ろう下かがそこにあるだけだ。

　それでも妙みような違い和わ感かんがあった。

　音がしなくなっている。

　医い療りよう機き器きの立てるポンプ、空くう調ちようも動いていなかった。突然の無音に、ようやく警けい戒かい心しんが追いついた。

「ひなた？」

　声をかけると、宗太の顔は見る見る青ざめていった。

　繫いだ手を思わず離した。やわらかさやぬくもりがなくなっている。鉄板ような冷たさと硬かたさが、無む機き質しつに残されていた。

　状況確認のために、再度周囲を観察する。

　蠟ろう人にん形ぎようのように動かないひなた。明人も同様だ。止まった医療機器。音がまったくと言っていいほど、響ひびいてこない。宗太の足音もしなかった。

　環境そのものが死んでしまったように思えた。

　携帯を操作するが当然動かない。京みやこや黒くろ田だに応援を頼むことはできない。時計の刻きざみが停止していた。

　理解したのは、間ま違ちがいなくこの状況がアルテミスコードによって作られたものであること。そして、その能力が、宗太の考え得る限りにおいて、最も存在してほしくない能力であるということだった。

　ごくりと喉のどを鳴らした。

　恐怖に足が震ふるえている。今、自分はこの状況を作ったムーンチャイルドに生かされているに過ぎない。本能がそれを理解していた。

　踏み出す勇気が持てない。足は地面に完全に縫ぬいつけられていた。

「そのように怯おびえる必要はありませんよ」

　声は背後から聞こえた。

「冷静になってお考えになれば、わかることかと思います。命を奪うばうつもりなら、真さな田だ様はもうお亡なくなりになられているのですから」

　振り向くと、修しゆう道どう衣いを身に着けた少女が、宗そう太たに背中を向けて立っていた。病室の窓から、満月を見上げている。足元には時計の文も字じ盤ばんのようにアルテミスコードが展開されていた。

「君も銀の箱はこ舟ぶねだったのか」

　振り向いた上うえ杉すぎ杏あん奈なの碧へき眼がんを、宗そう太たは睨にらみつけた。

　核かく心しんを突つく問いかけに、杏奈は否定とも肯こう定ていともつかない笑みを浮かべた。

　ここが出会った公園なら、ここが訪ねた礼れい拝はい堂どうなら、その清せい楚そな佇たたずまいを何も言わずに受け入れることもできた。だが、この場にあらわれた以上、杏奈が事件に関連していることは否定しようもない。

　滑すべるような足取りで、杏奈が宗太の目の前までやってきた。

　下から見上げてくる。青い瞳ひとみの中の宗太は、奥歯をぐっと嚙かみ締しめていた。

「わたしが恐ろしいですか？」

「……君の能力は怖こわいと思うよ。未来予知はただの副産物。君は、時間を支配できるのだから」

　目だけで杏奈が肯定する。それから右手を明あき人とにかざした。歯車を形作ったアルテミスコードが明人の体を取り囲む。

「歪ゆがみは正さなければなりません。これは存在してはならない力……」

　時間を停止させられていた明人の体が、急速に老ろう衰すいし、すぐに白はつ骨こつ化かした。やがて骨も風化して塵ちりとなって消えた。宗太はただ見ていることしかできなかった。責める言葉が出てこない。恐怖と緊きん張ちようで口の中が乾かわき切きっている。

　ひとつだけやれたのは、目に力を込めて、杏奈を睨みつけることだった。

「あるべき形に戻しただけのことです。違ちがいますか？」

　言っていることは正しい。明人は死んだ人間だ。それを、宗太は生きていると偽いつわりの情報を流し、銀の箱はこ舟ぶねの仲間が本当に蘇よみがえらせただけのこと。杏奈が歪みと表現した通りの存在だったのだろう。だが、そうだとしても、目の前で殺されては、感情が納なつ得とくしてくれない。

「彼に二度目の人生を歩ませるつもりだったわけではありませんよね？」

　青い瞳が幾分の冷たさを持って詰きつ問もんを突きつけてくる。

「なおも彼を、この世界の中で見み世せ物ものにしたかったのですか？」

　考えてはいなかった。ただ、死んでほしくないという思いだけで、言葉をかけていた。

「いいのですよ。殆ほとんどの人が同じ選択をするでしょうから。だからこそ、わたしがここにいるのです」

　口元に小さな笑えみを杏あん奈なが浮かべる。すべての罪を許すかのように。

「しかし、銀の箱はこ舟ぶねがここまでアルテミスコードを理解しているとは思いませんでした。大学の研けん究きゆう棟とうを破は壊かいし、関係者を殺害したことで解決したと思っていたのですが」

「研究棟の破壊だと？　それに関係者をって！　君は、銀の箱舟じゃないのか!?」

　杏奈が再び、下から見上げてくる。

「真さな田だ様にとっては、最も理解しがたい存在なのかもしれません」

　その返答すら、宗太には理解しがたいものだった。それでも、活動を停止させることなく、宗太の脳は結論を導みちびき出だそうと動き出した。

　銀の箱舟に体を奪うばわれた巴ともえが先ほど口にした言葉への違い和わ感かんが呼び起こされる。銀の箱舟は、研究棟の爆ばく破はを、政府や警察の仕し業わざだと思い込んでいた。一連の爆破事件の一いつ環かんと見せかけ、銀の箱舟を潰つぶそうとしているとでも考えたのだろう。だが、政府や警察がそんな過激な手段にでるはずも、でられるはずもない。

　爆破したのが公こう安あん特とつ課かでも、銀の箱舟でもないのなら、あの日、あの場所に、別の存在がいたことになる。

　それが、今、宗太の目の前にひとりの少女だというのだ。

　上うえ杉すぎ杏奈。

　わからないのは杏奈の目的と動機だ。質問したところで、答えてはくれないだろう。先ほどまでのやり取りがまさにそうだった。何より、この場の主導権は、完かん璧ぺきに杏奈の側がわにあるのだ。

　宗太は代わりに別の疑問を投げかけた。

「どうして、僕には自由を与えた」

　止まったままのひなたを横目に捉とらえる。

「半分は、真田様の今後のために、ご忠告したいことがあったからです」

「……もう半分は？」

「死を予告するためです」

　朝食のいただきますでも言うように、杏奈は穏おだやかにその言葉を口にした。

「今ならまだ、真田様は引き返せます」

「君は僕の未来を知っているんだな」

「ですから、これ以上、世界との関わりを持つことはお控ひかえください」

　返事を待たずに、杏奈は宗太の横をすり抜ぬけた。

　動かなくなったひなたに手を伸ばす。宗太がその手を途中で摑つかんで止めた。

　杏奈の手は細くて、強く握にぎれば折おれてしまいそうだ。だが、それでも、宗太の手は震ふるえていた。いや、全身が震ふるえている。

「この子のことが大切なのですね」

　青い瞳ひとみが怯おびえを隠かくし切きれない宗そう太たの様よう子すを窺うかがっている。

「どうする気だ？」

　先ほど明あき人とにしたように時間を急速に進めて殺すつもりなのではないかと思えた。

「今は何もいたしませんよ。かぐや姫の運命は決まっているのですから」

「君はかぐや姫のことをどこまで知っている」

「よく存じ上げております。彼女を除のぞき、全員が死んでいることも含ふくめて」

　菜な々な子こから聞かされた話が、不安となって押おし寄よせてきた。

「なら、ひなたも!?」

　それに杏あん奈なは答えない。宗太に背中を向けると、エレベーターホールの方に歩き出した。

「君は何がしたいんだ！　僕の敵か？　それとも……」

「わたしは人を恨うらみもしなければ、憎にくむこともいたしません。慈いつくしむことはあったとしても」

「答えになってない！」

「先ほどの言葉ですが、一部訂正させていただきます」

「訂正？」

「半分は死を予告に、もう半分は宣せん戦せん布ふ告こくにきたことにいたします。やはり、真さな田だ様は忠告を聞き入れてくださるお方ではないようですので。かぐや姫に迎むかえがくるその日までに、わたしを殺す方法を考えておいてください。それでは……」

　最後に、すべてを包み込むような笑えみを杏奈は浮かべた。

「待ってくれ！」

　追いかけようとしても、足が地面に縫ぬいつけられたように重い。伸ばした手も、杏奈には届かない。それらすべてを見み越こしたように、杏奈の背中がゆっくりと遠ざかっていく。

　そして、宗太がまばたきをした次の瞬しゆん間かん、完全に視し界かいから消えていた。

　慌あわてて杏奈の姿すがたを探さがす。だが、右を見ても左を見てもいなかった。恐らく、宗太の時間も止めて、この場から立ち去ったのだろう。

「え？　あれ？　中なか条じようくんは!?」

　突然、元の時間の流れに戻されたひなたが疑問の声を上げる。不安そうに周囲を警けい戒かいしていた。

「たぶん、もう危険はないから」

「宗太さん、何があったんですか？」

　ひなたの手が支えを探すように彷徨さまよっている。手の震えが収おさまるのを待って、宗太はひなたの手を握にぎった。

　ぬくもりが手の平から全身に染しみ渡わたってくる。先ほどまであった不安は消え、高ぶっていた精神が安らぎによって満たされていく。今はそれがたまらない気持ちにさせてくる。

「落ち着いたら、ちゃんと話すよ」

　事態の把は握あくが不完全で、すぐには説明の言葉が思い浮かばなかった。

　窓から空を見上げると、月のアルテミスコードの発動は止まっていた。

　携帯が鳴った。出ると黒くろ田だからだった。

「そっちはどうなった？」

「すみません。色々あって、中なか条じようはだめでした」

「詳くわしく聞かせろ」

　話すべきか、宗そう太たは一いつ瞬しゆんだけ迷まよった。言ったところで、杏あん奈なをどうにかできるとは思えない。彼女の能力に対抗する手段などあるのだろうか。だが、自分ひとりの胸に抱かかえ込こむ重圧にも耐え切れず、宗太は口を開いた。

「中条は殺されました。上うえ杉すぎ杏奈という名の少女に」

「上杉……杏奈だと!?」

　黒田の声は、微かすかに震ふるえていた。電話越ごしですら、はっきりと感じ取れた。明らかに、杏奈の名を知っている者の反応だった。

「黒田さん？」

「それは本当か？」

　すぐに、落ち着きを取り戻した声が返ってきた。

「知ってるんですか？　上杉杏奈を」

「上杉杏奈ってのはな、最初のかぐや姫の名前だ」

「えっ!?」

　今度は宗太が驚く番だった。自然と握にぎった手に力がこもる。心配になったのか、ひなたが体を揺ゆすってきた。宗太は大だい丈じよう夫ぶだという返事の代わりに、そっと頭を撫なでた。それでもまだ、ひなたの表情は険けわしい。

「お前が接せつ触しよくした上杉杏奈の特とく徴ちようは？」

「あ、はい。年齢は十二、三歳くらい。小こ柄がらで、銀色の髪かみに、青い瞳ひとみをしていました」

　電話の向こうで黒田の舌打ちが聞こえた。特徴がぴたりと一致しているのだろう。

「アルテミスコードは？」

「時間を操あやつります……」

「なんてこった、冗じよう談だんだろっ！　上杉杏奈は十二年前に死亡してるんだぞ。俺は現場で遺い体たいも確認してるってのに……」

　下した唇くちびるを嚙かみ締しめている黒田の苦にが々にがしい表情が思い浮かんだ。

「そんな常識、今は無意味ですよ。僕たちは今日、中条が生き返るのを目まの当あたりにしてるんですから」

　極きよく力りよく冷静に、宗そう太たは事実を口にした。自分でも口にしたことが未だに信じられない。

「そうだったな。同じ手段かはわからないが、見たものを信じるしかないか。で、彼女の居い所どころはわかるか？」

「今もいるかはわかりませんけど、月つき乃の宮みや大だい学がくの礼れい拝はい堂どうです。前に話した未来予知能力の少女がそうなんです。だから気をつけてください」

「わかってる。慎重に捜そう査さを進めて、いずれは逮たい捕ほまで持っていく。報告は以上だな？」

　はい、と返事をすると、電話の向こうから巴ともえの声が聞こえてきた。

「そっちはどうなったんですか？」

「残念だが逃げられた。カラスに乗のり移うつられて、飛ばれちゃかなわんよ」

「巴先生は？　今、声が聞こえたみたいですけど」

「ああ、無事だ。意識もはっきりしてる。ま、詳くわしい検査は必要だけどな」

　ひなたにも巴の無事を知らせるとほっとした顔をしていた。

「ま、結果はどうあれ、これで爆ばく破は事じ件けんは解決だ。お疲つかれさん……撤てつ収しゆう作さ業ぎようは俺の方で引き取るから、お前さんはもう帰って休め」

「はい。お疲れ様です」

　携帯をたたむ。ポケットに仕し舞まう前に、時間を確認して驚いた。

　日付は七月七日から八日へと変わろうとしている。

　千歳ちとせと約束した時間から、五時間近くオーバーしている。これも杏あん奈なの能力によるものなのだろう。原因がわかっているだけに、開き直ることもできた。

　待っているはずなどない。

　そんなことはわかっていた。

　帰ろうかと言いかけたところで、ひなたが宗太の手を離した。

「……わたしはひとりで平気ですから、千歳ちゃんのところに行ってあげてください」

　千歳との約束のことは、当然ひなたには話していない。

「どうして、それを……」

「よく自分でもわかりません。でも、なぜだかわかってしまいました……」

　言葉を探さがすようにしながら、ひなたは説明した。

　それから宗太の背中を押おす。

「きっと宗太さんがこなくて、不安に思っていると思いますから」

「けど、待ってないだろ。約束時間は……」

「時間なんか関係なく待ってますよ」

　その言葉は自信に溢あふれている。

「どうしてそんなことが……」

　振り向くと、ひなたはやさしげな笑えみを浮かべていた。

「わたしなら待っていると思いますから」

　胸を打たれる思いだった。

　ここで宗そう太たが千歳ちとせのところに行くという意味を、ちゃんとひなたは理解している。その上で、行くべきだと言っているのがわかった。

　だからこそ、宗太は答えを出さなければならない。

「いいのか？」

「これくらいへっちゃらですよ。だから、早く行ってあげてください」

　にっこりとひなたが笑う。それでも、それだからこそ、宗太は踏み切れなかった。

「わたしならだいじょうぶですよ。京みやこ先せん輩ぱいに送ってもらいますから。もう行きますね」

　珍しく早口にそう言うと、ひなたは廊ろう下かの手すりに手を伸ばす。まだ距離があるせいで、すぐには摑つかめない。途と中ちゆうでつまずいて転ころびそうになった。手助けをしようと思い、宗太は一歩踏み出した。

「ひとりで、だいじょうぶですよ」

　拒絶するようにひなたが声を張はった。その言葉を証明するように、小さな手は廊下の壁を探さぐり当あて、手すりをしっかりと握にぎった。

　そのまま、壁に沿ってひなたは宗太から離れていく。

　そこに、京が物質転送のアルテミスコードを使って飛んできた。

「ふたりとも帰るでしょ？　送ってあげる」

「宗太さんは寄り道をするそうなので、わたしだけお願いします」

「そうなの？」

　不ふ思し議ぎそうな顔で京が宗太とひなたを見み比くらべた。宗太は罪悪感から目を逸そらした。

「そっか……わかった」

　京は微び妙みような空気を感じ取ってくれたのか、追求はしてこなかった。ひなたの正しよう面めんに移動すると、何も言わずに胸に抱だき締しめた。

「わっ、み、京先輩!?」

　顔をふさがれてひなたが苦しそうにじたばたする。

　その間、京の目は少し寂さびしそうに宗太に向けられた。その意味が宗太にはわからなかった。はっきりとした言葉で責めるなり咎とがめるなりしてもらった方がよほどいい。

　それをわかっているからなのか、最後まで京は何も言ってこなかった。

「じゃあ、飛ぶよ」

　合図をひとつ落とすと、京はアルテミスコードを使い、ひなたを連れて宗太の視し界かいから完全に消えた。今はもう、マンションの一室にいるはずだ。

　誰もいなくなった廊下を、宗太はひとり歩き出した。




　　　　　　　　４




　病院一階のエントランスまで降りると、宗そう太たは我が慢まんできずに携帯を取り出した。慣れた手つきで里さと見み千歳ちとせの番号を呼び出す。

　繫つながったと思った瞬しゆん間かん、真まっ先さきにごめんと口にした。だが、それに対する返答は無機質なアナウンスでしかなかった。電波が届かないか、電源が入っていないと返してくる。

　即座に宗太は再度アドレス帳を呼び出し、早足で外に向かいながら今度は千歳にメールを送った。送信ボタンを押す際さいに、指先が躊躇ためらいに震ふるえた。それでも、目を瞑つむって指に力を注ぎ込んだ。

　病院のドアを抜ぬけると、宗太は走り出した。

　何かが自分の内側から急せかしてくる。

　急げ、早くしろと怒ど鳴なり散ちらしてきた。

　その正しよう体たいが何なのか、何が自分に語りかけてくるのかはわからない。

　だが、それでも全力で宗太は走った。

　そうしないといけないことだけは理解していた。

　すぐに息は上がった。心臓が忙せわしなく全身に血をめぐらせている。いくら呼吸をしても、全然酸素が足りない。

　それでも宗太は立ち止まらなかった。ひたすらに足を交こう互ごに前に出す。

　ふくらはぎの筋肉が痙けい攣れんしているのがわかる。疲労は限界だ。

　泣きたい気持ちがこみ上げてくる。歯を食いしばって必死に堪こらえた。泣くのは宗太の役目ではない。

　別わかれ際ぎわのひなたの笑顔が脳のう裏りに蘇よみがえった。

　そのときになってようやく、宗太は自分の気持ちのありかに気づいた。

　本当は答えなどもうとっくに出ていた。過去の自分を否定するのが怖こわかっただけだ。千歳にふられた自分にどこか安心して、やることはやったのだから仕方がないとちっぽけな達成感に浸ひたっていた。もう自分にできることはないと言い訳できる立場は、それはそれで居い心ごこ地ちのいいものだったから。

　所しよ詮せんは、穏おだやかな毎日が壊こわれていくのを恐れ、今にしがみ付いていただけだった。傷ついたふりをして、自分を甘やかしていただけだった。

　誰かのためではない。ただ、自分だけを守りたくて。

　だから、ひなたと向き合うことからも逃げた。自分と向き合うこともからも逃げていた。誰かとの距離が縮ちぢまることで訪れる変化に怯おびえていた。

　何もしないことで、他人を傷つけていると知りながらも。

　なんて子供だったのだろうと思う。なんて馬鹿だったのだろうと思う。痛みが自分に返ってくるほどにひなたを傷つけて、不安にさせて、ようやく決心ができたのだから。

　取り返しのつくことではない。それでも、とにかく宗そう太たは走った。

　三十分間の全ぜん力りよく疾しつ走そうの後、宗太は目的地にたどり着いた。足はがくがくと震ふるえている。殆ほとんど感覚がなかった。

　膝ひざに手をついて呼吸を整える。全身が酸素をほしがっている。喉のどはからからだ。苦しいのを全部我が慢まんして、宗太は顔を上げた。

　見慣れたマンションがそこにはあった。

　目を閉じる。

　まぶたの裏には、ひなたが焼きついていた。他には誰の顔も思い浮かばない。

　自分の馬鹿さ加か減げんに呆あきれた。

　なぜ、ひなたを大だい丈じよう夫ぶだなんて思ったのだろうか。

　なぜ、あれがいつもの強がりだって気づかなかったのだろうか。

　なぜ、こんなにもひなたを抱きしめたい気持ちに目を背そむけたのだろうか。

　ひなたを想おもうだけで涙るい腺せんが刺激された。心の中で泣くなと𠮟しかり飛ばした。辛いのも苦しいのも甘んじて受けなければならない。自分の犯おかした罪の大きさに比べれば、まだこの程度の苦痛は安いものだ。

　ひなたはずっと泣くのを我慢していたのだ。

　宗太に迷めい惑わくをかけないように最後まで笑顔を忘れなかった。自分のことよりも、宗太を最優先に考えてくれていた。宗太はそれに寄りかかっていただけだ。

　支えるつもりが、ずっと支えられていた。

　大きく息を吸い込む。

　それから、宗太はマンションの階段を一気に駆かけ上あがっていった。

　エレベーターの到着など待っていられなかった。




　家に戻ると、中は真っ暗だった。

　まだ、ひなたは帰ってないのではないかと思えた。不安が胸を搔かき毟むしる。

　ダイニングまで進むと、宗太は足を止めた。

　止めざるを得なかった。

　テーブルに視線が釘くぎづけになった。

　いくつもの皿が置かれ、その上には、数々の料理が並べられている。目の見える宗太でさえ、苦労するような手のかかるものもある。

　その中心には、イチゴのショートケーキがあった。形は少しいびつだが、それゆえに手作りだとすぐにわかる。

　蠟ろう燭そくは宗そう太たの年齢に合わせて十七本。

　中央にチョコレートで「おめでとう」と書かれていた。

　初めて文字を書いた子供でも、もう少し綺き麗れいな字を書けるだろう。

　それでも、宗太にはきちんとひなたの想おもいが伝わってきた。

　今になって、ひなたが熱心に料理を学んでいた理由に気づかされた。

　すべては宗太の誕たん生じよう日びを祝うためだったのだ。

　言葉がなかった。

　ひなたの想いに胸が熱くなる。

　そこにすすり泣くような声が聞こえた。

　驚いて宗太が振り向く。

　ひなたの部屋のドアが少しだけ開いている。中から明かりはもれていない。

　ゆっくりと宗太はひなたの部屋に進んだ。

「ひなた？」

　声をかけながら部屋に入る。

　窓からわずかな月明かりが差し込んでいるだけで、他に明かりはない。壁のスイッチに手を伸ばす。真ま新あたらしい抵てい抗こうを指に感じた。

　その感かん触しよくが、宗太に教えてくれた。光を必要とするのは、宗太であってひなたではない。宗太がいなければ、この家はいつも真まっ暗くらなのだ。

　スイッチに伸ばした手を引っ込めた。

　薄暗い部屋に目が慣れると、ベッドの上に人影を見つけた。

　膝ひざを抱かかえて、顔を埋うめて泣いている。

「ひなた」

　再度声をかけると、肩かたが震ふるえた。

「……宗太さん？」

　その小さな声こわ音ねは、涙なみだに染そまっている。

「ああ、僕だ」

「どう……して？　千歳ちとせちゃん、帰っちゃってたんですか？」

　鼻をすすり上げながら、ひなたが顔を歪ゆがめる。

　笑おうとしているのだと気づくのに、宗太は少し時間を必要とした。

「待ち合わせ場所には行ってない。病院から真まっ直すぐここに帰ってきた」

「だ、だめですよ。ちゃんと行ってあげないと……」

　ひなたは止まらない涙なみだを必死に何度も拭ぬぐっていた。泣き止もうとしても、それが上う手まくいかない。

　宗太は自分の愚おろかさを心の中で呪のろった。自分をぶん殴なぐってやりたい気分だった。

　大だい丈じよう夫ぶなどという言葉を信じ、またひとりでひなたを泣かせたのだ。

「宗そう太たさん？」

　口よりも先に、体が勝手に動いた。

　細くてか弱いひなたの体を、正しよう面めんから力いっぱい抱きしめた。

「……え？」

　驚きの吐と息いきが零こぼれる。

「僕は、ひなたが好きだ」

「……あ……あっ」

　感情が形にならずに、ひなたが口を開けたり、閉じたりを繰くり返かえす。

「今さら遅いかもしれないけど、それでもひなたが好きだ」

「うそ……」

「うそなんかじゃないよ」

　ぐっと腕に力を込めた。

「だけど、千歳ちとせちゃんは？　宗太さんは千歳ちゃんが好きだったんですよね？」

「好きだったのは本当だよ。でも、今はそうじゃないってわかった」

「でも……だけど……」

「里さと見みには、ちゃんと伝えたから。ひなたと一いつ緒しよにいたいから行けないって」

「宗太さん……」

　不安に揺ゆれるひなたの声は、消えそうなほどに小さい。その不安を拭ぬぐってあげたいという想おもいだけで、宗太はもう一度、同じ言葉を囁ささやいた。

「僕は、ひなたが好きだ」

　その一言で、ひなたの体を満たしていた緊きん張ちようが一気に緩ゆるんだ。

「……わたしも……宗太さんが好きです……大好きです！」

　溢あふれる感情のままに、ひなたも抱きついてくる。

「……よかった。わたし、またひとりぼっちになっちゃうんだと思ってました……」

「そんなこと……」

「だって……宗太さんが千歳ちゃんのところに行ったら、わたしはもうここにはいられないんですよ？」

　その言葉に、宗太は奥歯を嚙かみ締しめた。

「こんなことなら、好きだなんて言わなければよかったって思ってました。そうすれば、ずっとここにいられたかもしれないから。けど、そういうことに後になってから気づいて……それで色々やってみたんですけど、どれも上じよう手ずにできないから、きっと宗太さんは呆あきれてるって思ってました。嫌きらわれちゃうって……」

「ごめんな」

　宗そう太たの胸の中で、ひなたが首を左右に振る。

「よかった……ひとりじゃなくてよかった……好きになってよかったです」

　ひなたの背中をそっと撫なでる。

　嗚お咽えつが収おさまり、涙なみだも次第に止まっていった。

　さすがに照てれくさくなって、宗太はひなたを離した。

　顔は涙でぐしゃぐしゃだ。

　それをじっと宗太は見つめた。

「あ、あんまり見るのは、今は、だ、だめですよ。たくさん泣いたので、とてもぶさいくな顔になってますから」

　照れたひなたがシーツで顔を隠かくそうとする。

　その手首を摑つかんでやめさせた。

「なあ、キスしてもいいか」

「え、いや！」

「嫌いやなのか……」

「ち、違ちがいます！　今の、いや、というのはですね、だめという意味ではなくて、ちょっと待ってくださいくらいの感じであって……」

「ならいいのか？」

「いや……あ、今のいやも違いますよ。わたしはもう宗太さんのものですから、何をしてもいいんです！　ど、どんなことでもオッケーですよ！　あ、でも、痛いのとか、縛しばるのとかはちょっといやかもしれませんけど……どうしてもって言うなら……」

「わ、わかったから、落ち着け！　そんなことしないから」

「そ！　その！　せめて、歯を磨くので待ってください！　それから、お風ふ呂ろにも入って、色々と身み支じ度たくをして……」

「ひなた」

「は、はい」

「ごめん。我が慢まんできそうにない」

　慌あわてふためくひなたを見て、衝しよう動どうを抑おさえきれなかった。

　ひなたの頰ほおに手をかけると、体がびくんと跳はねた。

　ゆっくりと顔を近づけていく。

　緊きん張ちように、ひなたのまつげが震ふるえていた。

　そっと唇くちびるを合わせる。お互いに息を詰つまらせた。

　心臓の音がふたつ聞こえてくる。

　自分でも何をしたのかわからないまま、宗太はひなたから離れた。

「あ、あの、宗太さん？」

[image: ]

「な、なんだよ」

「よくわからなかったので、おかわりをください」

　返事をするのも照れくさいので、宗そう太たは即行動に移した。

　ついばむように、ひなたを求める。遠えん慮りよがちに、ひなたが応こたえてくれた。最初はぎこちなく、歯をぶつけたりもしながら、存在を確かめ合うようにキスを交かわした。より深く結びつくために唇くちびるを重ね合わせ、舌の先端がかすかに触ふれ合あった。

　熱を帯びた吐と息いきが頰ほおに当たってくすぐったい。それでもやめられなかった。

　全身が熱くなり、冷静でなどいられなかった。

　呼吸をするのも忘れて、お互いを求め合う。息が続かなくなって一度離れた。

「んっ……はあっ……」

　ひなたが鼻にかかった声を上げる。

　ふたりの間には、光の橋がかかっていた。宗太はこみ上げる恥はずかしさに耐たえ切きれず、即座に口を袖そででぬぐった。今もなお、ひなたの唇はきらきらと艶なまめかしく輝いている。押し倒したい衝しよう動どうが体内を駆かけ巡めぐった。

「とろけてしまいそうです……」

　無自覚のひなたの言葉に、宗太の理性は崩ほう壊かい寸前だった。

　自分が何を言っているのか、ひなたはわかっているのだろうか。

　宗そう太たはティッシュを引ひっこ抜ぬいて、濡ぬれたままのひなたの唇を拭ふいてあげた。

「もうしないんですか？」

　名残なごり惜おしそうに、力の抜ぬけ切きった顔でひなたは惚ほうけている。口は半開きのままだ。

　無防備なひなたの様よう子すに、何かのたがが外はずれた。肩に置いた両手が欲望に疼うずき出だす。軽く押しただけで、小さなひなたの体は、ベッドに仰あお向むけに倒れた。顔を挟はさむように宗そう太たは両手をシーツについて、ひなたを見下ろす体勢になっていた。

「あ、あの、やっぱりお風ふ呂ろにだけは……」

　ゆるく握にぎった手で口元を隠かくしながら、ひなたが消えそうな声を出す。

「いや、違う……その、これは、そうじゃなくて……」

　押し倒しておいて、今さら信じてはもらえないだろう。心の準備が整っていないのは、宗太も同じだ。

「ほんとにそういうつもりじゃないんだよ」

「そ、宗太さんがお望みでしたら、恥ずかしいですけど、このまましても、その……」

　宗太の言葉を照てれ隠しと解釈したのか、ひなたが見けん当とう違いの返答をしてくる。

「こ、こういうのには勢いも必要だって、京みやこ先せん輩ぱいも言ってましたから！」

　ひなたは顔を真まっ赤かにしている。

　逆に宗太は、京の名前を耳にして、熱が少し引いていくのを感じた。いったい、何をどこまでひなたに吹き込んでいるのか。

　追おい討うちをかけるように、宗太の腹が空腹を訴うつたえてきた。それに返事をするように、ひなたの腹部からもかわいらしい鳴き声が聞こえた。

　静まり返っていた室内によく響ひびいた。

「いっ、今のはその違いますよ？　よりによってこんなときにお腹なかを鳴らすなんて……」

　そこで再び、ぐうと聞こえてきた。

　何やら必死に言い訳をしていたひなたも、宗太が笑い出すと、一いつ緒しよになって声を上げた。

　宗太はひなたの手を取り、引ひっ張ぱり起こした。髪かみをとかすように、やさしく頭を撫なでる。ひなたが気持ちよさそうに目を閉じた。甘えるように、少し体を寄せてきた。

　宗太は体の中心がぽかぽかしてくるのを感じた。それは、自分が意識している以上に、この銀ぎん髪ぱつの少女のことを好きなんだと教えてくれているようでもあった。

「せっかくだから、料理、一緒に食べようか」

「はい」

　ひなたの手を引いて立ち上がる。傷だらけの指を両手で包み込んだ。

　少しごわごわしている。

「あ、あの、宗太さん何を」

「ありがとな」

「宗太さんのためなら、へっちゃらですよ」

　ひなたが得意げに胸を張はる。

　月の光に照てらされ、ひなたが銀色に輝いた。

　リビングに戻ると、最初に明かりを灯ともした。

　家の中は明るい方がいい。










あとがき




　毎日、世の中では色々なことが起きているようですが、そうした大小様々な事件やら、事故やら現象やらを身近に感じることは難しいもので、結局のところ、毎朝何事もなく目を覚まして、トマトを食べる生活は続いて行くわけです。

　鴨かも志し田だ一はじめです。二巻目となりました。

　あとがきを書くにあたり、前回何の話をしたのか確認しようと、本の山から一巻目を発はつ掘くつしてぺらぺらとめくっていると、作者プロフィールの内容に目が留とまりました。

　それによると、僕はどうやらトマトが好きらしいです。

　元々、自分で書いたものなので、他ひ人と事ごとみたいに言うのも変ですが、さて、本当にトマトが好きなのだろうかと疑問は残ります。

　よくよく考えると、別に好きだからという理由で毎朝食べているわけではないのです。正直に申し上げるなら、朝食べるものをわざわざ毎日考えたくないだけです。面めん倒どうだからという理由によって、この十年以上、同じ朝食を取り続けています。

　正月の三が日くらいは、雑ぞう煮にやら餅もちやらを食べてやらんでもないという気分になりますが、基本的に朝食のメニューに関しては思考が停止しています。

　そんな感じでこの習慣は長年続いているわけです。いい加か減げん、胃袋の中がトマト色に変色しているかもしれません。

　たとえ、そうであったとしても、今の食生活で、特に大きな病気もしていないですし、健康と呼べる状態を維い持じできているのだから、ますます変更の余よ地ちはなくなります。

　ふむ、書き出したのはいいとして、この話の結論がまったく見えてきませんね。そろそろまとめに入りたいところなのですが……。

　とまあ、別に好きなわけではないと言いながらも、十年以上続いているということは、やっぱり好きなのかもしれません。

　若じやつ干かん……いや、かなり強引な収束のさせ方ですが気にしないでください。これ以上、トマトについて語るネタもないので……。




　引き続き、担当編集の峯みね様には大変お世話になりました。すばらしいイラストを描いてくださいました葵あおい久く美み子こ様にも感謝の言葉しかございません。

　そして、何より、最後までお付き合いいただきました皆様方に、厚く御礼申し上げます。





二〇〇八年六月八日　鴨志田一
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鴨かも志し田だ　一はじめ

１９７８年４月11日誕生。神奈川県出身の左利き。毎朝トマトを欠かさずに食べる生活を、なぜだか10年以上続けているトマト好き。執筆に疲れると、写真の車を机の上で走らせるのは秘密。座右の銘は「なぜベストを尽くさないのか」
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イラスト／葵あおい久く美み子こ

10月26日生まれのさそり座。栃木県出身。夏は暑く冬は極寒の部屋で地味に活動中。煙草と珈琲と生姜が大好き。微乳が描ければ幸せ。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「鴨志田 一先生」係

「葵 久美子先生」係
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Kaguya 2




～月つきのウサギの銀ぎんの箱はこ舟ぶね～








鴨かも志し田だ 一はじめ
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